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心から、感謝申し上げます

信州大学教育学部

学部長平野吉直

平成 12年に始まった「信大茂菅ふるさと農場」が、平成 25年をもって閉場いたし

ました。その貴重な足跡を、このたび『信大茂菅ふるさと農場一“人づくり”への挑戦＿』

としてまとめることとなりましたことを、たいへん嬉しく思います。

関係各位のご協力のもと、当時の学生たちの開墾作業から始まった「信大茂菅ふる

さと農場」は、これまで多くの学生、そして地域の子どもたちの心を耕し、地域の教

育力の重要性と可能性、体験活動の意義を学ばせていただきました。 14年間という長

きにわたり、学生への指導、農場の維持 ・管理などに際して、林部信造様、JAながの

関係者の皆様をはじめ、数多くの皆様のご支援、ご協力をいただきました。

この場をお借りして、心から感謝申し上げます。

農場は閉じられましたが、農場で貴重な学びをさせていただいた本学部の卒業生た

ちは、自然と地域の力に感謝する心を持ち続け、全国各地で土を耕し、作物を育て、

豊かな学びを提供できる教育者になっていると確信しております。

本冊子を刊行するにあたり、ながの農業協同組合代表理事組合長豊田実様と

林部信造様から多額のご芳志を賜りました。

ここに記して深く感謝申し上げます。



地域に根ざした茂菅農場の意義

ながの農業協同組合

代表理事組合長豊田 実

「信大茂菅ふるさと農場」の活動が始まり、 14年の長きにわたり継続されてきたことはとても意義

のあることであります。20年前に土井進教授と学生の皆さんが子どもたちと接するための方法として、

平成 6年に「信大YOU遊サタデー」を始められました。その延長線上にあった“人づくり”のため

の‘‘土づくり”の思いが、この茂菅農場となって実現したのだと思います。

当初、茂菅農場をスタートさせるためには多く課題が立ちはだかりました。まずは農地の確保です。
信州大学から通える近くの脹地であること、参加者用の駐車場があること、農場の管理をどうするか、

そして農業指導者の確保などの課題です。この課題を解決するために、土井教授は何度も当JAを訪

れ、当時の役職員と協議のうえ茂菅の地に牒場を設けることができました。これは学生の熱意に押さ

れ、土井教授が幾度も交渉を続けた成果でしょう。当JAは栽培指導等を担い、地元農家の林部信造

氏に様々な面でご協力をいただき、ここに茂菅農場が誕生しました。
農場を管理運営するには、地域の人々と接する機会も多々あったことでしょう。農場周辺の農家を

はじめ水田用水の当番等では、普段の学生生活では関わることのない世代や職業の方々の中に入り、

自分たちの活動を理解してもらうための対応はどうすればよいか、学生の皆さんは悩む機会が多かっ

たのではないでしょうか。そんな時にも林部氏の助言や土井教授からの指導を受け、自らが実際に対

応し経験することで事業は前に進み、自分たちの求める活動を作り上げることができたのではないで

しょうか。こうしてスタートした茂菅農場では、様々な活動が行われてきました。毎年、信大の3年

生が正副農場長を務め、その年に栽培する農作物や活動の内容について企画し、特色ある取り組みを

行ってきました。参加した子どもたちにとってはとても楽しいものであったと思います。
また茂菅農場にはもう一つの側面、国際協力田としての位置付けがあります。この国際協力田運動

は飢餓に苦しむ国へ米を送る活動であり、JAグループでは平成 10年より取り組んでおります。現在、

世界には9億人以上もの食料に苦しむ人々がおり、世界の人口に占める割合は 15％とその状況は深刻

で、 6秒に一人の子どもが餓死しています。茂菅農場では当初からこの運動に参加し、収穫したお米

は県内各地の取り組み組織と合わせ、 NGOマザーランド・アカデミー・インターナショナルを通じ

て、世界でも最貧国の一つであるマリ共和国に送っています。

マリ共和国は西アフリカ内陸の国で、国の北部にはサハラ砂漠の一部があり高温乾燥の地域です。

綿花や落花生の生産など農業が中心の国で、干ばつや内戦などにより、大変な飢餓に苦しんでいます。

5歳までの幼児死亡率が世界ワースト 8位 (1988年当時は 1位）で、食料・医療・医薬品の不足が深

刻化している国でもあります。 2012年3月に起こった紛争で6万7千人の人々が難民になるなど、社

会的にも政治的にもさらに厳しい状況が続いています。同じ地球上であっても住んでいる国が違うだ

けで、一日の飲み水や食事がままならない地域があることを国際協力田運動を通して知ることができ、

食料の重要性また、地域社会、人と人とのつながりについて、新たな視点に立ち、自らの目で見て、

感じ、考える事ができたのではないでしょうか。
茂菅農場の取り組みは平成 25年度で終わりますが、その根底に流れる“思い’'は信大教育学部の

学生諸君に受け継がれて然るべきものであると思います。「信州教育」の礎の一つとして、次世代への

教育指導者の資質として、茂菅での体験が心の 1ページにしつかりと記され、受け継がれていくこと

を信じ、願っています。そして、何よりも茂菅農場に参加した子どもたちにとって、少年少女時代の

茂菅農場における様々な自然体験・社会体験が人格形成に有益に寄与しているものと確信します。

当 JAとしましても茂菅殿場の活動を通じ、地域農業への理解や食の大切さ、食料自給率の璽要性

など農業の果たす役割について知っていただくうえで重要な意義がありました。牒業は人間生命の根
幹を成す食料を作り出す産業です。工場では米も野菜も肉も作り出すことはできません。農業は自然

と対話し共存する中で、人間にとって効率的で安定的な食料の供給を行うことを可能にしています。

しかしながら日本は、 1960年には 79％あった食料自給率が年々低下し、現在は食料の61％を外国か

らの輸入品に依存している状況です。食卓は全国各地、世界各国の典産物により彩られています。

これからの日本の食料生産の変化、輸入殷産物の増加を始めとして、農業を取り巻く環境の変化が、

国民生活にどのような影轡をもたらすのか、今後の日本のあるべき姿について、次の時代を担う子ど

もたちのためにも考えて行く必要があるのではないでしょうか。

最後に、この農場の取り組みの意義として、社会教育のうえに少なからぬ寄与を実現することがで

きましたことに対し、心から感謝申し上げ御礼の言葉とさせていただきます。
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農場の開墾と学生主体の運営

信州大学教育学部

教授土井進

「農場」は、 2000年度（平成 12年度）にJAながのと長野市茂菅地区農家林部信造・幸子夫妻の

ご協力を得て開設された。学生たちが鍬と鎌、鋸、鈍を用いて、 6年間放個された荒廃地を教育用の

水田 4a、畑8aとして開墾した。この「牒場」は教育学部から国道 406号を徒歩で 20分の裾花川沿

いに位置しているので、学生が自転車で参加できる。また、農作業体験を地域社会の子どもたちと一

緒に行うためには、保護者用の駐車場を確保することが必須条件である。幸いなことに国道に架かる

茂菅大橋の下は、 25台を止めることのできる絶好の駐車場であった

教員養成を本務とする教育学部が「農場」に着目したのは一体なぜであったか。休業土曜日に地域

社会の子どもたちを大学に招いて、様々な体験活動を行う「信大YOU遊サタデー」という授業外活

動が開始されたのが 1994年（平成6年）であった。この活動には 1回に 200名ほどの子どもと 70

名～100名の学生が参加する。この学生集団は教育篤志者であると言ってよい。子どもたちの笑顔に

出会うために学生たちは寸暇を割いて教材開発に取り組む。当日の朝を迎えると 1時間前には、正門

でのお迎え係、駐車場係、受付係、そして警備係などの任務に就く。子どもたちを「迎え 3分に送り

7分」の精神で、一人ひとりの子どもたちを正門まで出て迎え、閉会式が終わると正門まで出て見送

る。その後、会場の片付け、掃除を済ませると活動のリフレクションが行われる。ひと時も身体の休

まる間のない中で、生協での昼食が子どもたちであふれていたために、食べ損なう学生リーダーが出

てしまった。体力に自信のある学生たちではあったが、後片付けの時間になると流石にへたり込んで

しまう学生が出てしまった。この必死な姿に筆者は学生に無理をさせてしまったと猛省した。それで

次回からは、クッキング隊という係を配個して昼食を摂る間もない学生リーダーに「おむすび」を用

意することにした。無償で子どもたちのために猶闘努力している学生リーダーに 「おむすぴ」を差し

入れることは、「信大YOU遊サタデー」の活動を無事故で推進する上で何よりの原動力となった。こ

うして「YOU遊」の実践を継続していくために、学生のエネルギー源となるお米を自前で確保する

必要性が出てきた。

もう一つの「展場」開拓の理由は、大学キャンバスで年3回、 6年間にわたって実施され地域社会

から好評を得てきた「信大YOU遊サタデー」であったが、そのイベント的性格のために、学生にと

って労多くして 1日だけであっという間に終わってしまうということが問題であった。この課題を打

破して通年にわたる継続的な活動へと脱皮するために、子どもを大学に集めるのではなく、学生の方

が地域社会に出ていこうと発想を転換した。そして、地域社会のなかで荒廃地を借り受けて学生が子

どもたちと一緒に、「土づくり」に取り組むことを通して、教員養成の本務である「人づくり」を実現

したいと志したのである。

「農場」は、立候補によって選ばれた学生 3役（農場長、副殿場長）と JAながの営農指尊員、林

部信造・幸子夫妻、そして筆者の合議によって運営されている授業外活動である。学生は、主体的・

自主的な判断によって「農場」に参加しており、単位にもならないし、アルバイトにもならない。に

もかかわらず正副農場長を志願する学生が毎年現れ、 14年間継続されてきた。「農場」は授業科目と

しても活用されてきた。「生活科指導法基礎」 A•B （前期、各 70 名）、「生活科指導法基礎」 C·D （後

期、各 70名）、「総合演習J (20名）である。「農場」で学び卒業した学生は今や3,000名を超え、 全

国各地のそれぞれの勤務校において地域と連携した独創的な生活科や総合的な学習を実践している。

これは「農場」がまさに「土づくり」を通して「人づくり」を実現してきた実像であると言ってよい。

これは一重にJAながの営農指導部の皆様、そして林部ご夫妻の絶大なるご理解とご協力の賜物であ

る。ここに深く感謝の意を表したい。本当にありがとうございました。
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「信大茂菅ふるさと農場」 の閉場

‘I勺成 25年 10月 1311 (I」)に、「（香大茂作ふるさと1謀忠」におし、て閉場式が行われ史した。 1月場式

には、教育学部の永松裕希副学部長、 JA なが0)の小池宏明裳J：悶指消部長、地主、用水組合、マスコ

ミ関係者、茂む猥場で活勅した OB · OG、J`•どもたち ・ 保護者など、合計 159 名の）j々がご出 I,¥:< rこ
さいましたn

当Uは絶好の小春llfuとなり、和やかな#I用氣のもと、閉場式が執り行われ主した。「に大茂竹ふる

さと供場」と心かれた人府板が取り外された際は、皆が牒場の蚊期を惜しむかのように、看板をじっ

と見つめていましたL 式典が終わった後は、 I設場で収穫した古代米ともち米で作った赤飯のおrぎり

と、同じ＜ ／袋場で収穫したサツマイモを用し、た焼きいし、そして林部牒l蘭でffてられたりんこをし、た

だきながら、股場での思しヽ出話に堆を咲かせてし、ました そして、後片付けの時間になっても、多く

の皆さんが 14年間を懐かしみ、し、つまでもJ設場の光屎を眺めてい士したロ
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＜閉場式での永松裕希副教育学部長の挨拶から （一部抜粋） ＞ 

学生たちが茂闊こお"‘て、子どもと関わりながら作物を有 Cる活動から得に点びば、とても大きな
収穫であったと思います。ただそれに加えまして卒哭生たちの声でありますとか関係されました）Jd)

ぉ，．汀；廊を闘きますと、閉場式にありがちな寂しさではなく、何かみんながこういうものを学んできた
のだという必ぴが伝わってきます，人と緒に何かを作り lこげていくとし、．）楽しさ、醍醐味を感じて
いることがわかります。また、ユニークなアイデアを出すことも難しいですが、それを実現していく
ことはもっと困難で、余程のチャレンジ籾神がなければ実現し主せん 学＇ヒの皆さんには一人ひとり
にそ(/)チャレンジ情神が溢れていま十。茂1f(/)活動とともに人と自然に交わる醍醐味を味わい、チャ
レンジ梢神を身につけた皆さんは、 I'父代がこれで終わってしまうのではなく、きっと第二、第三の茂
討として脚lHしてしヽくのだろうと私ぱ思いますC. 毎年ユニークな活動を必現してきた1唸；こば、どれだ
:t地域(/)椿様のご尽力があったことかばかりしれません，関係された皆様に心から感謝申しヒげます。

くり姶場閉場を告げる、報道記事＞
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YOU-YOUキャンつの企画書を持

ち、話をさせてもらいに行った

ac;,ことは、一生忘れ李せん I

手を取ってくださり、＊当にあ

りがとうごさい寺しt;I I 

土屋克鴻

私たちを信して．見守ってくださった

紐 0疇で活動がでeました．先

YOU遊世問でいろいろな経醜

がで乏た0臥土井先生がいて

くださったからて鴫．ありがと

うごさいました。 藤日柑介

私たち0やりたいことを最優先

して支えてくださった土井

生 I＊当に即印とうごさいま

した． 菌池習香

自転車をこいでいる土井先生

を見るたびに．私も押さないで

生0自転車0スピ→干項びっくり?:.....-----. ~~---·· :!かなく口ほと気持ちを正され
古． 遠山芽衣学生0アイテアを寛容口珈 ま疇． 高垣泉

YOU遊〇活動でたくさん0子とも

0笑韻を見ることがでさ穿した．

こ0ような活動をも心げてい

けれ訊＂と混っていま疇 ．

北

r繕えない冥顔」「隠しい官葉』

が卜しードマー,,0土紐

て、最這応揖して下さる土井

先生に、助Itられ起だ．

永臨正楷
実学を重んじる教育がいかに

重辱か、土井先生と出会わな

けれ謬一生考えることかっ

品で学生を信して任せてもたと思い李疇。感謝し寺• . 
らえたことが．＊当に季せです． 賑島昏純

土弁先生衿たいな大巴な人閾に

なれるように頑張りま• . 
郡須緯＊郎

YOU遊0貪かげで、多く0経

騎がでeました。と0経騒をこ

れからも活かしていさまii'I
Ill端習子

「土づくりによる人づくりJ.

茂での活動を過してたくさ

ん0ことを稼えていただ巴｀私

自身育てていただe蓉しte.* 
当に高,,がとうごさい寺した．

北Ill伸尚

紐した＊学生活が高った

からこと今がん謬れます。子

ともたちのために•••がん，，

9I穿¢ I 餓鳥理渉

生9今でも尊していま疇．

固卓也

土色先巴¢‘ぶ

ゅら，な学生ら

「学生〇患い」という芽奢畑

に育て、冥らせてくださった先

生ことが 1漏．でしfe.

宮IIlはるな

こ(;)YOU遊で学んだことは．徴

師して．一人0人間として狐0

財産です．高りがとうごさい蓉l,

~. 手塚高介

『農業」という一人でほな

かなかでさないことをやる

機を与えていただe、*

当に高りがとうごさいまし

た． 紐喜輿子

官でほ感紺し切れないくら

い貪世誌になヽ J寄した．先生か

らの敏えを忘れず、今後も励ん

でいきます． 願山蜀樹

茂という緊戴な場所を与え

て下さったことに心から感

していま言。土井廷0ように

礼に姶籾礼に終わる先生o 煎戦し輯ける人にか1日いで

貪貧中から多く0ことを教え • • 葬小佑匿

てしほ末逗感謝してかぽ疇．

一笙の宝糊をありがとうごさ

時々長野へ出張するee、土井い蓉した． 花和紐 9年時〇あ貪とら空問に始ま

り、先に恰＊当に這なこと先生0車を良く見かけま貪．と

〇庸に茂菅0ことや牟礼て経

して巴たことを思い出します．

ありがとうごさいまし紀．

高橋和之

をたくさん教えていたださ蓉

茂 0活動でほ土井先生o した．多く0引ほらしい出会い

行動力に誓かされたことが 0機会を与えてくださI*当
とても印象的匹．30ことにありがとうごさいました．

が息謁咄湯でもとても大 碑圏世

切で高ることを実感してい

ます。 松紐樹

- 6 -

学生が忠い思いに活動でeた0

は•土井紐が貴任を命ってくだ

さった貪か9fだっ記0だと社会

人になって初めて分かりましte.

ありがとうごさいました。

梓

土井先生と田0ヒエを取ったこ

とが今でも忘れられ蓉せん．調子

を謹した時も温かい言葦で励ま

して下さって感謝してい馨言．

字細子

紐 0命隧で貴重な緩願がで

色今0私がいま疇．これから

も玄米9ヤ9-で貪元気'l'!I 
中JII韮



塁い問支えて下さり＊当に

ありがとうごさいましta.

いつまでも笥元気で長生e
して下さい． 犀山藁樹

訥いしいりん：：：やご騎．紐さ

んと貪母さん0温かい雰國気．

一緒に過ごした時間•••ゼーんぷ

ぃ万喝訳私E呪嶽、．農
＊ で 疇9 菊池雷薔

作業を教えてくれる命父さんを

尊l,'r;参す．これかか

らない呉額な紐さん匹I?;

下さいね． 北村隼一

紐さんと時闊が経つ0を忘

れて謹り合ったB々 一生忘

れません．いつ呻呻気

'l: I 郎須餞太郎

いつでも温かく見守ってく

ださる枯部ご夫妻0羹韻が

瑶 eで"'・＊鋤0優しさに

包容れているようでした．

花閃輿

とれだけ感謝してもしされ容

せん．命父さん．貪尋さんあ

って0農場であヽ I.学生や子

とも記ち0笑韻です。いつ蓉

でも貪元気でいてください

ね． it111伸闊

行くといつも高だたかく迎えて

下さる暉暉．会うと元気に

帽傭衿ゼ？繭磁讚呪

いっほいで富I 高塚泉

茂 0活動な匹当に貪堡匡

にが降した．贅疇しいご賑を

いつもあ＂りとうごさいました．

紐道に来口Iいで疇か．

私もいつもあたたかく羹顔
手塚布介

四完る星野9一次一ー=・ ,、一

Jがと；；＊

いつも温かく迎えてくれて

ありがとうごさいます。こ

れから先も畠野の紐さん

貪畢さんへ患逗しをしてい

aたいで疇． 字良知子

紐さんの高たたかな笑韻が＊

好で疇．命父さん0歯0話に

暉さました．オ迄ずっ呻

気t:, 遍山芽賓

呻さん家でいにだいた命茶

ほとても貪いしかった?.:..

とてもいい毘い出になってい

寺す。高99がとうごさい寺し

た。 高橋和之

茂羅場で枯額貪父さん貪母

さんに出会えたことほ．私0人

生にとって宝蒻で疇．これから

も＊＊＜よろしく含願いいた

しまオ・ 神

匂亨
いつでも温かく迎えてくれ、

頼れる命父さん、料理上手な

貪母さん、出会えたことが幸

せです I 願卓也

r貪父さん貪母さん』と呼ぶ

子ともたちは匿えeれない暦

といるにも11l1わらず、いつも

とんな時でも温かく迎えて下

さる枯躙こ輝．嘘〇一人に

なれて幸せで疇．鉛ネ払晉

野菜．し1んご、日ん酵・・・農

経醜が棄しかったで..食事

をしながら躇らう時問も大好

eでした． Ill端習子

高っぷるすで＊当に楽しく過ご

させていただeました。紐さ

んからの教え。貪母さんの温か

さと貪輯理ほ一生忘れ宕せん 9

＊当に高りがとうごさいまし

re I 土慮克唱

冒
いつも温かく、とっと応綴

して下さる林顔ご頬に．

伺庸も励参されまし~.
永國正楷

99んご畑で0命花見、歌って

韻って笑って鼻も心も潤贋で

しre.茂菅ほ星野oa、るさと
で疇．感謝0気持ちでいっ謬

い?!¢. 松井皐樹

＊濾に茂菅〇貪とうさんと命か

あさんが磁たち計んなのふるさ

とで富。あ疲れさまでしたI
中Ill蓄

お父さんと貪母さんに出会え

て私0毎Bほ輝e奮かけがえ

のないも0になりました．心

から感諭してい昏言．

飯畠曾純

＊当に貪憮誌になりました．

りんご0向eを瑕える貪手

伝いか疇ごく患い出に罹っ

ていま疇．貪いしい欝理や睾

しい旅行．ありがとうごさい

ました． 紐喜輿子

いつ伺ってもあたたかいお心

と、睾しい貪語、貪いしい手輯

理で迎えていただ巴＊当に感謝

していま疇。敏採薗寅に事故っ

てホ世話になってしまったこと

もおり奇した（汗）貪父さんm
母さん．これからもこんな餞を

とうとよろしく貪願いしま...

平枯匪世

茂でがん悼れた0ほ、いつも

冥韻で協力してくださる貪ニ

人がいたから?!lt.ありがとう

ごさいました． 藤田楷介

貪とうさん、含かあさん0

「嘘」になれてよかった0「助

手」になれてよかった0

gIIIほるな
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記念誌の編集方針

『茂菅農場記念誌』を編集するにあたり、編集委員会では、記念誌のテーマを次のように設定した。ま

た、掲載した原稿 ・写真等の内容等については、土井進教授と林部信造様に目を通していただきました。

〈記念誌のテーマ〉 学生と地域の方々が協力して実践してきたみんなの“ふるさと’'、茂菅の活

動歴史を嵌かしんでもらい、さまざまな恵みに感謝し、これからの生活につなげていく。

このテーマには、次の3つの意味が含まれている。

① 活動に携わった人すべてが“ふるさと’'と呼ぶ茂菅農場への感謝の念と、活動を支えてくださったす

べての皆様への感謝の気持ちを表現する。

② 学生が主体（発信源）となって地域の方々に様々なご協力をお願いし、地域の子どもたちのために行

ってきた茂菅の 14年間の活動歴史を振り返る。

③ 本誌の内容が、これから地域に根ざした“人づくり’'のための“土づくり”を志す人々の参考事例となるよ

うに編集を工夫する。

|【表紙】 絵 加藤大貨君 I
l--【裏表紙）看：文字」：：コ：：

- 8 -



、．，．.. •,.· —·... ..、9電

•ヽヽ

＼ 

• I • 
• 9,” —~·-ヽ，．.、・‘

＼ 
↓
 

9
宣
•．．
 
，
 

↓
マ
ー
・

一
~

．ー
・

↑-.

.
 

-. 1
.
 

•• 

、．．
 

』

●

｀
 

｀
贔

．
 

．
 

．
 

九＂
り
5

匹

ー、ぶ

．k
：

e
t

`
 

菖 た ..;;st: 

“3・・・--..... 
ゎ l'• ―,:、., , -:,心＿吐．；．t；i i 

.、 • •“,... ". -. 
＇ム`
e

, L 」J.、9 ,J．ふし；・・・-lT j 
．、．，．，．

9
 

ーーゴ
ーグ
一

‘̀ 

｀ 
＝＝＝一

， 

．
疇'・

 

.
9
 

d

●
 

．．
 

•
3• 

↑
 .

.
 

•
L
・

i —. ~ :.. i.→ 

，？ァ―’――
’ ` ．． 

-11 

5

も
＇
ぃ溢
J
u・

g
u
rょ
p

,
`
`
v
e

-
、.

,
J
 

`
a
c
品

、も
に
ゃ
名

ぷ
u
v
n
^
.1
吝

る

'

r
 ＇ 

乞
か
n01
ぷ
c
t6

j
 

～ー

盲(----

rーロ：（

大茂菅地9目
．ヽ！ #R  



「信大茂菅ふるさと農場」の活動歴史

「信大茂菅ふるさと虚場」のあゆみ

長野市茂菅地区に位置する 「殿場」は、教育学部キャンパスから西へ約 2キロメートル、鬼無里方面

に向かう茂菅大橋の下に位置します。教育学部から徒歩で約 20分、自転車で 10分の距離にあり、多く

の学生は自転車で農場まで通っています。旭山の麓、裾花川沿いにあり、緑に囲まれた静寂な場所にあ

ります。澄んだ空気と北アルプスから流れてくる清流に接していると自ずと癒されるのを感じることが

できます。

この長野市茂菅地区は、かつて 1917年（大正6年）の4月、長野県師範学校附属小学校訓導であっ

た淀川茂重が、同校主事であった杉崎瑶 (1877~1943)の指導のもと「研究学級」を開設し、児童と

ともによく散歩に出かけ、地域観察をしたところであります。この 「研究学級」というのは、「教師た

ちが自分たちの給料の一部を出し合い、校長や主事が学校予算を内部的にやりくりして、教育研究のた

めに一学級を増設した」（中野光『教育空間としての学校』、 EXP、2001年、p.147)ものでありました。

このような生活科や総合学習と深いつながりのある地域に、教員獲成カリキュラムとして 83年ぶりに

「農場」を開設することになりました。

「農場」は 2006年（平成 18年）に畑 3アールを拡張し、 2008年（平成20年） 10月には、 3年間

放棄されていた隣接地の畑 2アールも借り受けて開墾しました。こうして、 7アールの広さから始まっ

た「農場」は、その後の 9年間で 12アールにまで広げることができましたc

「信大茂菅ふるさと農場」は「生活科指導法基礎」や「総合演習」の教材として活用されたばかりで

なく、「信大YOU遊」のフィールドとして活用されてきました。これまでの 14年間の牒場長・副農場

長は、みな自発的な立侯補によって選ばれてきました。そして、毎年必ず何か新しいことに挑戦し、そ

の年の特色としてきました。

それらを表にしてまとめると、次のようになります。

年度 農場長・副殿場長 特色ある活動

平成 12年 杉山雅幸（野外） 荒廃地の開懇。畑作業のグループ制とオーナー制の

(1年目） 千野加世子（生活） 比較を行った。

平成 13年 西澤俊輔（理数） 秋の田起こしが終わった水田に蓮華の種をまいた。

(2年目） 原山美樹（生活） 春にきれいな花を咲かせた田んぼで、子ども達と草花

花村尚美（理数） 遊びをした。他大学からも活動に参加してもらった。

平成 14年 那須紋子（生活） 田植えの終わった水田に、佐久で購入したフナの稚

(3年目） 商桶和之（理数） 魚 4,500匹を放流し飼育。泥遊びの活動も行った。

平成 15年 北川伸尚（特支） 茂菅米で餅つき、茂菅で収穫した完全無農薬の新米

(4年目） 宇良知子（生活） でお寿司パーティー。

平成 16年 神林彩井（生活） 冬におはぎ作り。水田の畦に植えた大豆を収穫し、

(5年目） 吉澤あすか（言語） きな粉にすりつぶした。

平成 17年 松井泉樹（生活） ジャンボかぽちゃが 2個大きく実った。第 4回

(6年目） 川端智子（実践） YOU遊フェスティバルの会場入り 口に入場門として

矢竹醤美子（理数） 四いた。
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平成 18年 平It 照世（言語） E穀既穣とし、われるが、 11:・役を実探に栽培したし、と

(7年11) 川辺 裕作（実践） 考え、米 ・麦 ・1,t・粟 ．黍を戟培した また、i客化生

も設培した。

平成 19年 洞11¥ 直炎（＇具践 ） 背中に「八代n茂仔組」と書かれた橙色のつなぎを

(8年l:l) 1：田雄介（理数） 沿て作落した。

平成 20年 、宮川はるな（ぷ語） rn植えの終わった水田；こザリガニを 20匹放流し、

(9年1:l) q1J11 曲（生活） し r1どもたちがザリガニ釣りをできる ようにした。

原 卓也（理放）

平成 21年 飯島理沙（理放） 椋；花川での川遊び、魚つかみ ・スイカを栽培してス

(10年目） 鈴木祐香（理数） イカ割り 小豆 ．）心う： ・ゴマを栽培しておはぎ作り。

藤田裕介（社会）

平成 22年 二石梨沙（理放） JI I遊び。小さし、ひtうたんを栽培し、ひょうたんへ

(n年n) 土屋克明（理数） イントを行い、オリジナル())ひょうたんを作った。

松JIこ 遥（実践）

平成 23年 井tl1 愛香（実践） そばの栽培、夕方の活動の実施。

(12年H) 憫「l 歩災（理故） 例年 12月に終わっていた活動を 1月と 2月にも活

菊池智香（理数） 勅を追加する ことで年度未まで行った。

平成24年 手塚亮介（理故） 英語教育のダルトン先生のご協力のもと、股作業に

(1 3年11) 井上甲斐（芸術） 炎語活動を取り人れた。

辿111 芽・衣（生活）

杓戊 •25 年 水原正裕（特支） 古代米を用いて、田に「モスゲ」の文字を描いたg

(14年ll) 飯島香純（火践） 茂催股場で収穫したさつまいもを、まほろば祭で子ど

那須絢太郎(Jfl！数） もたちが上体となって焼き半として販売した。

国際協力田運動への参加

長野県J農業協同組合中央会では、平成 9年 4月

に「食と9！いと瞑境を育むネッ トワーク」を発足さ

せました

これば生瓶行 ・消1い行 ・協同組合等の地域組織

が連携して）設業 ・製村を国民の共通のut産として

育んでいく運勅を展開している糾絨です，

その活動0）一環として、（木耕U)を話用してお

米を作り、飢餓に苦しむ国に送る「国際協）J田

述動」を提起し、平成 10年度から取り組んで

います3 II父悛Lたお米は全国から’祈せられたお

米とともにアフリカのマリ共和国へ発送しています 茂管(})Illんぼは国1除協力田となっていよす

rf言）a釘’ii・ふるさとI謀楼Jで行てたお米ば、腹場の発足した‘ド成 12外度から飢餓に苦しむ人々を1リJ

けるためにtllll]されています，紺年 60kgの玄米を屈けていま七送ったお米 1kgで新生児 1人か 1

か）！生きることができます。
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茂菅地区の用水組合によるご協力

l,lki妍なふるさと農場ーにある水田に水を（l雑合())ために、茂菅地l・ざV)用水組合の方々には多大なご

協）」をいただいてし、ます，茂怜地区で！ま、そばに流れろt),{IE川からポンブで水を吸し、＿l：if、それぞれの

田に水を供給してし沌す，ポンプの電源の竹理は、［も廿地区の農家によって当番で行っています，

午前6時に頓原を人れ、午後 6時に電llfiを切りま九 戸1：．もこの｀り番の中に人れてし、ただき、学生に

とって地域の人々(/)活動に参｝JIげる貴直な機会となってし、ますe 当番d)打11り振りでば、学生の教・，’f実習

の！~ IJ111を避けてし、たにくなど、ご配慮をVヽに1こし、てし、まず＂

<t居花川d_)水を吸い卜．げるホンフ小困＞

1 /J.iきな野・店：どの野菜も好き

！嫌し‘な野菜 ：みしKうか

用水糾合の1裂田和之さんにインタピュー

i.KりJに Lてし 、る言築：「fII」を）＜加こして Lヽ ます。

i」：な嬰菜li且：家族は投鋲惚を裳んでおり、小学校U)頃からそU)

仕北を手伝っていましに 25オ主で沢供を続け＼

それ以降はりんご牒家として今に哨りま十C

................................ 

'••········································.. ・・・・・・・・・.............................................................................................. 
Q. 学生との関わりで思い出に残っていることはありますか？

A．学生の皆さんと関わりがあった(/)は、ホンプ(/)扱＼．9方を指存するIlがです 釘年水当番の11・,1;,Jりを

決め、 そ (/)r•1 程に応して学生の皆さんに現場に斗ぐ己ヽただし、て、指導を行いました3 屯源を人れ

ても水を吸い I:げなかったり 、早朝にくみ上けたはずの水が、午後にはLI：まってしヽ る窄(I)ハフニ

ングもあり屯した。そ(J)度に、学生(/)皆さんから私に質問0)連路が来て、ハフニング(/)9!;[|』を探

しました。学生の皆さん0)必情ぱ困惑した様fてしたが、その度に責任をt，って仕事をしてもら

って lヽ る(/)だなと感心して1、ヽ ました＂ハフニングが起きて私がアドバイスを伊えるのも、学生の

特さんと ，交流を深める良い時間ですし、学生i/)皆さんにとっても、ハフニングを采り越えろ良い

勉強になった(/)でばないかと思し、ます、学生の特さんは、仁‘りに索睛らし．し、活動をしてきにのだ

f［と 、 しヽから、似ヽ ます
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地主さん、ありがとう
杵松和子さんプロフィール

好きな野菜：ねぎ

嫌し、な野紫 ：にんにく、セロリ：如ヽがきつし、から苫手（＾＾：）

好きな膚疾：努力する

野菜作りを辿して、最初ぱできなくても． l|様をもち、

努）Jすれば 一歩でも目様に近づけることができること

を学ぴました。これは、野燦作り以外でも 19i)じことです ！

．茂fi:(I.)活動が始まってから 14年が経らましたが、今の率直なご感想を教えてドさい＾

継続して索Pr'fらしtヽと思、し、ます。 1fi：年学生が人れ替わる中でも、茂;社:{/)舷I•メlが絹続されて活動
が続いたことは、本門にナごいことです。

-. I'も村の活動がこれたけ長く続くと思いよしにか？また、続けられたと思I,ヽますか？

参）Jllする了—どもたちが縦続して現れろのか、 Ii}•初ば心配でばありました， でも、小学校 1年生

から 6年生までずっと参加し続けたお子さんもいたということをお聞きして、本当に感動しtし

た，｛呆紅さんとお子さんのどららかが参加をためらえぽ絞かなし、こピで十から、とても十ごし、

ことだと思し、ます 今の学生さんは、 11均業にサりわりながら生きてきた方が少なし、と思します。な

ので、 11悶業がもっ大切さを学びたいと Lヽ う気持ちを、皆さんが共通して抱いていた(/)でばないで

しようかー主た、ばと知）ギらな1閑係でできるとしヽう特徴も、学生さんが仲間絃識をもちながら活
動をすろ •Ta助けになったと私は思いまず

．茂i1翡場の活動で思し、出に残ってし、るエピソードを教えてさし、

茂iヤて収穫した野菜を、土井先生や学生さんがよく持ってさて Fさいました。私が村てた野菜

よりも）くきく育っていて、とても感心しました。 Kた、落花生やコンニャク半など、祈しい野菜

を育てるというお話を1lilいた時ぱ、学‘tさんほとても意欲的だなあと思t、ました。

Q．若松さんにとって、殷業とは(nJですか？

私は元．々牒業をやってし、る人liilてはないので、 1悶業で生計をたてている人(/)liiiでは，．「えません

が、健康応まとてもいいですね（笑），毎I1体を動かして、t'I分で育てたものを自分で食べて。

．学生や・」・・どもたち；こ 牒業を通して叶を学んでほしいと思いますか？

I’・ともたちにとって、上いじりほとても人切なことだと息し、ますーアスファルトでは感じるこ

とがてさなし、上の柔らかさに触れ、 1：にはまり込んだ自分の足を、自分の））で抜く感‘1'tlt、大人

になってから人生の中で生きると私は思、し＼ tす

全 惰袋しし、ことは何ですか？ ．tに これかうd)夢や日摂はありまずか？

たとえ苦しいことだとしても、体を使って何かすることがあるということに対して．私は楽し
いと感じt七私はじっとしていられない性格なので ・・（笑）

l:I t堺ぱ、健康でし、統けることですかね。今は特に夢というものはなlヽ ですが、健康でし、糸足けら

れれば、これかウ夢を考えられるかもしれませんね

•最後：こ． 1：井兜i:、tls部さん、学生ヘメッセージをお籾L、Lt-:t-!

一ばなんて、おこがましいてす てすが、あえて学生や十どもたちヘメッセージを贈るとしま

したら、このような経験（茂秤で叫悶業体険）は、将来絶対に役にたっと思います。ご近所の方

から、茂作での活動が＋どもにとっていい経験になったと lヽ うお話をよく耳にしました その度

に、少しでも学生さんや子どもたちの将来(/)ためにお役にたってし、るのであれば、とてもありが

たいなと感じました 私は特に（n[をしてLヽ るわけではありませんので、心苫しい部分もあります

が、何かのお役にたてるということは、とてもうれしし 9ことでナので、 ヒ地を貸して良かったと
心から、1也、ますつまた、上井先宅やl木部さんは、ずっと健康で活動をされていて、とても祁敬し

ております 私は特にお役には立てませんでしたが、お．＿人に！まとても感謝しております
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小林展茂さんプロフィール

好きな野菜：野菜はほとんど好き

堆いな野菜 ：トマト

ぐちゃっとした触感が11~T:a • 

育ててはいるのですが（^ ：^）
好きな言莱：日々勉強 • II 々籾進

分からないことがたくさんあります

学校を卒光して社会に出た後でも、

毎日勉強することが大切だと思います

. 10年以上続いた茂菅腹場の活動がいよいよ終わりますが、＾の率直なお氣持ちを教えて下さいし

もっと続けてぽしかつにという(})が正直な気持ちです。学生が毎年一生懸命活動されていた活

動でナから、そのような活動ぱbっと続けてほしいと思っていますこ

．学生のために上地を貸すと l、ヽうお話があった時、どのようなお気持ちでしたか？

とてもありがたいという気持ちでしにその当時、そのヒ地にあった畑は位刈をしていたくら
いでしたからでも、最初は 「本‘Jiに穿生に股業活動ができるのか」と疑間を抱いたのが正直で

したたまに来て、水やりをする程度の話動しかしないだろうと思ってし 、たのですが、学生か兵

剣に陛作業に打ち込んでし、るとのお話を、後に林部さんからお聞きして、中途半端な気持ちは学

生には全然ないのだなあと感銘を受けましにそして、白分が抒したヒ地で学生が勉強をしてい

ただけるのであれば、とてもありがたいという気持ちが大きくなりました。

． 茂•i守牒場の活動で思い出に残っているエヒ＇ノードを教えて下さいc

林部さんと学牛さんとの交流のお話を色々とお聞き十る）度に、とてしすごいなあと感じており

よした。とても年齢差があるのに、学生さんが林部ご夫炭を「お父さん、お母さん」と呼びなが

ら交流しているのを見ると、本＇りにすごいことをしているのだなあと感心します。

Q小林さんにとって、農業とは何ですか？

ii 
Lにまみれて、汗をかlヽ て、育てた作物を収穫十る科びが股業だと感じておりま十

学生や（・どもたちに、J農業を辿して何を学んでもらし、たし、と思いますか？

私も牒業は素人から始めましたから、たくさんのことを先帝から教えていたたき七した その

おかげで、自分で育てた作物を収穫するという立びを味わうことができました。苫労しなから自

分て育てた作物ですから、日に入れたときに、とてもありがたみを感じ主す また、たとえ不格

好な作物であっても、新鮮でおいしいと思える楽しみを、私は経験してきました。ですので、子

どもさんや学化さんにも、同じような感党を分かってもらえたらうれしいという気持ちが、 ・番

ありますC

．今番楽しいことば何ですか？また、これからの目t1．歩はありま十か？

四、、今ばまだまだ小さし孫と遊ぶことと、最近シルバーで働かせていた応ヽてしヽることが何よりの
朱しみでナ。あと、以にはよた畑をやりたし、なあと考えておりまナので、それも楽しみですれ。

炒といえば、 IIt昇一周ぐらいしてみたいですねえ！ ！まあ、気持ちに：ナではありよすが（笑）。各
L地の様子を兄てみたいですし、たくさんの人との交流もしてみたいです

•最後に、 1：井先生、林部さん ＇浮牛．ヘメソセージをお願い Lます！

kH先生＞ この度ご退l：［されるということですが、ご退官された後も、これまで先生がされ

てこられた活動に、何かしら(J)かたちでl¾lわり続｛ナて V 、ただきたいと顧っております，
林部さん＞ たくさんのお話をお聞きして、本当に索IIlifらしいの一合です 普辿なら楽をし上

うと思うのでナが、これだけ活給こ活動されて、本当にすごいです ！
学生＞ 林部さんや土井先生への気配りや、活動の細かい企画を考えたり、本当にすごい(/) .

言ですr 自分本邸ではなく、きらんと周りのことを考えて新動をされていた学生さんI))お話を聞

くと 、こちらが勉強させていただいた氣持ちになりまナ"
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茂菅 農場学生スタッフ一覧 （教育学部生のみ、 OB・OGを含む）

□”```言:::[9i::西澤俊輔原山美樹花村尚美消水美香一面 自 竜 太 林 一 真 志 村 昌 之 千野加世子寸

平成 中澤典子相磯素子富山裕子小黒あかり 那須良寛白井克典塩原孝茂林美智子

13 小島真知子小林則雄梅田亜紀子西絢平山本真望鹿子木愛山本公三原耕平 I
I <2001) 岩脇悟子関谷亜希子笹崎典子岡部桂子梶田将孝志方涼子泊宗之平賀倫子 l
l 松本佳須美土田みどり 花村江里子野口陽子安田みゆき 塩川順子坪野さやか l 
• 島田綾香桐山恵美子出沢綾子森田美保鈴木めぐみ須長侮多部田雄輔

1 篠原真美 I 

|: I :: I：三ぞ日己匹烹三王：：三：口：一恵＿1

亨4)1：王：：王王こ疇：；：：：:±~ょ~,),~~~~I 松 井泉樹川端智子矢竹喜美子熊田義人神林彩井中河亜実松澤栄美仲埜皓介

I 6 平成 西澤庸小林由紀塚本麻衣 子 柳 原 桃 子 岸 上 隆 文 大 塚 一 哉 末 松 辰 規 前 崎 全洋

I 17 完山千枝兼平梨香佐藤由佳賜麻依子森由希恵前枝真嘉土肥直也小林紗耶香 1

! i (2005) i佐藤真由実小林加奈平林照世 足立千明永塚達也別府紀佳

I 平林照世）1|辺裕作 小林由紀）l|端智子鈴木春菜柳原桃子松井泉樹

7 平成 矢竹喜美子大塚一哉末松辰規吉村恒祐臼田秋奈丸山晃男松橋彰行堀端俊也

i 18 名無恵美子永塚達也小平 奈 央 丸 山 悟 小 林 亜 友 美 大 澤 美 香 杉 原 優 華 國 重彩□四—`::...1:.藤田：三ご永塚：：直：山三言一智: ::fJ,織神林春：：¢-宇：：：明―!
! 8 平成 藤岡泰裕田村弘樹斉藤有希布山奈津美落合静香土田忠久野口洋窓大家恵梨子

! I 19 石山裕貨鈴木寛之肥留間淳也・船元輝人岩田智之西野太一村松佑樹鈴木亮子小西鐸

I I (2001) 細田有希山崎友美内山拓哉赤羽雄仁金井万理子北野剛史伊藤香澄永谷麻浩原耕平

i I i宮川はるな笠井裕太大本有紀福永友実高池亮輔高橋其依神林彩井末松辰規

I I宮川はるな中川茜原卓也五味紗織

9 I平成 1野口洋憲石山裕貸上田雄介肥留間淳也

20 1市原哲也岡田克志小松智恵笠井悠太

(2008) i喬池亮輔古野友理小口七海須 郷遥

室岡聡也阿部由季島崎涼子中村恵理

- 15 -



I I <2010) I小賀坂佳子高見澤誠田澤岳哉服部直幸峯村和裕大井香里平澤理恵中島一樹

i I 井出愛香内川舜也関谷将司丹羽由佳町田香帆近藤由弥菊池智香北沢瑞樹 l 
| l 鈴木喜多朗高橋涼介澗口歩美守屋有菜佐塚大悟宮川はるな中）l|茜小池陽愛 l]-•I-h面愛香菊池智香ー祉口歩美三右梨沙士屋克明加見澤誠田恥岳哉金箱仁志―l
i 12 平成 ！大井このみ峯村和裕服部直幸 山本敦司駒村瑞穂町田香帆中村一樹久保田直l
I I 23 i美守屋有菜北村瑞樹高坂泉村松春美若杉佳世子岩瀬由依加々美理沙 I 
I I (2011) 田口詩織北見聖手塚亮介小松一成久保恵里子榊原典子内田万結安藤優衣 i

， 林志桜里遠山芽衣斎藤瞳荒井麻耶百瀬あきほ三井夕衣北村隼一 松川奉央 l
！ 那須絢太郎石田真人長田夏奈津瀬直彦永原正裕 ， 

I 131 平成1:::: :心：：;:こ ：口：二：香ご•こ：；：： ：：：： 
I I 24 勝海公平山内秋乃山田 裕 利 錦 織 啓 佑 松 島 宏 俊 山 田 高 弘 井 口 哲 羽 田鋭

芦田麻伊加納寛子 林志桜里田口詩織加々芙理沙岩瀬由衣斉藤恵後藤莉奈 I
山崎花奈子八木英理子池田愛福島恵脱野ふゆみ峰岸季子宮田巴都樹 1 

膠 ） 優 介 藤 井 優 里 秋元雄喜藤本千穂宮澤舞土屋香織飯島香純那須絢太郎 1

北村隼一石井真人立野真紀酒井裕輔新井雅菜渡辺真美苅田桃子上野なつみ i

三井夕衣太田咲青木紅瑠美片山莉沙永原正裕上野暁塩崎健介小林茉里奈 1

太田宏平佐賀千紘畔上達也川村尚子田中優北澤美嘉中村泉姜天 水 i 

服部直幸三石梨沙田澤岳哉峯村和裕

I 14i (21f3)言言言言言言：：言三：
I " I 戸厨飯島香純那須絢太 郎五 ―云 下畜 山芽 衣榊 原典 子織 田裕二 ぷ伝一成

I I 日高啓吾黒岩裕未山崎圭土屋孝将上野暁田中優舘林洸ー小林凍太郎 I
村松知美井上陽介山崎真歩小宮山翔平上原瑛金沢優花小林大輝山内 藍雅 I

太田宏平塩崎健介関口美桜土屋ひかり 水本侍樹高田敏生畔上達也森下結衣 I
！ ！ 即澤栞里松元可南子相沢英真桜井一哲尾崎貴久工藤千尋黒岩知也王 俊 1 

1 」 Vo ngoc han 小島淳平
---- • --- ----l 
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年度別の活動紹介

平成 12(2000)年度

1. テーマ ・目標

活動紹介
農場長 榊原研太 ・杉山雅幸

副器場長 中澤典子 ・千野加世子

自然体験活動「上づくりによる人づくり 」プロジェク ト 始動 ！！ 

「機械は使わず、人の力で」 ～YOU近サタデー ・1悶業体験分野からのスタート～

2. 1年間の活動

|3月：田の開拓作業I
初心不可忘。世紀を拓く一鍬が、裾花）11

の見える茂菅の土地にふりおろされた。

何年も休耕してあった水田のため、蓬や

アシなどがひどく、田に直すことは非常に

困難だった。草を取り、根を掘り出し、何

日もかけて田起しや水を入れての代かきを

人力を主としてくり返し行い、ついに水田

が完成した。

開拓は簡単ではなかったが、そこには 「自分たちで開拓を行った」という実感と、

大きな希望に満ち溢れていた。

|6月 10日 ：いよいよ田植えI
子どもを集め、学生や関係者で協力をし、

コシヒカリ （うるち米） とながもち（もち

米）を植えた。完成したばかりの田の中に

皆が裸足になって人り 、泥だらけになり

ながら田植えを楽しんだ。皆の苦労が、子

どもたちの笑顔と結びついた記念すべき日。

田植え後は、学生が力を合わせて水当番

をし、地区のポンプ作業を早朝と夕方に行

い、病害虫や草対策も人ノ）で行った。

|9月 30日 ：初代茂管米の収穫I
子ども、学生、背年会、 JA長野中央会、JAながのの協力のもと、稲刈りを行った。

|l0月 19日：脱穀作業I
林部さんの機披をお借りして初めての脱穀作業。その後、はぜ足やわらのかたづけを

した。

- 17 -



はじめてストーリ
わたしたちの挑戦が始まった。

すべてが初めてのことだった。

新しい軍手、新しい長靴、新しい鍬・ • •そして茂菅の土地。

すべてが新しく、すべてが輝いていた。

しかし、初めてのことなのに不思議と不安はなかった。

そこにあったのは、「熱意」 「希望」「信念」「努力」「笑顔」そして 「仲間たち」。

それらは先輩たちから代々受け継がれてゆくのである。

◆五左衛門先生 誕生◆ I私は、これから 10年、

士井進先生は、

平成 11年 12JI 

「私はこれから 10年、・・・

畑をやりますJ 古油らか

9ー＇二圭 ・
9一且．こ0

学生たち皆は 「 え ～

っ ！！」と 、目 を）しくした。

◆茂菅の地に田畑を甦らせる（休耕田の開墾）◆ 

（マメ 1~1 慢大会〉 m畑を耕すのに、 伯れない私たちは必死

に鰍を力いっぱい振り下ろし、地而に突き刺した。時折鍬

が石に当たり、手がジーンとしびれた。しばらくすると、

手はマメだらけe

［マメができた

～。」「いや、俺も

俺も・・・」手を見

せ合いながら、自

慢しあってt、f.:.

なあ。

◆ 「茂菅ふるさと農場」 の看板♦

石版の材料ほ、技術科4年の高橋歩くんが

「しヒ～がね～なぁ、 マーボや上井先生のた

めだぜぇ，」 と言いつつ、とっておきの材木を

提供、加工をしてくれた。文字は当時、 信大

教育学部の教官で淋の大家、市澤絲1J.J先生に

占いていただいた，田畑のど真ん中に存在感

のある立派な石阪ができあがった。
看板にする前の材木

◆茂菅で活動を開始！ ♦ 

Ijt13R(/)時から哨んでいた瞬間だったc

茂即可l商い千どもたちの声が広がつ

た。当時学部長の藤沢謙一郎先I.F．もお越

しいただき、開均式が行われた．

1
5-

そして、JAながり）の関係者 ・参加者の保護者の方々 、マスコミ 1関係打など）、・

勢集まり 、賑わいを見せた 田植えとt文豆 ・サッマイモの苗を植えたc 子ど も

の参加者は3改～小学校6年生の 19人、学生スタッフ 24人だった。
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正副農場長から一言！！
開園当初は「YOUサタJ設業（本験」と「自然体験研究特講」(J)2つの入り口があり、 しつかりした 1つの

組織として統率されていなかったー 作物の 1じ話を通じて、茂件に関わっていくスタッフが次第にはっきりし

てきた。それ故にそれぞれが社任を持ち、互いにサボートする気持ちがあってこそ活動が成立していたe

畑が決まり 、休耕田だったところをもう ～度作物を育てる畑にしていく作業は大変と誰

しもが思ったことだった作菜(/)Fを休めて見 I:げると、雉人・な自然の屎色が広がってい

ました，

かつてこの場所で作物を育てていた人も、同じ尿色を眺めてし、たのだろうかと思うと、

この畑が代々受け継がれてきたものであるこ とに氣がつきました3 今、当たり前

のようにあるものは、先人（先・{It)の積み！Uねがあってこそ、ここにあな茂秤での活動

も 「YOU近サクデー」(/)籾み｛（わから始まった活動でした。そうした先人（先輩）への感

謝の気持ちをかみしめました。

しかし、受け綿がれてきたものを新しいものに変えていくことも大切であることも学び

ました。今でも何かを革新していく姿勢は変わりません。また受け維ぐ人あってこそ、 続

いているんですね後輩たちにも磁謝！ ！ 

心
屯

炭約煤場に関わっていた中で一番心に残っているのは北村さんとの出会いです。

茂•if(/)田んぽでどのように米作りをすすめていくか。 アドバイザーと して J Aなが

(/)の北村さんにおII!:；！府になりました。上井先生ぱとにかくクワで学生と子どもたち

(/)手で耕していくという信念をお持ちになっていた。当時副股場長だった私に北村

さんが話された言抵が今でも心にあります，

三／言i言言、：」墨；、`、：、口ど9、`::.、なき巴

現在、諏訪市の既山小で5年生の担任をしています。教員になって3度目の米作りが終わりました。

人の手で 一•束ずつ脱穀する人変さを（本験したあとで、ハーベスターという機械を使い、 一瞬で脱穀が
完了する様子を子どもたちは目を丸くして見ていました米作りで活躍する機械を見るたびに北村さ

んの言葉の意味をかみしめています。

お米の収穫(/)喜びは、自分たちがやり遂げに達成感と今までいろいろな人との関わり 、そして先人

の上夫がなくては味わえないことを今年もfどもたちと振り返ることができま Lたよ

（マーボ）

YOU遊サタデー

農業体験分野

担当君任者

学生時代のJ設作業の記憶は断片的なのに、それぞれの作業のときの気持

ちだけはとても良く党えています

ト年前、草だらけの休耕田をド見して、こ二が本当に田んぼになるとは

全く思えなかったこと、午後(/)授要を終えたタカ、内転車で田んぽに向か

うまでのわくわくした気持ち、店取りなどの単純作業でさえ楽しくて夢中

だったこと…思い出せばきりがありません

中でも忘れられないのは早朝の印んぼのホンプ当番に私(/)けを辿れて行

ったことですa さわやかな朝の空気を感じながら私が今やっていることを

母に招介できた窃びと、田んぽに着いた局が

「ずっと長野に住んでいてもこんな場所知らなかった」とa・った

ので、 茂菅ふるさと農場の“ふるさと＂ってどう＼ Iう意味だろう

という思いにふけっていました。

農作業を通して家族や仲間はもちろん多くの人と関わった思い出、それ

が私の宝物です。今後も教位を続けて出物を増やしていきたいです。

（のりちゃん）

茂昔ふるさと牒場

田んぽ部門兵任者

- l, _ 



茂廿(/)n]んぽに関わってからもう l0年以 I：たっていて、当時の記惚は薄れつつあり
ます。稲作りといえば、田植えや稲刈り 、収穫祭など、、1也、出に残ろ二とは山ぽどあ

るぱずなのに、石がごろごろしていた上地を苦労しながらみんなで少しずつ耕してい
ったことが、一番の、思い出であり，深く心に残ってし、ます99

こ：三／雪言言喜言な言ごtJ：：ロニロ(/(/:]巴

あの時、なぜtmのように耕しに行ったのか、それは、あの活勅を通して私は、上

スタッフ 現在、＋どもたちと関わっているとき、「；が労を共にする」と いうことを大切にしていま七
それは茂行の田んぽで苦労だけど楽しかったあの時の想いがそうさせているのだと思し、ます。

この活動に参加できて本当によかった 本当にありがとうございましたし

THE“感”
● 〈「粗起こし」の一年〉 初め、学生たちは股作業の一年の流れもわか

りませんでした。その分、土井先生をはじめ内地留学されていた洵沼正

典先生、JAなが0)の北村典子さん、林部さん、柄沢さん他多くの方々

に大いに頼って、お力を借りていたことは言うま でもありませんc 振り

返ってみれば、イベント的な「YOU近サタデー」から継絵的な活動へ

脱却することがねらいでしたが、子どもたちとのかかわり（田植え一収

穫→脱椴のみの活動）はイベント的なもので、それが私たちには梢ー・杯

の活動でした。そうして茂背の 1~3期の学生が共に活動を禎み甫ねて

いき、いろいろな発想や理想、夢を育んでいきました，今の茂昔での活

動が大きな大木ならば、我等が活動したこの一年は、地面に根をは

った年でしたc

● 〈野菜部門（頁任者 ：伊藤慶）〉 前期には豆 ・トウモロコシ班、ジ

ャガ班、さつまいも班、その他野菜班（夏野菜、かぽちゃ等）に分

かれて活動した。後期には個人で畑をもらいそれぞれ作物を育てて

し、た。 しかし、自分は二十日大根を育てていたが、ぜんぜん世話が

できず、やりつばなしになってしまった。作物を育てるのも人を育

てるのも 、続けて面倒を見ていく大変なことだと感じた。

7 /22おやき作りを開催。(W館の調理実習室）

現在は茂菅の頭上に高架橋が

かかっているが、当時は空が広
がつていた。（当時は橋脚だけ）

青々 と実った茂菅の畑

当時大学 2年だった小黒あかりと鹿（、本愛がキ
ャプテンとなり 、英視させたし ● 〈実り〉 r）Jめての脱穀のとき、わらに残った末立を、

籾殻を焼いている火にかざすと、パッと閲いて「米はざ

し」ができた(/)には、照いた，や／まりお米の中には、た

くさんのバワーが詰まっていることを実感 した。

● 〈感謝〉 茂菅での活動も 「YOU遊サタデー」の利iみ瓜

ねから始まった活動で した。先必たちへの感謝の気持ちは今

でも忘れません。 しかし、受け継がれてきたものを新しいも

のに変えていくことも大切であることを学びました。今でも

何かを革新していく姿勢は変わりません。そしてまた受け継

ぐ人あってこそ、続いているんですね。 後蔽たちに も感謝！ ！ 
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平成 13(2001)年度 活動紹介
器場長 西澤俊輔

副展場長 花村尚美原山美樹

1.テーマ ・目標

1年間を辿しての殷作業体験で、自分の手で農作物を作るこ とや収較することの楽 しさを知り 、身

近な大地に感謝し、様々な年代や立褐の人との関わりをもち、人格形成を図る。

2. 1年間の活動

い 月21日：じゃがいも植え］

[ 5月 12日：れんげ畑で遊ぼう 】

花滴み、位笛、鬼ごっこなどを

して遊ぶ。

[ 5月21日 ：※苗植え］

トマト

[ 5月28日 ：※苗植え］

きゅうり、なす、ピーマン、カボチャ

【5月29日 ：※種蒔き］

大豆、 小豆

【6月8Fl :田植え］

上越教育大学、横浜同立大学、咀門教育

大学から 2名ずつ参加

[ 7月 24l:l:じゃがいも掘り、野菜収穫］

おやつに蒸した芋を出す

[8月20l;:l :※カボチャ、スイカの収穫］

[9月5日：※大根種蒔き】

[9月 13日 ・※種蒔き、間引 き】

レンゲ、野沢菜、ぽうれん草、たまねぎ、

ねずみ大根

[ 9月29「l:稲刈り ］

[10月20「i．田 ：脱穀、畑 ：さつま

いも、 こんにゃく芋掘り】

足ふみ脱穀磯と自動脱穀機を使い比べる

【11月 11-1 :※豆類収穫］

[ 1月20II :もちつき］

とれた野菜を使った豚汁を出した
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私たちのオリジナル

• 今年度の活動は、ほとんど初めてづくしつ 茂特牒均に子どもの市が初めて押いた。

• 町値えに全国の大学から学生が参加

①息いつきにより、上越教育大学のみんなに古をかけたら、そこから横浜国立大学、叫

1町教育大学に勝手に話が広がる [*lったもんだC

②参加の皆さんは、学生がたくさんいることにりi純にぴっくり。それぞれの人学でち．t

っとした出し物をお願いしておいたので、そればすごく好評だったn

③全国フレンドシップの輪が更に広がり、学生問の絆が深まった。参加者の皆さんは全

凶の学生とふれあい、その土地の話を問きながら思いを巡らせた。

正副農場長から一言！！
まず、何物にも代え難いたくさんの仲間との絆ができました。支え合

うこと、励まし合う ことが、大切なことを教えていただきました。そし

て、何市にも 「づく 」を出すこと 手を抜いては良い土はできません。

艮い作物はできません。良い人間は育ちません。みんな、「づく」出して

いこう！

川航えが思った以上に大ごとになった時、緊張であたふたしていた俺

をキャッチボールで励ましてくれた竜太、今でも鈷えているよ。あの時

ぱほんとにありがとう ！！ 西澤俊輔

この活動で、子どもたちが、体験を通

してできる ・わかることの大り」さを感

じました。お陰で、小学校に赴任して

も、生活 ・総合の授業を楽しみながら

考えることができました。

原山美樹

茂背の活動を通して、子ども第一、子

ども H線で考えることの）く切さを学

ぴ、林部さん、 JA大内さんをはじめ

地域の方からJ災業の知恵を教わり、体

験して分かることがあると実感しま

した。いま、体を動かしての学ぴを大

切にヒl々 児箪と向き合っています。

花村尚美

- 22 -



赤裸々Talk～今だから言える裏話～

えっ、副脹場長？ ？だれ？ ？ ？いた？ ？ ？ ？ ？ 

ハナとミキ？ ！マジで？ ！ ？ ！ ？ ！ ？ ！ 

そうなんですよ、 私たちも忘れていました。そもそも、そ

んな訂苫き、気にして活動していませんでしたよね。

あの 1年は、YOU遊サタデーの終わりでガビ～ンってなってからの新

しい活動の立ち上げで、なんだか分からないまま活動していたもんな。

へ～、そうなんですね。

て新鮮でしたよ。

その割には、いろんな活動があっ

特に足踏み脱穀機ぱぴっくりでしたよ。

んじゃ、千歯こきは知っていたんだコ（奄は、小学校の時に使ったことが

あったから知っていたけどれ。

普辿は知りません ！（怒）だから、千歯こ きも衝撃でした。

さすが、伊那小ですねc

伊那小、関係ないから。そう言えば、伊那小の時にやって

いたことのつながりで、こんにゃく芋も植えたな。あれは

収穫まで3年かかるんだよね。

う
こんにゃくが半からできるということを知

らない人が多く、試しに作ってみようとい

うことになったんですよね。

梅の部屋で作ったよね。ガスボンベと大鍋を用意して作ったな。

そういえば、こんにゃく作る時も上教大のみんなが来ていたな。

私は知りませんけどね（ミキ）。あのときミキサーを使わずに、

手ですり下ろしたから失敗したんじゃないですか？ （ハナ）

ん？それ言う？ ？ 

見事に大失敗だったよね。全く固まらずに液（本こんにゃくという、新し

tヽ食べ物を作って終わったよね。味は ・・・ ヒミツ P

2 3 



コメントコーナー

実りの秋。いっぱい詰まった稲穂

にみんな興朗 ！

かと思いきや、カエルやミズカマ

キリに夢中。

The 田植え！！

JA ながのの大内さんが、稲の苗

を見せてくれています。横にいる

了どもたちは、足のぬるぬるさに

‘Itiれない様子 ！！ 

足ふみ脱穀機で脱穀していると

ころ。初めて見る子も多く、 自動

脱骰機では見られない歯に見入

っていたり 、稲が引っ張られるカ

に照いたりしていた。

茂背の田んぼでとれたもち米と野菜を使っ

て初めての収穫祭。そ う、この年は、今で

は毎年恒例となっている茂菅の“第一回も

ちつき”に当たる年！！もちつきでは、一人ひ

とり順番につき、丸め、最後は殷場長と大

内さんがつきあげた。野菜はお家の方が切

ってくださった。茂菅修了証をみんなに手

渡したあとにパシャ リ！すてきな笑顔とお

いしいおもちをありがとう！！

- 24 -



平成 14(2002)年度 活動紹介
器場長 那須紋子

副器場長 高橋和之

1. テーマ・目標

米作りを迎して、人と人とがふれあい、協力したり楽しんだりする体験活動を行う。

また、米作りの良いところどりではなく、藉取りなどの地味な作業も子どもたちと行ったり、どろ

んこ遊ぴやフナ放流など今までやったことのない活動にチャレンジしたい。

2. 1年間の活動

【第 1回 5月 18Fl （土） ］

田おこし（雨天のため中止）

（第 2回 5月 20日（月））

※ ヘチマ ・ウリ の種蒔き

【第 3回 5月22日（水）］

※ トマト ・ナス ・かぼちゃ

スイカ ・メロンの苗植え

【第4回 6月2日（日） ］

叫術えとどろんこ遊び

【第 5回 6月 19日（水） 】

※ ヘチマ ・ウリの苗植え

【第6回 6月24日（月） ］

※ ケナフ植え

【第 7回 7月7日(IJ)J 

山んぽの草取り

［第8回 8月3日 （士） ］

※ 鳥よけネットはり

【第9回 8月7日（水）】

案山＋ （かかし）づくり

［第 10回 9月 22日（日）］ 

稲刈り

【第 11回 10月 13日（日）］

午前 ・・・ 鳥よけネット外し

午後 ・・・ 脱穀

［第 12回 12月7日（日）］

精米

（※ は、農家の方、学生スタ ッフのみで行った活動）

- 25 -
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● どろんこ遊び

しろかきのときに、どろをよくかきまぜるためにも、

どるんこ遊びをしようということで行った活動です。

なかなかおもいきりどろんこになって遊ぶことはない

ので、 子どもたちも学生も生き生きと楽しんでいました。

● 田んぽの草取 り ； 

沿がえ用のテント

と、どろ洗い用のプ

米づくりの良いとこどりの活動ではなく、地味な作業も子どもたちに体験させたいということで、行

った活動です。草で目を突かないよう に網をかぶってやりました。

● 案山子作り

おやつにフルーツポンチを出しました。畑で作った全く

廿くない失敗作スイカを切って、砂棚水に入れたものでナ。

みんなおいしいと言ってくれてありがたいやら申し訳ないやら。

正副農場長から一言！！
学生時代の 「茂竹ふるさと典場」での学びは、まさに 「究

極の間起解決型学習」だったなあと思います。とにかく、

「できるかできないか」を考えるのではなく、常に 「ど

うしたらできるか」ということを考えていました。お金

や権力がない学生でも、やる気さえあれば工夫次第で大

きな企画も実現でき るとい う経験をさせていただいたこ

とは、教師としての生き方に大きな影孵を与えたと思っ

ています。たくさんの方々に深く感謝しています。（那須

紋子）

1つ目 は多くの人の力によって支えられていることを学ん

だことです。このことを学ぶことができたことで、今の教育

現楊の様々なことに対して， 「自分自身ができること」を見

つめ直すことができていると思います。2つ目は「土から学

んだ」ことです。今は中学校に勤務していますが、「いつで

も土のことはやれる」といった漠然と した自倍を持つことが

できています。（高橋和之）

- 26 -



赤裸RTalk～今だから言える裏話～

l 長【那須】の工ビソードー

畑が茂菅にあると遠いからプレイパーク （大学敷地内）に畑を作ろうとチャレンジ。し

かし、耕しても耕しても砂利ばかり出てくるわ、スタッフは一人も来ないわで。ある日、

畑を一人で耕した後、土井先生に会って声をかけられた瞬間、涙がポロリ ・・・ なんてこ

とも。それも今では良い思い出です。

似ゃ知。。徊
あと、どろんこ遊びは最初、土井先生から NOと言われていた

活動ですが、ねばって「スタッフを 30人以上集めて安全性を

確保する」という条件でOKが出て、林部さんたちの多大なる

ご協力のもと奇跡的に実現したものです。その時の土井先生、

参加スタッフ、林部さんたちの心意気に感謝！！

1副農場長【高橋】のエピソード

［苦労した話 ・思い出深いエピソード】

苦労 したこ とはあまり記節にありませんが、講義が終わった

後に、自転車で茂菅の田んぼまで様子を見に行ったことが思い

出深いです。そのとき、自転車の鍵を落として、仲間と一緒に

あぜ道を探 してもらったのが忘れられません。

YOU遊フェスで毎年もちをつきましたが、中学校の現垢でも役

に立っていて今までに 3回ほど中学生たちともちをついています。

いつか自分たちの手でもち米を作り、そのお米でもちをつきたいと思います。

- 27 -
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*Comment Comer* 

今、人生で一番

どろだらけです ・

学生のみんなでしろかき。

ありがと～！！ 

― `  

みんなでどろんこ遊び！ ！

田んぽの中で大運動会 J>.

みんな～もりあがってる～（＾〇^ ）

— 

千歯こきを使って脱穀P}

-~--~— 
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平成 15 (2003)年度 活動紹介
農場艮

副典場長

北川伸尚

宇良知子

1.テーマ ・目標

異学年や地城の力.々と、手作業でのお米作りを通して、お米について学んだり、お米や他の股作物

ができるまでの大変さを学び、普段の食事への感謝の思いや、他界の食べ物で苦しんでいる人へ手助

けする気持ちをもつことができる。

2. 1年間の活動

【第 L回

「田植えしたよ！」

7日→特別支援学校の子どもたちと出植え

8日→茂菅など地区の子どもたちを中心と

した田植え

6月7日 （士）~8 H （日）】

*7月 11日

『茂管ふるさと農場通信 No.1』発行

［第 2回 8月2日 （日）】

「すずめ、あっちいけ ！」

案Ih子を作って立て，鳥よけネッ トを張る

［第3回 10月4日（土） ］ 

「稲刈り、 いイネ～ ！」

カマを使い、手作業での稲刈り

［第4回 10月 26日（日） 】

「だっこく」

千柑こき、唐箕（とうみ）、ハーベスターな

どを活用 した脱穀作業

＊ 『茂背ふるさと典場通信No.2』発行

【YOU遊フェステイパル 12月6日（」：）】

「わ～い ！ぺったんおもちつき～茂菅で

とれたお米だよ～」おもちつき講座

【第5回 12月 13日（上）］

「うマイっ ！思いのコメったもすげヨネ～」

新米を使ったお寿司パーティー

＊ 『茂秤ふるさと牒場通信No.3』発行
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私たちのオ,,ジ十IL

0茂菅のキャラクター“モスゲマン＂

0特別支援学校の子どもたちを呼んでの活動

活動に向けての事前学習会を学生同士で行いました ！

0茂荘ふるさと股場通信の発行 弓¢、•O

モスゲマン0 『茂若体操』

田植えの活動の時、準備体操としてオリジナル曲に合わせて体を動かしました ！

0 ［山植えしたよ ！）の活動でどろんこ手形 ・足形をぺったんこ ！

〇毎回の活動の中で、みんなでお米についての学習をしました。

ーキキ—←——～も、

茂菅，J羞る砂
“'a.ぶ

、＂，じ 虞墳鱗謬
-J’ £iーム

ヘ文 “● う

立 ＇こ2← /~ 、. . .. .
H・ • 、 9 9:• I ¢ ,• 9,'”＂ 触｀

‘ I‘ ’'”'...., " Jし 1 i 9 ，と 9.

I I ヽ • ヽ ・ 9. 9→ ●ヽ 一 i鼠』` ”

忍賃況・璽・ぎ迅汽F.~ →必
・ヽ • ・.』

茂菅体操の様子 股均辿信

正副農場長から一言 I
一年間でいろいろな活動をしたのだということを改めて実感 し

ます。それとともに、木当にたくさんの人たちが活動に関わり 、

汗を流し、苫労し、笑って、社んだなぁと。00 「一生懸命に頑張

る」からこそ分かったことがあり、お米を作りながら 自分自身も

育ててもらえたように思います。（北川）

茂‘紺での梯子やお米の ことをくわしく伝える茂菅農場通信を

作ったことがいい思い出になっています。茂竹での活勅に打ち

込んだ時間ぱかけがえのない私の宝物です。みんなの協）］があ

って活動ができました。これから先も協力すること、周りの人

への感謝0)気持ちを忘れずにいることを心がげていきたいで

すn （宇艮）
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そういえば、モスゲマンの頭からはえている

稲にみんな気づいていたかなぁ？

実は、農場の稲の生長と同時進行で、モスゲマンの頭の稲も育ってい

たよね！モスゲマンはいろいろなと ころで大活躍。林部さんにモスゲ

マンのステッカーをプレゼントしたら、林部さんは磯被に貼つてくれ

てたの！しかも、何年も！うれしいなぁ。

茂菅ふるさと農場通信に載っていた林部さん夫婦、土井先生、大内

さんなんかの似顔絵、とってもよく似ていたね。

他にも、参加してくれた宇良ちゃん、丸ちゃん、山本さんや那須さん

の似顔絵もとっても好評で、びっくり ！

公
〗
輝一

f

林部のお父さん、茂菅体操を気にいってくれてたよね。私嬉しかった。

もともとは 「アブラハムの子」の歌があって、その歌詞を「茂菅の子」

みたいに、茂菅農場バージョンにアレンジしたんだよ。

北川

林部さん

JA大内さん

し じょーじ
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田んぽについての学習中。耕転機

で耕すと、鍬よりどのくらい早く

耕せるのかな？

- 32 -

みんな一列に並んで、やさしく

田植えしています ！

今年の盟（乍を祝って、みんなでいた

だきまーす ！ （お寿司パーティー）



平成 16(2004)年 度 活動紹介

農場長神林彩井

副農場長吉澤あすか

1.テーマ・目 標

自分だちの手で作物を育て、普段同気なく口にしている食べ物の大切さを実感

したり、 年齢の異なる多くの人と触れ合い、協力することの楽しさを感じる。

砲 唸

2. 1年間の活動

【第1回 4月 10日（日）】

じゃがいも植え
「春だ！なかよしじゃがいもうえP」

【第2回 5月 16日（日）】（雨天中止）

さつまいも植え
「いもいもパラダイス
レッツさつまいもうえ！」

［第3回 6月6巳（日））

田植え

「うえよう！みんなのモスゲ米PJ

（第4回 7月31日（土）］

じゃがいも収穫
「みんなでだからさがし！
じゃがいもころころ」

【第5回 10月2日（土））

稲刈り

「みんなでかろう！ モスゲ米」

【第6回 10月24日（日）】

脱穀、焼きいも
「ほくほくさつまいもと脱穀！モスゲ米」

（第7回 1月8日（土））

「Let'scooking!! 茂菅を味わおう P」

※1月19日 （水）
国隙協力田のお米の発迭式

．
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私たちのオリジナル

2005年 1月8巳 （土）

1年間の活動の集大成として、収穫したお米を使って、大学内でおはぎを作りました。

まだ、子ともたち一人ひとりに、賞状と、毎回の活動で書いだ絵日記を冊子にして渡しました。

1年間一緒に活動してきた子ともたちはとてもいい笑顔で、他の子どもたちと触れ合い、おい

しいモスゲ米を一緒にほおばりましだ。自分だちで育てたお米の昧は格別！

1年間の達成感を感じながら、一緒にがんばった1中間と思い出を共有できたいい時間でした。

いい笑顔 ！ 1年間がんばりました！ ありがとう！

の一じよーちょーから 一一--一c:::I 

5代目震場長 神林彩井

茂菅ふるさと農場に出会ったことで、私の大

学生活は一変しました。（実は、それまでの大学

生活は昧気なく、あまり面白いと思えなかった

のです ・・ ・）

「農業」という活動を通して出会った、たくさ

んの仲間（総勢 100名以上でしょう！ ）、五感

フル活動で吸収した貴重な体験は、私にとって

かけがえのない財産となりました。

学生同士でアツイ話し合いもたくさんしまし

たね。現在、私は教職からは遠いていますが、

腰場で教わっだ、人と人とのつながり ・支えあ

う心、他人を語重する気持ちなど、今も大切に

しています。
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赤裸々 Talk ～今だから言える裏話～

農 場長の It0')ート‘‘ 【雨の日に感じた友 情 】

2004年 5月 16日

記念すべき第2回目の活動。
その名も

「いもいもパラダイス レッツさつまいもうえ！」
なんとも楽しそうなネーミングである。

しかし、当日、雨が降ってしまった。

子ともたちとの活動は中止にせさるを得なかっだ。

それでも、スタッフは全員集まってくれた。

雨の中、カッパを薔て、とろんこになりながら
みんなで楽しく苗を植えた。

おか11で、無事、大事な苗を植え終えることができた。
カッパを善てさつまいも植え

子どもたちが大好きなスタッフだち。

それゆえに、学生だけの活動になってしまったことを、私はとても申し訳なく思っていた。

しかし、活動後の反省会で、「雨は異重な体験だった。見えないところでいろんな準備があるこ

とは、教員を目指す自分にとっていい勉強になった。」 「今日の経験をもとに、子どもたちに
は、収穫の喜びだけでなく、農業の大変さも伝えていきたい」と言ってくれだ。

なんてすばらしい仲間と出会えだんだと、本当に感謝しきりだった。

この後も、私は幾度となく、林部さん、大内さんはじめJAながのの方閃、土井先生、保護者

の方内、学生スタッフに助けられた。人の温かさを教えてくれた茂菅ふるさと腰場。

ここで過こした3年間は本当に幸せでしだ。
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コメントコーナー
第1回目の活動。

高学年の子ともたちが、

ジャガイモを植えるだ

めのうねを作ってくれ

ましだ。

田植え後のネット張り

です。OBの白井さん、

ゆうこさんが駆けつけて

くださいました。いい笑顔P、

第6回目の活動。

千歯こきや、足踏式脱穀機

を体験．h

写真は、林部さんとお孫さ

ん、智子ちゃんです。

- 36 -
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平成 17(2005)年度 活動紹介
農場長 松井泉樹

副農場長 矢竹 、↓（・美子 川端智子

1.テーマ ・目標

『感謝』～ありがとうの気持ちをこめて～

この日様には、 「子どもたちに、作物を育てる大変さ、食べ物の大切さを、実体験から学んでほしい ！

自然と人とのふれ合いをとお して、人と自然とのつながりの大切さに気づいてほしい ！机代を超えた

人と一緒になって作物を育てることで、素直で優しい心をもてるようになってほしい ！」という思い

が込められています。

2. 1年間の活動

［第 1回 」月 10日（日） 】

じゃがいも植え

屠 だ ！るんるん Jうころこるじゃがいも

植え」

［第 2回 5月 14日 （土）】

とうもろこし、さつまいも植え

「おいしい合もろこし＆あま～い ｝

さつまいも植えJ

［第 3回 6月4日（土）】

田植え

「どろんこ田植え女すくすく育て ！

モスゲ米 i')」

［第4回 8月 7日（土） ］

じゃがいも、とうもろこ し収穫

「元気に育ったかな？女じゃがいも＆

もろこし女」

［第 5回 10月1日(I.:)]

稲刈り

「すくすく育ったモスゲ米＊」

【第6回 10月 16日（日）］

脱穀、さつまいも掘り

「＊ほりほり ！いもほり ＆ぽろほろ！

脱骰J>」

※12月10日（士） YOU遊フェスティ

バルにて餅つき

※ 1月 18日（水） 茂智米のマリ共和国

への発送
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たちのオリジナ

ホ化けかl舌ちゃに椛戟！

お化けかぽちゃ、ハロウィン(/)11f愛いサイズを想像してt、たら茂竹；の大地(/)既店な

栄設を見1tに吸収し、巨大に成長 ！

3人で、かぽちゃをデコレーシ日ン

し．I..うとして、まずはミニサイズで・・・

と始めたら、比た目と述ってかたいし｀

臭いもすごい・・・2個で情一杯でした＾

しかし、収穫の時におばけかぽちゃを見た

子ともたちは大荘び ！IIIlいてみたり 、乗っ

てみたり 、持とうと してみたり ！
.戸·—'、 ー·—

そのII収穫したさつまいもも、見加こ栄義を吸収し、かぽちゃに知ナないくらい大きく成長してい

てこれまたfどもたちもスタッフも大｝双・び ！

松井泉樹

正副農場長から一言！！

1つの活動を行うためには、活動を朴両し、子ピもたら(})必渠をし、道具の地（I曲をし、

天氣を心配し • • • そして何より本＇りに多くの人の協））が必吸であることを実感しました。
当日1-:t緊張しながら話したり、 fどもたもと一祐に上まみれになって活動し、たくさん

笑って、お腹べこぺこになって．もりもり食ぺて・・• お腹も心も満腹とともに、達成感か

卸こもかえられないものでした ，頑張った分、大変だった分、達成感として0分のIIEや

しになること、 教員になった今(})気持ちと 同じだなと実感しています。私は、四手折々

の表梢をみせてくれる茂低の中で、特：こ伯(/)新粒いっはLヽ0)茂ti：に向かう坂追を(I11伝t!•:

で下っていくのがとっても大好きでした．＋どもたち、スタッフ、みんな元気にしてる

かな・・・ ？

茂行の活勅をして、第一に、 ．．子どもってかわいい ！” と思．．）上うになりJ.:Lた ニ

コニコしながら収穫をしているチやハンツをびしヒびしょにしながら[IIWi.えをしてい

る［．．カエルを必死に追いかけている子、…いろんな—fどもがし 1て、みんなかわいかっ
たで十。大学人学当初は、あまり ＂教師になろう！ ＂と いう氣持ちがなかった私でナが、

了・どもたちが生懸命そして楽しみながら活動する姿を見て、・教師になろう”という

気持ちが生まれ、強まっていきました。そして、自然も好きになりました。1'使低でお世

話になった力々、そして田ん！まや畑、川などの大自然に、本当に感謝してl、ます,t")り

がとうございよした。

川端智子

矢竹喜美子

副J製場長という立場で、1年間を見通した計両や 1回の活動の流れを決め

ることに携わる ことができたおかげで、毎回の活動前に「子どもたちU)た

めに何ができるか」を考え紐けることができました。学生の時から「J’・ど

もたちのために何ができるか」という視点をもつ機会ができたことに、と

ても感謝しています

教員になった今もこの視点が、活動の朴l!!iiや学級を迎営していくうえで

の上台になっています・,
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赤裸々Talk～今だから言える裏話～

J器均長 ［松井］のエピソード

【YOUフェスおもちつきの準備時］

「て るちゃん、もち米蒸し終わるまで、ゲームとかよるしくね凶

「いしヽでナよ～女任せてください」（二人とも後llあんなことになるとは夢にも思わ千・・・）

【YOUフェス当日 ］

「どうしよう ・・・予定よりも時間がかかってるー！！」（哀冬なのに冷や汗ダラダラ）

「み、みずきさん・・• まだですかぁ ・・・ ？」（このやりとり数回 ・ ・・ ）

アドリプの引き出しを使い果たしたてるちゃんの、あの村ざめた顔は今でも

忘れません。本当にあのときはごめんね。でもきっと教員になった今、あの

時鍛えられた））は役立っているはず・・ •そ う願いたい ！ ＾
 副牒局長 ［矢竹］のエピソード

『子ども以上に楽しみにしていた収穫！』

私が茂行の活勅で楽しみにしていたこと ・・・、仲問と計画を立てたり準備したりすることも、かわい

い子どもたちとの田植えや草取りなどの新動も、もちろん楽しみだったけど ・・・・・ 、実は『さつまい

も』と『とうもるこし』の収穫をとっても楽しみにしていたんです ！それは、この 2つが私の三大好物の

うちの 2つだから！！ということで、子どもたち以上iここれらの収穫を楽しみ

にしていたなぁ。大好きなさつまいもととうもろこしを、子どもたちとワイワイ

しながら食べることができて、本当にヤせでした，自分たちで作ったものを、作

った人たちと、太陽の下で食ぺるとおいしさも倍増する！これまで食べた中で

いちばんおいしかったと思うな，本当に本当にいい経険ができました。

副殷場長 【川端］のエヒソード
ア L -----
思い出日記、子どもたちの仕上がりは・・・ 1

子どもたちにその日の活動の終わりに思い出日記を訃いてもらったよね。

記憶が疎れないうちに感動をその場で1逹きとめるって大切ってことで（・ )^ 

青空の下、プルーシートを下り改き代わりに、その日の活動の印象がそこにドーンと描かれるの。

小さい子も一生懸命蓄いていたのを忍い出すね。

完成したのを見る瞬fi]って私たちスタッフもワクワク ！

スタッフ「みーせーて！ 」

子どもたち「いいよ！ほら！でっかい虫描けた―!」 . ・・・一こ`←(

そうそう、 虫と戯れるのも大事）口事 ！！茂行の活動は食ぺ物を育てる ーとそのものの他にも、

魅力がいっぱいって ことなんだよね。自然の中で、子どもたちは初めての経験に出会い、仲rtn
に出会い、虫にも出会って心を寄せた！

千どもたちの日記から私たちスタッフは色々学んだねぇ。
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コメントコーナー
いつもの活動では一歩さがって子ど

もたちの姿を温かいまなざしで見守っ

ていてくださっているお父さんやお拇

さんにも、畝作りでは主役となって大

活柑訊してもらったよ ！

子どもたちもそんなお父さんお母さ

んの姿に釘付け！

さつまいもほりでは、大きなさつま

いもが出てくる出てくる ！

みんなflを輝かせて、さつまいもを

傷つけないように大切に掘り出した

よ！あまりの大きさと l，しに、スタッフ

もびっくり ！

40 -

旧植えのときは、7-どもたらも 1‘1分

の力で植えられるよう、ロープにしる

しをつげて「せーの」のかけごえに合

わせながら植えていったね。

等間隔で真っすぐに植えることがで

きてみんな満足 ！

千歯扱きを使っての脱段94;

験！順番を待っ待ち時問はもち

ろん林部さんから頂いた柿やり

んごを片手、いや両手に持って

食べながら待っ ！

中には、食ぺることの方に歩

中になっている子も！？だって、

おいしいんだもんね！



平成 18(2006)年度

1'テーマ・目標

「ありがとう」自然の恵みに、共に汗する仲問に

2 1年間の活動

【第 l回 4月 9日 （日） ］ 

ジャガイモ植え

［第 2回 5月21日（日）］

野菜苗植え付け

［第 3同 6月3H （土） ］

田植え

［第4同 8月 6日 （日）］ 

ジャガイモ ・モロコシ収穫

［第 5回 10月 1日(jj)】

稲刈り ・はぜかけ

［第6回 10月2日（日） 】

脱穀 ・サツマイモ収穫

［第 7回 11月5日（日） ］ 

収穫祭

［第 8回 ］2月3日（日） ］

蕗花生収穫 ・畑起耕

※ ］月26日 （金）

茂管米のマリ共和国への発送式

ー 4.l -

活動紹介
呉場長 平林照世

副農場長

川辺裕作



私たちのオリジ

落花生作りに挑戦

「落花牛の花が咲いて、その花が落ちると、花の落ちた所から

子房柄という棒のようなモノが伸ぴてきて上の中に入って

いく n そ して、落花生の実は上の巾にできるんだよ。」

林部さんのお宅にアップルズでうかがった際、 JAながのの）」内

さんだったでしょうか。どなたからかそんな話をお聞きしました。

「ヘー ！だから落花生っていうんですね ！やってみたい！！」

これが浴花生作りの始まりでした。

五穀豊穣

「『五穀臨穣』という言葉があるけれど、五殺ってなんだか知っていますか？」 ヒ）げ先

生から問われました。米 ・麦 ・豆 ・粟 ・黍。米や豆は知っているけれど、粟や黍をHに

したことがない私たち。子どもたちだって知らないはず。かつて日本、股村の昨らしを

支えていた「五穀」を子どもたちと 一緒に学んでみたいと思い挑戦しました。きっと、

了万どもたちには少し難 しかったけれど、彼らの心に残ってくれているでしょうか。

天候で活動が延期になることは当たり前。でも、林部さんやJAながのの方々がどんなことが起こ

ってもすぐに快く協力してくださり、土井先生がいつも見守ってくださっていました。そういう方々

から、状況に合わせて対応する心構えの大切さを学び、徐々に度胸もついてきました。そして、参加

してくれた子どもたちゃ、保護者さん、スタッフの仲間との楽しい思い出が、今でもどこかで私を支

えてくれています一茂菅で牒場長を経験させていただいたこと、 心から感謝していますワ（平林照世）

正副農場長

から一言！ ！ 

J謁業も教育も土台作りが肝心であることを

教えてくださった、土井先生。いつも温か

く、長野のこと 、おもてなしの気持ちを教

えてくださった、 林部さん。キラキラした

頗で活動に参加していた子どもたち3 「一生

懸命」の大切さを教えてくれた大学の仲間

たち。多くのことを教えてくれた茂背。あ

りがとうございました ！ （川辺裕作）

茂菅の活動の中で、本当に貨重な学びを得るこ

とができました。活動の中で、子どもたちが作物

を植え、成長を観察し、収穫して食べる過程で、

自然が子どもたちに与えるものの大きさを改め

て尖感しましたs

また、一年間の充実した活動の裏には多くの方

の支えがありました。感謝の気持ちを忘れずに、

学び得たことを胸に、歩んでいきたいです。一年

間本当にありがとうございましたr
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赤裸々Talk～今だから言える裏話～

まじめ欄～茂菅での活動～

（てる） 茂管ふるさと膜場 ！何が一番思い出に残ってる？

（ベー） 俺は、畦塗りが一番大変だったなあ ・・ ・。

（てる） たしかに、力仕事だよね。みんなに手伝ってもらったなあ。りかは？

（りか） 私は落花生を育てたこと！

落花生がどうやってできるのか、初めて知ったよー！

（てる） 落花生の育ち方をいろんな方法で子どもたちに伝えたよね。

パネルとか。クイズとか。

（ベー） 本当に花が落ちて、土にもぐってたよね。

（りか） とれたての落花生をゆでて食ぺたのも初めてだったよね。

（てる） ゆでた落花生でお酒飲みたいねー！

一番働いていたのは誰だ！ ？ 

（ペー） ぶっちゃけ、田んぼの水いれ当番は時々忘れちゃうことあったなあ。

（りか） まあ、てると私は忘れてないけどね（笑）

（てる） 川辺だけだな。

（てる） でも、正直、農場ヘ一番行ってくださってたのは土井先生だったよね。

朝、水入れに行くと、もう一人で草取りしてくださってて恐縮したよ。

（ベー） リヤカー押して橋を渡っていた姿が忘れられないなあ。

（りか） ホントありがたかったよね。多くの方の支えがあったからこそ、充実した活

動ができたんだね。

あの男は今 ・・ ・！？ 

（りか） 牒場でとれたお米をマ リ共和国に送ったよね。

（てる） マリの場所を子どもたちに説明するために『飛び出す地図』を作ったよね。

（ベー） 数年後 ・..まさか、青年涌外協力隊で、サトルくんがマリ共和国の隣の

国に行くことになるとは ・・・。

（りか） 誰も予想してなかったよね。

（てる） そして今、 ・・・ なぜか屋久島にいるからね。

（ベー） いいねえ！行きたいなー。農業やってるのかな？
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コメントコーナー

F・

作業が終わって一休み。

ゆでたての卵はおしヽしいな。

←̀ 
お米の収穫を終えて。

田んぼが黄金色になりました。盟作だー！

「し」の字に刈っちゃったぁ。もうすぐつ

ながるぞ。

みんなで記念撮影。はい、チーズ ！

大学の調理室で収穫祭した

よ。五穀で勉強した小麦でク

ッキとか• •• 活動を振り返って

いろいろなメニューを作りま

した。
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平成 19(2007)年度活動紹介
奥場長 洞出阿美

副農場長 上田雄介

1.テーマ ・目標

人 • 生き物 ・ 植物が共に支えあって生きているということを 、 批代を超えた（中間と活動をする中か

ら、虫や作物とふれる中から感じとり、仲間や自然に感謝する心を育てる。

2. 1年間の活動

【第 1回 4月 14日（土）］

じゃがいも植え

【第2回 5月 12fl（土）］

落花生 ・サツマイモ ・コンニャク イモ ・

トウモロコシ • おばけかぼちゃ植え

［第 3回 6月9日（土）】

田植え

「どろんこヌルヌル ！エンジョイ 111植え ！」

［第4回 7月 21日（土）］ ,_ ---------------

かかし作り

［第5回 8月4日（士）］

もすげの野菜はも～すげ～

草取り しながら虫探し

［第6回 9月30日（日）】

稲刈り ・｛まぜかけ

［第 7回 10月 20日（士）］

稲の脱穀、サツマイモほり

［第8回 11月 17日（土） ］

収穫祭

【第9回 l2月 15日（土） ］

浴花生収穫

※ 1月30日（水）

茂秤米のマリ共和国への発送式

(JAながのにて）
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＊／ヽ代目のオIIジ十IL*

＊自然の力を感じよう！

とじょうで田んlぎをされいに＊
生き物の）］を感じてもらおうと企両しました。どじょうにま

つわるクイズを出したり観察したりして放流しました。

l―-------
I 

I 
I 
I 
l 
I 
I 
I 
I 
I 

I 

I 
L-!.--

:-------------------------------------. : 

--

＊こんにゃくを1乍ろう＊
落花生に続いて、こんにゃくって実は芋

からできているんだ！ということをみん

なで学ぴたく企画しました。食ぺるまで

にたくさんの手訓がかかる ことも勉強に

なったこんにゃく 作り です。

＊心も体も元気もすげ体操＊

J ・2モスモス！2・2もすもcf"! 
活動内容にあった（本の動きを考えて体操を

しました。活助開始ほどこか緊張気味の子

どもたちとスタッフ。この体操を辿して笑

いが生まれ、心も（本もほぐして活動に入る

ことができました。

ー

＊ 心をひとつにオしンジつな~ *
農場に1甜わっている方はみなさんつなぎ姿。その姿に憧

れて 8代 LIオレンジつなぎができました。どこにスタッ

フがいるか一目でわかります。

＊八代目農場長・副農場長の一言＊

この活動を通して得られたことは本当に

数多く、今子どもたちと楽しく学びながら

学校生活を送れるのはここにあると感じま

す。共に全力投球できた仲間やすべてを温

かく兄守ってくださる先生、 林部さん。茂

菅という場に多くの出会いと笑顔がありま

した。そんな場にいられたことを本当に幸

せに思いますっそして、今自分の教室が茂

菅のように多くの出会いと学びを生み山せ

る場であるようにと日々学ぴ続けていきま

すc 隈場長洞出直美

子どもとの接し方、 何かを企画しそれを

辿営するためにすべきことを学ぶことがで

きました。茂菅ふるさと殷場での米や野菜

を育てたこ とは現在、仕会科での米作りや

股業についての学習の1祭に実体験から話が

できます。また、農場に参加したスタッフ

さんや林部さんとの交流が現在でも続いて

おり 、さまざまな考え方や体験を知ること

ができ、自分自身の祝野を広げることがで

きましたc

鼎1農場長 1：：：田雄介
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＊モスゲトー―-IJ! !6年前をふりかえって印象深いこと＊

「―-----------
， 
I 

＇ I 
I 
I 

＇ I 

L ------------

1・子どもたちとスタッフの名札を深夜まで作ったこと

2・ どじょうを捕まえに須坂まで行ったこと

3 ・ 釈前で朝までカラオケ・ • その時じゃんけんで負けて田んぽの

水入れに行ったこと

典場での活動より事前の準備の方が大変で、蔑場長と副農場長のお

かげでできた ！「子どもたちのためにここまで頑張れるんや」と感

心させられることばっかりでした。 BYにいさん

みんなでオレンジのつなぎを着て汗を流す姿が「The青春！ 」その雰囲

気がよかった！急な飛び入り参加でも快く活動に参加できたし、林部

さんの優しさも素敵でした。と一つても良い思い出です。BYやす

r
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
l
 

｀ 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 

L.-----------・ 

落花生の収穫のとき名前の由来を絵に描いて教えてあげていたことが、

体験だけでなく学習も大事にしているいいところだなって、自分たちの

代でも受け継いでいきたいって思いました。 BYはるちゃん

あれはほんまに最強や

った ！こんにゃくがこ

んなに痛いもんやとは

思わんかった・ ・。

I------=-----
’’ 

Lーム

----------

こんにゃくの試食会 ・・試作

会 ・・忘れられん。ワタパチの

最強版やで。めっちゃがんばっ

たのに収穫祭熱で出れんだし ・・

BYともぞー

---------
l • • I 
1 、~ I

＇ I 

‘’ ： しいちゃん ：
l --------I 

なおさんの愛がたっぷりにぎられた Bigおにぎり！活動のあ

とはなおさんの愛でおなかも心も満たされました！

炊飯器のスイッチ入れ忘れてたときあったよな・ ・

しかも次は水入れてないのにスイッチ入れててぱらばらごは

んできてたし ・・ なおは長靴脱げんこともあったし、俺ひと

りで草取りしてるときもあったし ・・ 笑 BY副熙場長,----------
I 

＇ ＇ I 

＇ I 

＇ ＇ '------------・ 

｀ I 
I 

＇ ＇ I 
I 
I 

副農場長 ： 
＇ -----------

茂菅の歌を過去作った人がいるって話から茂菅体操ができたんよな。もすも

す言って楽しかったなー。林部さんのりんご作りで「俺はりんごを植えてる

んじゃねぇ、夢を植えてるんや」がかっ こよくて党えてるわ。BY野口くん

ほんまにいろいろありすぎて、それでもってほんまに楽しかった。活動お

つかれさま会って名やのに活動参加してないスタッフ結構来てくれて仲良

くできたし、おかげで思い出聞きたくて今回メールしたら「実は 1回も活

動参加してないんです ・・ 。」つて返事もあって。

初めて参加してくれるスタッ フさんが多かったのも新鮮で楽しかったな。

いろんな人にほんまに支えてもらった活動やったいありがとう＊

l 
l 
I 

＇ l 
l 
I 
I 
I 

I 
l 
I 

I 

I 

- -------- ~ 
農場長
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たくさんの参加

＊たくさんのありがとう＊
たくさん0万に支えられて

でさた活動でした II 

がんばって作った名札はぜんぶで 79個！

子どもたちはもちろん、参加してくれたスタッフの名札をメンバ

ーが増えるたびに作りました。

茂菅体操！

事前の準備からたくさんの方に助けて

いただいていました。

ありがとうございました！！

事前準備の活動も楽しかったです。

副展場長の車ステージア

君。スタッフを運ぶだけで

なくたくさんの藁や器具

を運んでくれました。

スタッフの元気よさがあり、子どもたちの明るさが

あり、 継続することができました。

八代目活動の唯一の雨は稲刈りでした。

けれどカッパを着て一生懸命活動に参加し

てくれる子どもたちとスタッフでした。

たくさんの自然の恵み

本当に感謝でいっぱいです。

土井進先生・林部さんご夫妻 ．JAながの

の方々、本当にありがとうございました。
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平成 20(2008)年度活動紹介
展場長 宮川はるな

副農場長 中）1|茜、原卓也

1.テーマ・ 目標

五感を使って自然とふれあい、仲間とともに協力して活動に取り組むことによって、喜びや楽しさ

を全身で感じ、自然との出会いを共有する。

2. 1年間の活動

【第 1回 4月 19日（土） ］

じゃがいも植え

「じゃがじゃがっち ！大きくなぁ～れJ>」

【第 2回 5月 10日 （土） ］

こんにゃく ・さつまいも ・とうもろこし

植え

「コンニャくん、イモ子もモロ子もすくすく

そだ～て」

［第3回 6月 7日(+.)]

田植え、大豆植え

「だいずくんとおこめちゃん、みんなで

わい②たのしくうえよう J>」

［第4回 7月 19日（上）1
かかし作り、ザリガニ釣り

「わくわくJヽ かかしづくり ドキ ドキ唸

ザリガニつり 」

（第5回 8月2日（七） 】

じゃがいも ・とうもろこし収穫

【第6回 9月 28日（日）］

稲刈り

「さくさくいねかり 、どっ こらしょ P」

【第7回 10月 18日 （土）］

稲の脱穀、さつまいも収穫

「おこめだ女おいもだ }>あきがきた！ ！」

【第8同 11月 15口 （土） ）

収穫祭

（第9回 12月13日（土） ］

「9年目 信大茂牲ふるさと牒場懇親会」

※ 1月 13口 （火） 茂竹米のマリ共和同への発送式
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＊私たちのオリジナル＊
• もすげ体操 9代目バージョン（製作業の動作、 みんなで輪になっておどる）

・パンダナでグループ分け（色で分けることによって幼児たちにもわかりやすく ）

・て役以外を巻き込んで企画、運営（主体的に活動に参加してもらうため）

・保護者さんにお子さんと違う班で活動しても らう （多様な他者とのふれあい）

• 田んぼにザリガニ放流、 釣り（ハサミで稲を切らないよう囲いをつくって放流）

・豆腐づくり（豆腐の原料が大豆である ことを知らなかった子が多くいた）

・保護者さんと懇親会（一～年間の感謝を伝えるため、また次年度への課題を知るため）

正副農場長から一言！！

原稿作成にあたり何年かぶりにもすげノートと写真データに目 を

通し、一年間がむしゃらに突っ走ってきにことを思い出しました。

もすげには、私にそうさせてくれる、子どもたちの笑顔があった。

みんなの「思い」があった。何より 、たのもしい仲間たちの存在が

あった。閉場しても、思い出ぱ永遠に生き続けます。（宮川はるな）

茂菅はいつでも私の原点です。迷ったときは

いつも立ち返りたくなる思い出の場所です。

茂背がなくなることは寂しいけど、あの時の

仲間、保護者の）j、子どもたちと作り上げた

独特のアットホームな世界は、参加者 ・企画

者全員の心に残り続けると思います。茂甘を

通して出会えたすべての人に感謝（中川茜）

- 50 -

「協力することJ「仲間の大切

さ」 「何事にも挑戦」 ．．．etc．今も

自分の中で生きる多くのことを

与えてくれたもすげに感謝！！あ

りがとう ！！ （原卓也）



帽rは出量、塁

農場長のエピソード【朝日をおがんだ活動準備】

毎回早め早めの準備を心掛けていたはずなのに、なぜか

いつも活動 日前日になってあたふた ！！ 「明 日はどんな顔

で来るかな～」なんて子どもたちのことを話しながら準備

している と、いつの間にかカーテンの隙間からほんの り光

が・・・。でも、それがけっこう楽しかったりもして（笑）

子どもたちのことを想い、仲間とともに心ゆくまで時間

を使ったあの頃は、一生(jJ:i:ですね。（宮）1|はるな）

副農場長のエピソード【新しい仲間を企画に巻き込むために…】

私たちの代は三役以外を巻き込もう、企画に参加してもらお

うが、一つのテーマでした。そこで、4)lの頭から寮で出逢う

2年生や授業で一緒になった人、なんだかきらめいていると感

じる人に、片っ端から「茂咽：（ここない？」とナンパしまくって

ました。知らない人にまで声をかけてたと しヽう ．．． お陰様？で、

たくさんの人たちがJし代目茂菅に関わってくれました。

あ、実は、この代の茂菅体操は2年生に全て任せて考えてもらったりしています（笑）

たくさんの仲間に支えられた 1年間でした。（中川茜）

副農場長のエピソード【The・ザリガニの巻】

「ザリガニ釣りやろう ！ ！ 」 • •• つて言ったはいいが、「ザリ

ガニども、どうする ？」つて考え、一人で、友達と、いろんな

川に行った，池にも行った。そして時には、落ちた。

しかし、苦労して準備した未知の生物（ザリガニ）と会った

子どもたちの顧は、今でも忘れないく らい印象的だった！！

今でも思う 、自分にとって大切なこと ・・ 「初めてのことへの挑戦」。（原卓也）

- 51 -

ー ,JJ -



私たちのオリジナル

〇川遊び 私たちの代のオリジナルな挑戦ぱ活動の中に「川遊び」を取り入れようとしたことだ。川

遊ぴをしながら、収穫した野菜をいただき、急ll又りも計莉した。 しかし、前iiI(/)大雨によ

り川が大氾濫。残念ながら、川逝ぴはできなかったが、今までに無かったものを自分たち

で創り上げる楽しさ、そして厳しさを知るよい機会となった。また、次の代で私たちの夢

を実現にしてくれるという始しい結果となった。

0草木染め 〇わら細工

じゃがいもの収穫に併せ、じゃがいもの

染を使って棺木染めを行った。色はうつ

すらとつく程度であったが、身近なもの

を使って染色できることに感動した。

お米を収穫した時にできるわらで追ぶ活動

を行った，みんなで作った縄を長くつなげ、

外で 「道車ごっこ」をして遊んだ。みんな

で作って、みんなで近ぶという楽しい活動

となった。

『

正副農場長から一言！！

農業の良さをなんとなく感じていたものの、あまり牒業をすることな

く大学生になった私。先輩にあこがれ、茂評で笑頻をこぽしている子ど

もにひかれ、茂菅やりたい！と。大変なこともたくさんあったけど、 l謀

業の良さを実感でき、さらに最強の仲問を作ることができ、茂•約ま私の

人生で本当に大切な場所になりました。ありがとうございました ！

3
 

一
ー

飯品理沙

4月にJ農場に集ま ってきた子どもたちとおうちの方と地域の方と学

生とで 一緒になって種を1寵え、みんなで一緒になって収穫をt冷んだ茂

竹で(/)I年間。「みんなで一緒に」私が今、教室の中で一番）くり）にし

ていることです。

鈴木祐香

当時を振り返ると、栢極的で行動力のある1投場長と副股場長がいなけ

ればできなかったことばかりだった、このメンバーで 10代目の活動

をすることができたことを心から良かったと思うし誇りに思う。ま

た、活動を支えてくれた仲間や林部さん、」：）l：先生、本当にありがと

うございました。茂竹での経験を、思い出を胸に頑張っていきますe 翌
藤田裕介
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赤裸々Talk～今だから言える裏話～

飯島理沙 ＠ささ

4月の1回目の活動の時、祐香熱出したのは、本当にびっくりしたなぁ。最初で緊張し

てた上に、どうしよう！ ！って。

藤田裕介 ＠かじ

でもさ、ゆかちんのすごいところは、熱出てても活動来ちゃうところだよね(*̂ )̂vマスク

でふらふらしながら登場したよね。（笑）

飯島理沙 ＠ささ

ね！それはほんとすごい。心配だったけど…。

祐香は 8月にも熱出したよね。こっちもすごく焦ったよ～（・・・；）

鈴木祐香 ＠ゆかちん

いや～ごめんごめん。自分でもびっくりだったよ。普段そんなに熱出さないから。そうい

えばかじは 8月の活動のときに衝繋の一言理沙に言われたんだよね？

藤田裕介 ＠かじ

そうそう。「かじ使えない！」つて。今でもよく覚えてるよ。

鈴木祐香 ＠ゆかちん

かじ、 8月の活動の前日徹夜してたんでしょ～？（^^）

なんか、ね、いいことあったんだよねP

飯島理沙 ＠ささ

かじにそんなこと言ったっけなぁ。ごめんね。8月はJII遊びが前日にできなくなって急逮

計画変えて、余裕なかったんだよね。当日も祐香は風邪でフラフラ、かじは徹夜明けで

ぽ一つとしてて。

あとからかじの徹夜のわけを知って•••さらにもー！ってなったり （笑）。

藤田裕介 ＠かじ

ごめんね。前日のことはいろいろ言うなやぁ照れるから！

でも、俺も夜中にもすげに通ったぐらいもすげ Loveなんだよ？

鈴木祐香 ＠ゆかちん

夜中にもすげ行って…なにしてたの？デート？ （笑）

かじが夜中に行ってたって、この原稿作り始めて初めて知ったんだけど！

藤田裕介 ＠かじ

ちがうわ！さつまいもの苗がビニールシートに当たって枯れないように木を挟みに行っ

てたんだよ。

飯島理沙 ＠ささ

まじ！ ？知らなかった・・・。ありがとう。さすがかじ（^^ P
でもさ～こんなうちらも 7月の活動付近でギクシャクしてたよね。

鈴木祐香 ＠ゆかちん

そうそう。 スタッフの集め方とか• • •それで、 3人で飲もう！って提案して、うちで飲んだよ
ね。お互いの意見をぶつけあって、無事ギクシャク解消！できたよね。

藤田裕介 ＠かじ

やっぱり思ってることを言い合うって大事やな～って思った日だったな。

鈴木祐香 ＠ゆかちん

こうやって仲間の絆が強くなってくんだもんね。改めて実感したよ。この3人の絆は一生

ものでしょ！？ 

飯島理沙 ＠ささ

うん！この3人でもすげができて•••本当に良かった。 これからもよろしくね P

- 55 -



コメントコーナー

[ fl分たちで育てた大豆できなこ作り J‘

育てたもち米でおもちつき ！よいしょ～ ！ 
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亭疇鯰（どり9り）享麿 嘉鬱書脅
農場長

副隈揚長

三石

土屋

梨沙

克8月 松井 遥

1.テーマ・目標

茂菅での農業や自然との関わりを通して、それぞれの季節ならではのものや、生命の尊さに触れる。

2. 1年間の活動

【第1回 4月17日 （土）

⇒4月 24日 （土））

じゃがいも植え、 看板作り

【第2回 5月 15日（土）】

さつまいも ・とうもろこし ・トマト

・ピーマン ・技豆 ・ひょうだん植え

【第3回 6月5日（土）】

田植え、大豆、枝豆植え

【第4回 7月 17日 （土）

⇒7月 24日 （土）】

じゃがいも収穫パーティ ー、

かかし作り

【第5回 8月7日（土）】

川遊び

【第6回 9月25日（土）

⇒9月 23日 （木）】

稲刈り、はぜかけ

【第7回 10月 16日（土）】

稲の脱穀、さつまいも掘り、焼き芋

（第8回 11月 13日（土）

⇒11月 27日 （土）】

ひょうたんキーホルダー作り、 ポップ

コーン作り

（活動後の午後、保護者の方と学生とで

懇親会）

【第9回 12月 11日 （土）】

おもちつき

Ĵ  ／
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虹の懸け橋賞
平成22年 11月9日、第63回JA長野

凛大会において．JA功労者顕彰，優良組
合組織表彰が行われましだ。
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見たちのオリジナル
●川遊び

●ひょうたん

「今年の目玉をつくろう」ということで、林部さん、小池さんと相談し、小さいひょうた

んを作りました。へちまと同じように、水を入れたタルの中で腐らせるのですが、それが中閃

凄いにおいでした。まだ、乾燥させる前にひょうたんに小さな穴をあけて種を出すのですが、

種を雑に引っ張り出すとひょうたんが割れてしまうのでとても大変でした （相変わらすにお

いもします）。

しかし活動の原には、子ともたちは色をつけたり、絵を描いたり、ヒードンを付けたり・・

とても楽しそうに活動をしてくれました！

正副農場長から一言！！

子どもたちのために茂1手の長をやらせていただいて、実際に一番

ためになったのは私自身だと思っていよす』農業の知識はもちろん、

人と1対わることの大切さ 、｛中間と協）］する こと、長としての在り 方

など..。裏方をやって、大変なこと もたくさんありましたが、笑い

あり、涙あり、本当に幸せで、濃い一年間でした。茂性はいつまで

も、私の心のふるさとです。11代茂苦に関わって下さ ったみなさん、

ありがとうございました （三石梨沙）
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「子どものために頑張る」、当たり前のようなことかもしれません

が、茂囲の活動を通して強く心に残りました。今も教師として働い

ているわけですが、その大切さを実感しています。また、茂せのI災
場に関わる中で、人のつながりの大切さを感じました これからは

茂菅での学ぴを生かし、誰かを本当の、意味で支え、文えてくれてい

る人の想いを感じ応えられる人になりたいです ！（1：屋克明）

子どもの笑顔とたくさんの人に支えられて l年11il活動でき

ました。子どもたちが、楽しみながら何を学べるのかを真剣

に考え企画する こと、活動では、人との閲わりを索肛に楽し

むことが大切だということを実感しました。（松井遥）
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赤裸々Talk～今だから言える裏話～

ポンプ当番の初日土屋寝坊事件！

（三石）まさか初日から忘れるとは思わなかったよ・・・。

（松井）大学生の行動時間じゃなかったもんね（笑）

（土屋）いやほんとにやばいと思ったから。だって20分くらい遅れちゃ

って。あの坂下ったら、そこには、腕を組んで仁王立ちで御怒

りの農家の方がいてね・・・。すっごいへこんだな・・・。

（三石）・・・。長くない？

（土屋）めっちゃ大きな声で、 「何時だと思ってるんだ！ ！」つて怒ら

れました・・・。田んぽの水入れは、器家の方々の信頼関係が

とても大切で、時間通りにやらないってことはみんなが心配し

て、信頼を裏切ることになるんだぞ ！！と教えていただきまし

た。

（松井）（あ、スペースが終わった..•。)

虹の懸け橋賞 ！

（三石）貸金5万円！ ！ ！ ！ 

（松井）今まで代々引き継がれてきた茂菅の活動が認められたんだね。

（土屋）すごいたくさんの人の前でプレゼンテーションしたよね。

（三石）新聞に何回も取り上げてもらったけど、茂菅の良さが認められたっ

ていう感じだったね！

（松井）うん！代表で表彰席に出席できてちょっとうれしかった！

11年間活動を続けてこれたのも、先代の先輩方や林部さんをは

じめ、多くの人のおかげだし、本当に感謝だね。

茫

ベスト 3

（土屋）あらためて茂菅の農場が積み上げてきた歴史を感じたなぁ。たくさんの人に支えられて続い

ていく活動つて本当にすごいと思う。

（三石）ありがとう！ ！ 

土屋脱退の危機！ ！ ！ 

（三石）ナンパー1といえばやっばりこれでしょう！土屋脱退の危機（笑）。

様々なことに手を出した土屋がショートしてしまうという事件ね。

（松井）パラパラになっちゃって。生協で話し合いしたね。これからどうしよう

かって。

（土屋）他のキャンプの企画にも追われて｀完全に死んでた時期だった...。

「なんで茂菅の活動やっているのか、よくわからない」的な爆弾発言

していたしね（汗）。

（三石）フラれた彼女みたいだった（笑）。でもちゃんと話し合ってよかった！ ！私も長としてのあり

方学んだよ！

（松井）そこから残りの活動にも力入れ始めて。やっぱ子どもの笑顔みると元気が出たよね！

（土屋） 3人で話し合って、ちゃんと自分の気持ちに整理つけて本当に良かった。子どもたちの笑

顔のために頑張って、ちゃんと意見交し合って計画しないと、本当のやりがいは得られな

いってわかったし。ありがとう茂菅 ！！ 
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コメントコーナー
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11→ レ
はゼかけはみんなで協力して

やりました！高い所に登って…

はやくお米が食ぺたい！ ！ 

快晴に恵まれいも掘り 1

誰にも負けない大きなさつ

まいもを掘るぞ！

千歯こきで脱駿女穂を落とすた

めに力いつばい引っ張りました！ Myひょうたんの色つけ

中・・・。オリジナリティあ

ふれる作品が沢山！

60 



平成23(2099)年度活動紹介

1. テーマ ・目標

農場長 井出愛香

副農場長 菊池智香澗口歩芙

茂骨•I器場の自然や茂店に関わる人たちに触れる中で 、 新しい発見や挑戦をしたり、新しい仲間を作

ったりして、子どもが笑顧になる。

2. 1年間の活動

【第 1回 4月 1613】

じゃがいも植え

【第 2回 5月 21日】

夏野菜を植えよう ・祐板作り

【第 3回 6月 11日］

田植え ・枝豆植え

【第4回 7月 16日］

フナの放流 ・じゃがいもの収穫 ・

そば植え ・花火

【第 5回 8月6日1
夏野菜の収穫 ・スイカ割り

【第6回 9月 23日］

ひょう たん、 へちまの収穫 ．

稲刈り ・はぜかけ

【第 7回 10月 15日】

焼き芋 ・落花生の収穫

【第8回 11月 12日】

ひょうたんペイント ・

マリ共和国への絵

【第9回 12月 10日］

おもちつき

［第 10回 1月 21日1
おはぎ • そばクレープ

【第 11回 2月 11日1
お而作り・豆まき

- 61 -



私たちのオIIジ十IL
〇おそば

〇夕方からの活動（花火）

0 1、2月の活動を追加

• なんで 12 月で活動が終わるんだろうという疑問からやってみました。

保渡者の方から「冬は外で遊べないから婚しい」と言つていただけました P

子どもも学生も楽しく活動できました！！！

1月にはおはぎとそばク
レープを作ったよ。

1年問の茂菅での活動で私が 1番学んだことは、仲間の大

切さでした。特に、歩美と狩香がいてくれたおかげで活動が

できたと思います。教師になっても他の先生、保獲者の）jと

一緒に—fどもを教育してtヽきたいと思し、ます。 （あtヽか）

何かひとつ方法を決めると「これ

しかない ！」と考えてしまうことが

多かった私が、年齢眉の広い方々と

接していく中で柔軟な発想ができ

るようになりましたc 今後の生活で

は茂菅で身につけた）］を発揮して

いきたいです。（ちか）

多くの人に支えられていることを

学びましたc 茂特に関わっている誰か

が欠けると、活動は成り立ちません。

たくさんの方々の協力によって活動

ができたと感じています。また、長期

で1甜lわることで見ることができた、子

どもたらの成長がありました。（あゆ

み）

正副農場長

から一言！！
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平成24(2012)年度活動紹介
農場長手塚亮介

副農場長井上甲斐遠山芽衣長田侑里子

,. テーマ・目橿

茂菅で命を育て、作物としていただく活動を通して、土｝光、風に釉れ、感謝の心を育て、として楽しむ。

英語体験、及び活動を通した交流の中で、子ともが様々な人と間わっていけるような能力を育む

2. J年間の活動

（第 1回 4月 21日］

じゃがいも、人参植え

［第 2回 5月19日】

反野菜植え

［第 3回 6月9日】

I •11植え、大豆植え

［第 4回 7月21日】

じゃがいも、人参収穫

［第 5回 8月 11Fl l 
反野菜の収穫、カレー作り

［第 6回 9月22日】

稲刈り、はぜかげ

［第 7回 10月 13日】

脱穀、焼き芋

［第 8回 11月 10日］

おでん作り、ひょうたんベイント

［第 9回 12月 15日】

もちつき

［第 10回 1月 19日】

野菜ケーキ作り

［第 11回 2月 16日］

豆まき、恵方巻き作り
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私たちのオリジナル

［英語活動］はじめました！

第 13代目の茂菅では，活動の中に英語体験を取り入れ，プラザ名も「信大茂菅 FarmingVillage」

という名前へ変身しました。英語活動は， “Goodmorning!"の挨拶から始まり ，ダル トン先生ととも

に作物の名前を英語で発音してみたり，英語を使ったゲームを行ったりしました。英語活動を通して

子どもも学牛も，様々な人とつながることの楽しさを感じてく れたらいいなという願いを持って活

動 してきま した。

1年間大変でしたけど、 1年間ずっと茂菅に関われたって

だけで、率直にすごく楽しかったと思えました。普段の茂菅

の 「楽 しい」って、その分の努力があってこそ成り立つのだ

な、ということを実感でき 、良い学習ができた気がします。

茂秤での活動をさせていただいて、

たくさんの方にお世話になり 、関わる

ことで私自身が成長させていただい

たと思います。茂菅があったから今の

私があるのだと思います。

井 lこ甲斐

茂行の活動を通して，「茂昔J謳易Jがなけ

れば出会えなかったであろう様々な方とか

かわることができました）その中で，自分が

いるんな方のおかげで活動ができたのだな

ということをしみじみと実感しています。茂

背で得たつながりは，ずっと私のことを支え

てくれると思います！

正副農場長から一言！！
遠山芽衣
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赤裸々Talk～今だから言える裏話～

散解
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実はさあ、バイトの食い切れなかったまかない（酢飯）を茂菅の地中に

埋めてたんだよね。

かい君、 しょっぱなから飛ばすね。

大量のシャリ （10合くらい）を一気にもらうんだけど、いつも食い切れ

なくて •••いや、俺はただ、米で米を育てたかったんだ！ ！ 

あ！あの魔女スープに浮いてた白いものって、もしかして・・・

（遠い目）

…ところでさ、俺らの代はリフレクションの後にダジャレやってたよ

ね。

…そそ、そうだよー！いつも締めの時にぼそっと言うんだよ

ね！

J
 

休日はいもホリデイ女とかね

・・・て、手ごわい・・んんん • ••I ＼ッ！ •••石力巧吾ちた、 ストーン！！

そんなの言ってないでしょー！！かいさん、改直だよそれ…ふふ

口
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コメントコーナー

鍬で北Illを耕しまくるぞー！！

11i・い中だったけど、みんなでやると楽しい

ね！

林部さんや小池さんに教えてもらって、

鍬に詳しくなりました！！

- 68 -

雨の中での田植え、泥んこになっ

てはしゃいだよ～ ！農作業の後に

食べるおにぎりの味は格別ですな

ぁ。

心を込めて田植えをし

ました！！

夏野菜を収穫してカレーにして食ぺた

よ。みんなで育てた野菜の味は、いつ

もより何倍も美味しく感じました。

ただ、カレーはやっぱり

辛ぇ…。今日も農作業

おつかれ一さまでした ！



平成25(20J 3)年度活動紹介
農場長永原正裕

副扇場長飯島香純那須綺太郎

1. テーマ・目標

自然の中に身を投じ、股業 ・エ作 ・料理などにより自然の恵みを体感することを通して、自然を

身近に感じ、子どもたちの生活がより嬰かになる。また、普段何気なく口にする食べ物の生産から販

売までの食の流通について知り、食べ物についての見識を改める。さらに、異文化との交流を通して、

子どもたちの好奇心の幅を広げる。

2. 1年間の活動

【第1回 4月20日（」：）］ 

じゃがいも植え、障害物リレーin茂菅牒場

【第2回 5月18日（土）］

夏野菜植え（さつまいも、とうもるこし、

ャーコン）

［第3回 6月8El （士）］

田梱え（占代米で 「モスゲ」の文字を描いた）

大豆 ・小豆値え

［第4回 7月20日（上） ）

じゃがいも収穫、かぽちゃ植え

［第5回 8月 11日（日） 】

とうもろこし収穫、大根種蒔き

［第6回 9月21日（士））

稲刈り、はぜかけ、白菜種蒔き

【第7回 10月 13日（日）］

脱穀、さつま芋収穫、焼き芋、 1州場式

［第8回 11月 10日（lヨ） ］

ハロウィン（かぼちゃのランタン作り、

自然物を使った仮抜）

［まぽろば祭 11月 30日（土）

~12月 1日(r-l)] 

収穫したさつま芋を焼き芋にして販売

【第9回 12月21日（上） ）

もちつき、いも判作り

［第 10回 1)=]11日（1：：.)]

餃子（乍り

（第 11回 2月 15日（土）］

豆まき
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0古代米で「モスゲ」の文字
現代米とは色の違う古代米 「しなの深糸l:」を使って、「モスゲ」

の文字を浮かび上がらせよう 、という試みをしました。稲刈り
の活動の際は、「肖前の台嵐で周りの稲が倒れてしまって文字は
分かりにくくなってしまいましたが、一時期は写哀のように、
しつかりと 「モスゲ」と浮かび上がっていました。古代米は、
お赤飯にして美味しくいただきました ！

〇さつまいも販売
茂仔I農場で穫れたさつまいもを、焼き芋にしてまほろば祭

で売りました 得た収益で、＋どもたちへのプレゼントを買
い、最後の新動で渡しました 「自分たちで作ったものが、回
り同ってこんなものになるんだ ！」という、ちょっとした経
済活勅の一端を体験出来たらいいなと思い、企画しました。
値引きをしてみたり、屋台から離れて売り歩きをしてみたり、
存板を工夫してみたりというセールス活動の結果、計約 300
個を必り上げました ！写哀は、全て売りきった時に最後のお
客さんと一緒に撮ったものです。

正副農場長から一言！！
自然(/)中で元気いつはい、日を輝かせて新動する子どもたち。

そんな茂仔の風娯に、惚れ込みました。茂ti:(/)魅力を沢山の学生

に伝えたい。そう思い、農場長を志即しました。辛い事は沢山あ

りましたが、多くの人の助けを借りつつ、ここまで来れました。

心から、自分は幸せ者だと思います。 永l瓜正裕

茂件に始まり、茂背に終わる。そんな 1年になりました。

咋年-1J=jに、 1iill／農垢長の役についてから私の大学生活はいつ

も茂秤と共に(Eったといっても過言ではありません。JAな

がのの小池さん、りんご農家の林部ご夫森、上井先生やた＜

さん())（中間に支えられ、子どもたちと自然と思い切り触れ合

うことができ、私は幸せ者です。 飯品香純

茂秤J農場は、自然と共生することの厳しさを私に教えてくれま

した。H々変化する漿様に順応し、野生生物と知恵比べをし、立

派な作物を育て上げる。そのために大切なことは、何事も謙虚に

受け人れること。これは、教育にも繋がることだと思います。本

当に貴直な ］年を過ごさせていただきました。おlIL話になった多

くの方に感謝の気持ちでいっぱいです． 那須絢太郎
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赤裸々Talk～今だから言える裏話～

科古代米で「モスゲ」の文字描いたよね！

あれ、準備大変だったよな～・ ・。

どれが古代米の苗かわからなくなりそうだったよねー！

そうだった。ただでさえ餅米とうるち米で見分けがつきにくいのにね。

思ってたより古代米の稲が紫にならなくて｀ちょっと焦った・ 。

「モスゲ」の文字もあんまり見えなかったしね ・・・ 。

私が実習中に見に行った時は。きれいに見えたんだよ！

その感動をみんなで味わいたかったなー。

でも、香純から送られた写真を見て、実習の疲れが吹き飛んだわ （笑）

｀
 
'--

確かに！写真に「モスゲ」の文字がはっきり見えて、すごく感動した！

それが台風のせいで稲が倒れて｀文字が見えなくなっちゃったんだよ

な～ ・・・ 。

みんなで坂を登って上から文字を見た時も、子どもたちは微妙な反

応だったよね （笑）。 自然を相手にすると人間って無力だね （ちょっ

とかっこいい）。

植える時は、文字の大きさの計算とかどこまでを子どもに任せるかと

か、どのくらいの量の古代米が必要かとか、考えるのが大変だった ・・。

そこは、数学専攻の僕が活躇するべきだったけど、まぁ無力だったね！

代わりに、数学が得意な僕の友だちが大活躍してくれた。

まぁいろいろあったけど、意外と古代米美味しかったし良かった

じゃん P

うん、食べちゃえばみんな同じ！
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日然のものを使って、

こんなワ イルドな仮装

ができたよ ！

すごーい！！
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急げ～ ！ 

ボールが落ちそう ・・

くわ重いけど、

いっぱい耕すぞぉ ！

ぱい売りました ！



女学生から感謝の気持ちを込めて、林部ご夫妻に贈られたプレゼント＊
｝どれも手作りで、今でも林部ご夫妻の宝物ですP

L

、
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門ぞヨ顎

掛け軸
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お母

料理
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茂菅学生スタッフの樹

「信大，党皆ふるさと牒場」の活動は、花副農場長以外にも、多くの学生スタッフ (l~4年

生、他学部生、他大学生、大学院生、留学生）によって支えられてきましたc 股均で子ども

たちと過ごした体験や思い出は、 卒業後も様々なかたちで生かされています。

も ＇`10烹い出

宮山裕子

当時0石だ名

ゅうこ

卒

平成15年

員湯に足繁G邑う私たちに．f作物は足音を聞
いて百つ』と言ってくれた林部さんの言厖が忘
れられません。「愛情深く育てれば、 立派に百
つJ農稟も教育も過じるところがあるんだと気づ
かされました．たくさんの学生と子どもたらを百
しててくれた農場、林郎夫妻、土井先生に感謝

も言lfc;)患い出

岡部桂子

遍峙0あだ名

くろすIt

卒

平成l5年

召会育ちの私のAnめての晨作稟体験でUこ．
田樋えのぬるぬるした泥の感触．自分の分担
の畑でとれたホウレンソウの甘さ」本部さんの
お宅での楽しいひと時、汽璽な経験がいつばい
です．小学校で．子どもたちとさつまいもやトマ
トを百てる時も、経駿がとても役,:tr.ちましt:;;
井先生」本部さん、JAの皆憬、本当に

ぁりがとう三幽止出，tこ竺

西川澄

嵐峙の高ピ名

すーみちゃん

〒貫守

平成16年

も`ifの烹い出

もすげの農填・・というよりは、学生時代に林
部さんに大変お世話になりました．子どもたちと
一緒にリンゴの作集を教えていただいたこと、
林部さんを遇じてたくさんの人に出会えたこと
は一生の宝となっています．
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町田滝太

当時のあだ名

＇）ゥうた

卒戴年

平成15年

茂菅農場での思い出 BEST3
第1位ヒルに吸い付かれ足が血だら9す
第2位早朝（朝5時から）に土井先生と窯刈り
第3位林郎さんの家で食ぺたおにぎり

自分が経験したことしか子どもたちに伝えら
れないので、本当に費重な時間でした．

小駄あかり

も言げネーム

ビッピ

卒 年

平成16年

ジャージを着て．みんなで自転辺をこいT3畑までの
道．夜中までみんなでたまった樟竹の翡屋．ぃぇ
いえ、遠んでいただけじゃありません 1子どもたち
の顛を思い浮かぺてあーでもない． こーでもない．．．
とても大切な時間デシタ女

名前

比嘉隕子

当峙のあだ名

卒

平成17年

も` ＇f0烹い出
比較的都会（？）育ちの私にとって，茂青の一
醤の息い出ば子どもたちとの触れ合いよりも
単純に大自然に1iilまれて泥まみれになる楽し
さや解孜感です．卒稟してもう十年近く経ち今
は故撼に帰っていますが，あの絶景は今でも
lt明1：：脳裏l：：煉き付いて閑れません（笑）



名詞

亙
藤田優子

当峙の石だ名

ゅうこ

卒戴年

平成17年

もオげの患い出

茂胃に来る観子は農頃での活動をとても楽し
みにしているように見えました．親子で共感しあ
える活動tiと思いました。そして會りんごの花に
は感動！ ！ひとつひとつ心を込めて育てられ
たりんごだからおいしのだと感じました．

原給更

当時0あだ名

ハラエリ

卒

平冠18年

子どもたちが自然と関わる楽しさ、
る大変さ、地域の方と閲わる素
することができ．小字校での生
な学習の時間で子どもたち
たくさん得ることができま

汲辺彩

あやらん

平成ば年

も言ffC}塁い出

田楢えの際のぬめっとした土の岳鵞稲刈りの
問のザクっという感触、そしてカエルを追いか
ける子どもたちの笑い声、今でも昨日のことの
ように思い出されます。あの峙の経験一つひと
つこそが数員としての私を形づくり｝＂れを高
めてくれたのだと謂信しています．

松澤栄英

も｀げネーム

えみんこ

マ閉守

／鼻上焙文

崖時の高だ名

がみ

卒年

平成l9年

平成18年

も吋げ〇烹い出

私の一番の思い出は．収穫祭のaでもちつきのrも
ち』の役をやったことです．はじめはr恥ずかしいな
.“」と思っていたけれど、白いシーツをかぷって紐誓

するうちにどんどん楽しくなってきたのを覚えていま
す．本番では．見ていた子どもたちがfわあ、もらカ
出てきた！」『もちがのびたー」と笑ってくれて本
~IIしかったです．

どもたちとの紐れ合い、一緒に食
の昧は忘れられません（笑）

緒に何かを成し遂げる貴置な
でした．

U

年

n

↓

m
 

名

成

戸

だ

ゅ

平

ぁ0

年

詞

峙

g

名

当

i
 

JII繕行子

も古げネーム

ともび一

卒 年

平成19年

も.S-lfc;)/!い出
モスゲの活動に初めて参加した時の第一印象は・・
とにかく温かくて楽しいf自然の中に子どもと学生
が共に黒って畑をずるだけて．こんなに選かい雰囲
気で楽しいなんて素紐tiなぁって．歌員になってか
らも.fflでサッマイモやスイカ、ブロア3リーなどを
子どもたちと胄てました。「何でも撓載して育てて

ょう」と息えたのは、モスゲの経験が糧1こ

なっているからなと思います I
名前

阿郎田桑

当鱒の高だ名

ベベちゃん

卒年

平成年

も l̀fCJ/!い出

正直、もすげには数える棧しか令加していませ
ん。しかし、その数回の活動がきっかけで、林
部さんをモデルケースにした卒雄も書くことが
でき、かけがえのない友人もできました．もすげ
出身というには恐れ多いことですが」関われた
ことにとても圧尉しています．

も言げの忠い出

子どもたち、保＂骨の 方々．字生スタッフと
樟々な世代の人とコミュニケーシaンをとれる場
所が茂哲贋場でした。いつも楽しく、あたたかい
場所でした。履場1こ来ていた人たちの笑紐I.I:
今でも心に残っています．
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子

年
深

士

6

2

3

崎

名

し

成

島

だ

平

ぁ

前

蜘

一

名

当

＾
 

布山朋和

出峙0石だ名

ふっくん

卒露年

平成23年

も 1̀1C>患い出
もすげでの子どもたちとの活勤は、とても楽し
かったです．Bl格えや稲刈りをは力して、どろ
んこになりながらやったこと、子どもたちのやり

送げたっていう涵足げな碩今でも寛えていま
す．もすげでの活動が、人との強い病や、選か
さを感じさせてくれました．

も言げの思い出
ゆった～りとした空気
林郎さんとのおほ＆おいしい手料珊
林部さんちに田んぽの綱張りにも行ったなぁ
かかしづくりすいか割り
汗だくの子ども．キュウリにむさぽりつく子ども
農場長・副農場長の、もすげLOVE
大人・子ども1l1l伍なくキラキうしてました

高兄遷饂

当峙0あに名

たかみー

卒

平成24年

n
 

名前

大井このみ

当峙〇ぷだ名

このみん

卒年

平庄24年

も言He;)患い出

青く曙れた空の下、たくさんのかわいい子ども

たちの笑Uが思い出されます．子どもたちと紐
れ合えたこと、（中間の学生の頑張りを近くで見

て刻激をもらえたこと．地域の方と閲わりを持て
たこと．そして目然を感じられたこと。賣重な経

をさせていただき岳謝しています！

も¢Ifの想い出

餅つきや栢え付けの店鯰に出ましたが．裏方
作業の手伝いが多く；子どもと写っている写真
が年間通して1.2枚しかなかったなー．しかし．
茂蓄でついたお餅がめちゃめちゃおいしかった。
あの昧1む朱だに忘れません．

田渭岳註

当笥のぷだ名

石の人切お父さん

辛

平成24年

も可IfOSい出

私の必殺技・・・「餅つきの最切のしごき」「し
め縄Jr赤鬼役」「虫駁りに付き合う」「林親家の
麻を毬めるJrぅねづくりJr!Aの下駐●場の訣
導J「石の利別J

すべての技を使ってし．もすげの子どもたち
！出倒せませんでした｛笑）

もずげの自然と．仲間に感胤

版部直章

崖聞のあだ名

なお

卒 年

平成24年

も言げ0塁い出

年齢の低い子どもたちもいる茂冒I.I:、私目9も
苔1：：戻って思い切リ遥ばせてもらっていました．

「土づくりは人づくりJ．農員を使って土を荘す父
瞑の姿を．子どもがじっと見つめている場面で．
心が辺かくなったことを今でも覚えています

高坂泉

当峙0石だ名

いづみ

北沢填出

もliHネーム

みずさ

卒

平成五年

-汗

平成お年

尼い出

に行くと、かわいい子どもたちはもちろん、
たたかく見守つてくださる保護者さんた
！える．学生同士の準懺や交流．小池

林閉さんの協力ご揖導のもと行う活
あたたかい雰囲気．そんな湯所

も疇げ〇烹い出
茂信での活動で印象に残っているのは、子どもと

関われたことだけでなく.l'ill:?tの方とどんなふう
に関わっていけばよいか少しでも分かったことで

す。最初は何を話せばいいかわかりませんでした
が、子どもの育ちを一Ulこ括させてもらいながら＂
の気持ちを考えることができました．いつでも温か
頃えてくれる茂蓄で、農鵞体験をしながら干ども
たちと保ほ者の方々と触れ合えたことが何よりも
今の自分の耀になっていると感じまず・大変だ

忠いますが、がんばってください．

- 77 -



もオげの想い出

加々芙理沙

も言Ifネーム

さり一

卒業年

平成26年

もすげの子どもたちの笑顔と成長は私にとって宝
物でした。種まきや田植えの時の期待に潟ちた
子どもの表情、収積や稲刈りの時の喜びに湛ち

た表情Itずっと忘れません。収桓したものを使っ
て作ったカレー、おはぎ、ケーキなどは木当にお
いしく．自分たちで汗を斑して作った運成感や喜

び、感I船の気持ちなどをみんなで分かち合うこと
ができました．お世話1こなった地域の方．保護溶、

方には本当に感糾しています．

もさげ0思い出

田口詩緯

も言Ifネーム

しおり

卒藁年

平成26年

ある活動で、自分の位き芋を半分にして私にく

れた子どもの姿を見た時、自分の幸せを相手

に分け与えることのよさ．捻しさを改めて感じま
した．そして、 3年間活動に参加して、茂菅の
子どもたちからたくさんのものをもらいました．

子どもたちみんなの楽しんでいる姿．笑ってい

る紐声などすべてが温かい気持ちにさせてく
れました．茂否はかけがえのないものとして、
私のこれからを支えてくれると思います．

凩岩裕未

も言げネーム

ゆみ

卒鑽年

平成27年

1つ目の思い出は、さつまいも抵りと脱穀で
す．大きなさつまいもが臣れたことと、脱穀した

お米をむいてみると、白いお米と透明なお米が
あったことを子どもと発見して鷺きました．

2つ目の思い出は、ハロウィンバーティです。全
員のランタンを並ぺて邸腿を消した時は子ども

たちと一緒になって感動しました！自然の物を
伎った仮装もいらんな発想に出会えてとって
翠しかったです．

もオIfの患い出

小松一成

も｀げ＊ーム

かず

卒
平成26年

茂晉ふるさと農場は、いつ活動に行ってもとて

も楽しく｀安心して活動ができる湯所だと思い
ます。沢山の自然に囲まれて思いつ切り走り

回り．ただその場所にいるだけで楽しりるブラ
ザは他には昂いと思います．子どもたちのr遠
び」の原点が茂菅にはあり、そんな活勤に参

加することができてとても燐しい気持ちでいっ

ばいです．この活動で学んだことをこれから
の生活の中で生かしていきたいです。

も｀げ02い出

横田克己

も可9イネーム

かつみ

卒 年
平成27年

茂詈の活動に参加したときに後悔しました。子ども

たちの笑韻に溶れるこの活動に、もっと阜く全加し
たかったと思ったからです。雄大な目然に囲まれ、

ゆったりした雰囲気の流れる茂菅で．作物を作った

り、かけっこをしたりしました、茂苔での思い出は数
えされませんが、特に印象に残っているのは．子ど

もたちの稲刈りをするときの真勢できらきらした略差
しです．この素靖らしい活勁の裏には歴代の先輩

方と現正副ヴィレッジ長の努力があると思いまt
しい活動をありがとうございました．
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＇」 も印げネーム

もオifの塁い出

のりび一

卒 年

平成2碑

もすげに3年間呑加させていただきました．どの活

動も子どもと思いっきり走って~ 笑っていたことばか
りだったなあ、と振り返ってみて思います．私は大

学生になるまであまり自然と関わることの楽しさ
が分からなかったのですが、もすげに参加するよう

になって、多くの自然とふれあうことの楽しさを初め

て体験したような気がしました．子どもとの関わりだ
けでなく、保穫者の方や地域の方とも閲われるのも、
すげの一つの兎力だと思います。

山本鍵登

もオIfネーム

けんと

卒
平成26年

この活動では」サッマイモ冠りが一薔印象深い

です．初めはシブっていた子どもたちも活動が
始まるとイモ堀りの楽しさに夢中になっているの
を見て、体験活動の良さを実感しました．

あと、著段関わることのない人たちと交斑ができ
るのも楽しいです．

松川苓央

もすげネーム

まっちゃん

卒 年

，". 平fぬ7年

も言げの恩い出

ハロウィンバーティーが印象に残っています．室
内での活動でしたが、自分たちが育てたカポチャ

をくりぬいたリ、彫刻刀を使って担っていたりして
ランタンを作っていました，その後は、槃っぱや木

の枝で賊を作っていました．至内の活動という関
限された中で、試行鉗l!lを重ね、できるだけ沢山

自然とふれあえるような内容になっていました．
子どもたちも滋面の笑みを浮かべており、最高
活動だと思いました．



も噴lfCl患い出

太田咲

も言Ifネーム

さき

卒戴年

平成27年

茂音はYOU逗の中で私が初めて来たブラザで

した．子どもたちとふれあう時間は晉通あまりと
れないので、私の中でとても楽しかった思い出で
あり、またg分自身が関わることができたことだ

と考えます。茂醤との出会いから、子どもとの関

わり方を学び、考え視野を広げることもできま
した．子どもたちと充実した時を送ることができ
た茂曽1；；；、最高の思い出です！ ！ 

土屋孝将

も古Ifネーム

っっち―

卒年

平成27年

も言Hの塁い出

もすげで運動会をしたことが思い出です私目
2あまり自然の中で走り回ったりしたことがな

かったので｀目分の中でも貴鵞な経験になりま

した．また．子どもが伸び伸びとして活発に勤
いている姿があったり．協力し合う姿があったり
と、r子ども」を学ぶことができる場面が多qあり

ました．子どもがやりたいようにやるという茂
の方針はとても好きでした．

中村速斗

も｀げネーム

はやはや

卒年
平成27年

も`HO烹い出

工字部ながら11月で6回目の活動参加になりま

した．着殿｀子どもたちと一樟に活勤することは
ないので、毎回毎回がとても新鮮でした。みんな
で棄しく遥びながら野莱の復を撞え、そして収穫

し、女のありがたみと喜びを感じることができる
窯靖らしい活動だと思います．

も疇If0忠い出

不田遠也

も言げネーム

たつや

大自然と出会い成長する子どもたちの姿がもう

見られなくなると思うとさびしいですね。どこにで
もあるような土やほ物ば、茂官の子どもたちに

とっては大切な遊び友だちだったように思います．

僕自身も茂菅の子どもたちに退れまわされなが

ら、自然をgi!irこ怒じる茂菅の活動の中で多く
のことを経験し、学ばせていただきました．これ

からも茂＂で百った子どもたちが自然と友違で
り籟けるとうれしいですね．ありがとう茂冒

磁本菜寛

も Ìfネーム

ホーリー

卒 年

も言lfG>烹い出
平成27年

私自身にとって初めてYOU遊に参加したのがこ

の茂菅です。数々の活動の中でも、私はいも屈
リがー寄印象的でした．子どもたち一人一人が．

まるで宝物を探すかのようにさつまいもを掘って

いました．＇りや紐を泥で汚しながらも精 一杯探す
樟子は．農業に携わるからこそできることなのか

と感じてい訂．そのような姿が沢山みられi茂
百で活動できてとても楽しかったです．茂fi:湯

ありがとう！
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池田隼人

もオIfネーム

はやと

卒戴年

平成27年

もすげ農場での活動で一番印象に残っている

ことは．炎天下で子どもと遊んだことです．汗だ
くになって農場を走り回ったり、火をおこしたり、

JJIで遊んだり、時にはテントでぐったりしながら
騒をしたり、 とにかくたくさん逍び、笑い合いまし

た．今思い返すと、よく熱中症などにならずにす
んだなと思っています（笑）

北村生一

も l̀fネーム

しゅんち

卒鑽年

平成27年

もすげの翠い出
茂蒼農湯の活勤に参加して3年．豊かな自然の

中でたくさんの思い出をつくることができました．

中でも毎年台加したじゃがいもの収穫は祐く心に
残っています．子どもたちが大きなじゃがいもを
掘り出した時のうれしそうな笑賊l;tすごく輝いて

ました．
僕のYOU遁の出発点も、元気な子どもたちと成

長していくことができたのもこの茂菅良湯．茂誓
最高の環現に感謝しています．ありがとうtへ；

も!$"Ifの患い出

宇治貢

も言Ifネーム

みつつ

辛 年

平成27年

もすげはとても自由な活動だなあと思いました。
子どもたちがやりたいことを行うということで、a
初はとまどう郎分がありましたが、慣れてくると．
活動の良さを味わえるようになりました．田樋え、
さつまいも混り、大豆などたくさんの作物にふれ

られる活動に4回しか自分は行けなかったので
とても残念でした。農場での活動は自分にとっ

て忘れられないYOU道の活動になりました．あ
:)がとうございました．



..t野域

もすげネーし

あかつき

｀ 卒戴年
平成埠年

も貪lfOI忠い出

履初の頃は石も左も分からず、子どもに対して
伺をすれば良いのか分からず、あたふたしてい

たのですが、先輩方がサポートしてくれて．だん

だんと茂菅の活鯰が棄しくなりました．自分が
教員になろうと思えたのが茂呑で見てきた子ど

もたちの笑顔でした．この素蹟らしい活動がで
きたのも、土井先生をはじめ、林剖さんや茂菅
の活動を支えてきた多くの方々のおかげです

ありがとうございました．

贔：：：：み：
も言／f0塁い出

茂冑農場の活動で一醤印象に残っている活鯰
は田tiiえです．最切は田んぽに入るのが気Hち

愚いと言っていた子どもたちも、田埴えが始まる
と足庄みれになりながらもとても楽しそうにしてい
た姿が注く心に残っています．

萬澤栞旦

も言げネーム

しおり

卒年

平成29乞

干どもたらはいつでもすごく元気で明るくて、自分

に元気をくれて活動のあとは、 子どもたちが正しく
なりました．多くは参加できませんでしたが、子ど

もとたくさんふれあいながら多くの体験ができて、
自分にとってすごく大切な経験Iこなりました．

上原環笑

も言Ifネーム

えみ

卒 年
平成28年

茂胃の活動には三回ほど参加させてもらいました．
一醤印諏1::.仕っているのは、 Ill植えをしたことです．
幼い頃にやったのを思い出すこともできたし、何よ

り．；がくて謹だ！と言っていた子ども遠が拾々に田

埴えを栄しんでいる姿を見ることができて、自然1::.
触れることの大切さを実感することができました．
また、初めて参加し1こYOIJ遊の活動が茂腎の活動
なので．ずごく印象的です 1ありがとうございまし、

'こ．

塩崎直介

も` ’-fネーム

しおけん

卒 年

平成28年

大学に人って初めて本格的に子どもたちと閏わ

る活動がこの茂胃農場での活動でした．子どもた
らと一釦：：田頃えや椙刈リをするのは、とても新

“なことでしたし．とてもすばらしい体はがでをま
した．―醤の思い出は、田11えのとに子どもた
ちと田んぼに入って．泥まみれになったことです．
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も•11G>忠い出

太田宏平

もitl-fネーム

おおたけ

卒

平成28年

YOU遊のもすげの活動は、先輩に声をかけてい
ただいたため、一年生の時から参加していました・

他のフラザと比べると・小さい子どもが多く、積瑾

的に畑仕事に敢リ組む妥やJ9子の1111わりをよく
見ることができるのが、茂胃のもすげの魅力なの

かなと思います。慎自身畑仕事は今までにしたこ

とがほとんどなかったので．常に妍飢味のある
こも翠しい活勤でした，

も｀げ〇零い出

金沢優花

も貪9fネーし

ゆか

マ霞汗

平成28年

私が初めてVOU遥の活動に参加したのが茂曹で

の活動でした．茂廿の農場で子どもたちとのびの
びと過ごす半日が．すごく充賽したもので奥し
かったです．私が行った中で一醤大きな行事は

田埴えでした．子どもたらも自分もどるどろl:.llり
ながらも一生懸命やり．早く育つといいと笑Uで

話す子どもたちが印象的でした．茂廿での活”
ばとても有意毅で、自然を通して人と触れ合う一
の素蹟らしさを実略することがでeまし／二，

松元可閉干

もオげネーム

かなこ

卒戴年

平咸29年

茂瞥での活動は子どもたちとの交流を過して毎
回たくさんのことを学ぶことができます．子どもた

ちとの農場活動や遊びの中からだけではなく、保
謹者や先輩方からもいろんな考えや工夫なと’

Ui々なことを吸収させてもらっています．ハロウィ
ンのカポチャのランタン作りで0ウソクの火が灯っ
た時の子どもたちの憤しそうな顧を兄て、払まで

とても燐しい気持ちになりました．これからもい
んな活動に参加していきたいです．



茂菅農場に参加された

子ともたち、偏護者さん、ありがとう

人地の恵みの素晴らしさを感じて欲しいと足、Lヽ、小 2から小6まで参）Jl1し走した物を作

ったi)、作物を育てたりすることがflJきになりtした．目然が好きになり、野菜も大好きに

なりましたe もちつきの時は、杵を持つ姿が様になってきて、みたらしあん（ヤりがとても上

和こll凍て、びっくりしJ：したこ

自然の中で、色々な事を感じることが出釆たと思し、ます｛，：大のお兄さん • お姉さんにも
かわしヽがって故き、本当にありがとうこ ざ`い主した、＇

大日方佐江子、将人

参加年度： H20~24

印象に残っている活動ば、田植えでナ素足て入った時り）、

泥V)感触が氣打ち良かったです｀稲刈りのあと、しめ縄作り

をし Eした すぐ：こコツをつかみ、 I手く ll1来る上うになり

よしl：： 一ざくつ」としヽう切った時(/)感党が氣持ち良かった

です

学ヤえの授業で鰍で」：を起こす時、府を使う 前に水にi:l:け

るのぱどうしてかJと先生に間かれt-(/)で． I1,(/)部分に水

をi:よげると、 Kがふやifて外れづらくなるから lと答え上

Lた周り(/)如鱈知らなし、ことでも、茂竹でやったからこ

そ、答えられることが何度もありました，

i‘粁段接する機会が少ない異年齢(/)人たち：：：＇染しく過ご寸渇力は、

安心で居心地が1込し、場になると思します• I•も作に参 IJJI Lて 4年11

になりま十か、初!-I)は田んぽに人ろうとしなかった長男が「オレ

絶対：こm植えやりたし、！」・稲刈りも行く！ 」と言うようになりま

した，

また、大き く なってきた子どもたちにほ、 l| —同の活動を陰で

必えてくれてし、る人(I)存在も、伝えていきたし 、と思t、ます

稲刈りがf.Il象に残ってし、ます。らようど人が少なくて、 一人で

し、，っぱし¥ilJりました。でも、ナぐに終わらせる.:とが出米よした

叫直えも面(Jかったで十。泥に人った時(/)硲触が気杓ち良かった

です。

Lゃが、、も掘りも、 rと(/)< •ンし・沢 I I Iあるかな？ J ／ .9て見つ：t

たりする (l)が而白かへたでず昨年 (H24年度）は 17個くらい

l経れたのを今でも党えていますn

l
"
3
 

,ar 

芸

尖
ヽ

↓̀'‘ 
'礼

/

9

、

’

J
.
t
 

＇ -ヽg
 

u
 

．
 

しヽ
f'べ

-.L‘ 

スイカ割りが印船こ残ってlヽ ます。割れた 7、イカをfどもたちか競争(/)ように何仰もか、ぶりつし、て

いました，茂けで獲れた作物を炎味しそうに兵べか(-ども(J)面を見るのは妍Ltヽ し、tl分も人勢(9))J

と食ぺるのば楽しいですニ

学校の先生と：士迩う、また授業とも迎う、大人も 1こどもも{111ぴ伸びと笑面になれろ＇＇もすげながら

の雰囲気”を作っていただいて．感謝Lておりますっ

安茂里の力で川遥びLた0)が「II象に残っていま十 学生と・

緒に、バックやカネチョロ、カエルなどをhiitえて近んだのが

：染しかったですV サッマイモ(I),打をt直えて、;:.-才しを収飩してや

きし、もをおし Lヽく食寸こり、その時に焚火芍屈んがりするのも

楽しかったです

学生が用水路の水を汲んできてくれて、それで遊ぶ(/.1も楽L
かったで寸”

参加年度： ～H25 

- 81 -



イモ掘りの最中に Iti大将が出てきたり、はぜか：1をしてし・る時に人きなカュルが出てきたり．

Inんぽ；こフナを放した時は、）ぷいところでフナが泳いでいる(/)を見たのば初めてで、とても新

鮮でした
じゃがいも掘り d)時は、大きなイモを掘った時にf翔に日股できたのか船しかったです． t^

生と・岳行にモグラの穴を探したり、網で捕まえたマムシを恨花川に逃がしたりもしま した。

カレー、焼きし、も、おでん。おももなど、何かを料

理したり、食ぺたりすろ活動が好きでした。カネチョ

ロ（トカゲ）を獲ったり、カマキリを獲ったりしよ し

たu ーノナを川んぽに放Lた時は、途中死んじゃったの

がし、てかわいそうで した あのあととうなったのか気

になります。

学生さんはみんな優しくしてくれて、一緒にll)水路

で水近びを Lたり、虫をhliまえたり、千合戦 Lたのも

楽Lかったです
加藤のり -f•、

•• nヽ•9 會'·, 會 ，」 く•

)._:臼 • F淵 ・優弥 ．l糾
参加年度： ～H25 

印＆体験(/)中で、説(1)手を離れても色々な年代の人と関わって欲し lヽ と思、し、、この活動に参

加し主 Lた

学生さんが 、 自由倅放なJ・・どもたち~fj和こし、.,._)し笑伽で侠し、他の場所でば「ダメ」で済ま

されてLtう多少危ない行勅も見守ってドこるお陰で、子ど hたちば本当に伸ぴiHIひと活動し

てします。

了ともたちが今後、何か！こ貨tし、ても、ふと思、し、出して自（石を取り反せるような、そんな＂ふる

さと＂として、 I'兌けをし、つまでも心I))中にととめておけたらと叫ヽま十．

叩鯰が印象に残っていまt （呆育1心Iでもパケ沢こ植えて

育てるこピばし七したが、品足になり nlんぽに入ることがで

きた体験は、彼如ことってもとても大きかったと、lJ:l．し、セナ

始めのうちは）0人に対して人兄知りがあり、学'IV)そばに

b寄って行さませんでしたc しかし、沢Ill(J)学生さんと接す

る中で、 4く人(/))iから学生(/))Jに行くようになり、人）ゞ 、(/)

人見知りは無くなったように思．し、ます

私自身が都会介ちな，I)て、 t・・どもたちには．長野にし、るからこ

そでさる目然体験セしなからfiって欲しいと思い参加しました，

自然(/)必味しい空氣を吸って、七をしヽ じり、もI)）を作る、最・ii(/)

活勅だと思し、ます

最tルはカエルを触ることさえ出来なかった＋ともたらでした

が、 n 然が人:M•さになって、粕匝的，こ触ろ L う！ブ[....,てきました、

また、さ十が教｛f学部の学生さん、 [•どもたちと(/)接し方が 1•• 手

で、十ど bたちも安心して楽しく活動できていろと思い主ず 将

段接する機会が無い大学生のお兄さん • お姉さんが、大好きにな
りました，
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参加年度： ～H25 



参）Jll年度 ：Hl.3

学生をはじめと Lた楳年齢と(/)触れ合いや、四手を感

した戯哭体験が出来ることを期待し、活動に参加してき

主したし

活動の中で、自然にもとても興味を持つようになり K

したし、 lli：年度から始まった外l+」語活動にKって、英点

や外国の）iに腺味を持つことが出未ました

山iIli 1卑秀 • —智

牒勘から(J)'間）道にヨモギをつんでお1.:.tli•にして兵べましに初
めての体験でしたし、とて b楽しかったです 私V).f(/)甲に、私と

学生さんJ)似顔絵を描いてもらったことがありました．それか、本

叫こうれ L くて、そ(/)Hは手をんえなかったことを比えています

今、利はに）,,.|大学教育学名l1に人学して茂•i平の活動に参加 L てい ，セ

す 小さし、固こ学生の皆さんに某しませてもらった茂’iキの活動を、

今度は自分1J・スタッフとして活動させてもらうことになって、とて

もうれll、でナこ すー・どもたちとり）触れ介しヽ）iなど、当時の経験かと

ても役に寸一つています

米作りがとても印象に残ってしばすC ITI値えでは、泥の中に素足で人るという袢段なかなかしないこ

とをやらせてもらったのが、何だかし、たすらをしてし、そ）サtうな気分で、：災Lかったのを：泣えてし、まナ

l'i'なが辺）脱段機を使った脱投紅｝｝めての経験でしたが、学生から色んなrl:絃を受け、安全にやること

ができよした｀，もちつきをしたあとに丸めて食ぺました。とっても美味しかったです，

低HI大学教育学部 3年 鈴加愛里

［収穫したじゃがし、もを、チどもと一緒に食べて lヽ る保護者の皆さん】
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「信-f.;.VOU遊興譲館」

農場〇活動に参加した中学生0声

1. 興譲館とは？
「興譲」とは、「奪うに益なく談るに益あり、談る心こそ一国をも興隆させゆく根本精神であるJと

いう意味である。中国の古典『大学』にある「一家仁なれば、一国仁に興る。一家譲なれば一国誤に
興る」に由来する。江戸時代、上杉厩山の米沢藩藩校「興談館」が最も知られているが、この他に全
国に 5つの「興譲館」があった。「信大YOU遊興譲館」（以下「興譲館」と略す）は史上 7番目の「興
談館」となる。

今日教育現場では、「不登校」問題の解決が大きな課題となっている。「興譲館」桔神に立脚して何
とかこの問題に立ち向かいたいという学生が集まり、「不登校」の子どもの居場所を大学キャンパス内
の北西校舎（旧附属長野小学校）の「松」の部屋に開設した。「興譲館」の活動は、平成 14年～15
年の 2年間実践され、約 20人の中学生が参加し、学生と様々な活動を行った。その活動の中で中学
生は人への思いやりの心や譲る心など、今日の社会に必要な棺神性を育んでいった。

2.主な活動内容
く「興譲館」の位置づけ・テーマ＞
序盤：子どもの心を癒すエネルギー充電期間
中盤～ ：上記テーマ＋ a （社会に出たときに必要な学ぴを与える場所）

(4月～9月】
中学生の様子を理解しようとする、“子ども理解の時期”だった。また、学生と中学生の接し方、対

応の仕方について迷い、シェアした時期でもあった。
[10月～1月］
中学生と学生は随分と打ち解け合い、ただ集まって遊ぶだけでなく、学習活動についての意識が高

まってきた時期だった。個々の中学生に必要な教材について議論を直ね、｀｀教材についての考察の時期”
だったといえる。また、 12月になると、その場限りの学習ではなく、学習の継続性について考えるよ

うになった。

く「興譲館」の運営体制＞
開設時間：水木金 9:00-19:00 
開設場所：北西校舎（旧附属小学校）「松」の部屋 昼食：お弁当か生協食堂

く活動内容＞

【教科の学習の一部】

→『論語』の音読、漢字練習、書き取り、読要百マス計算英語、数学、地理、図エ、美術、
体育、理科、その他受験勉強など

【体験活動】
→調理実習畑作業、竹細工、写生、裁縫、塩の結晶、アクセサリーの製作、ランランの製作、
歌の練習、ベルを使っての合奏、書初め、農家の林部さん宅でのりんごの葉摘みとりんご狩り

【スポーツ、遊び】
→サッカー、百人一首、ジャック ・オー、卓球、バスケットボール、 ドッチボール、コマ遊び、
折り紙、縄跳び
（その他】

→ポットラックパーティーヘの参加、雑談

4月当初、中学生の 1日の活動は、中学生自身が自分なりのスケジュールを立て、それを実行した。
異なる子どものスケジュールに対しては、学生スタッフが臨機応変に対応するシステムとした。

以上の活動に加え、 10月からは 1時間を 40分に区切り、 6時間分の学習カリキュラムを実行させ
た。そのうち、昼休みの一部を掃除、水木の 2時間目を漢字練習、金の 2時間目を体育、お昼～4時
間目を調理実習とした。
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＜卒業式＞
2002年 12月2Orl、クリスマスパーティーが開かれた後、卒架式が行われた。「興謡館Jを卒業し、

それぞれの追へ頑張る決心をした中学生に対 し、学生スクッフ、「眈譲館」に残る中学生から千言ずつ
贈る，一叫‘5と苫い、や惚生からも特にメッセージが伝えられ、涙、涙の卒業式となった。

3. 活動時から [0年が経った今だから言える赤裸々トーク

「興晶館lに参加した当時の大学生や中学生ほ、 l愧洪t丘が閉館し．た後も交流を鋭けてし、る。その
一つが、 1li年休部さんのお宅で行われている新年会である，
,11.成 25年 1月5II （土）に、例年通り 「興版館」のメンバーが林部宅に巣結した。そこで、当時

の活勅を振り返り．あれから 10年経った今だから，iえるエヒソードを、赤裸々に語り合った

（当時の中学生】 【当時の大学生）

町II、IfU)学＇ヒで印象に残っていること（まある？

僕ぱずっと竹．とんぽを作っていたな I'1分用のきりとか金槌とかを持ってき

ていたのを鎚えてしヽる。一祁に活動に参加してし、た小さい了・たちに折り紙とか

を教えて遊んだりしした。

林部さんの11足作業のお手伝いをしたこともあったけど、途中からはl..l坤と

遊ぶ0)に夢中になって、あまり戦｝）になってなかったな～ （笑）。

あの活動は、私が林部さんとりんごの作裳をしていた時に、頻而虫にさされ

て、その時にりんごを脊てるのって、こんなに人変なんだと感じたんだよね、3

それで、ぜひ 「興誤館」(jj子どもたちにも体験してぽしいと ..

それって何か違・)慈図を感じろな～ ！ ！伐たちをしどろもどるにさせようと

いう絃同を感じろ（笑）

いや～、その当時の活動(/)れらし、としては、 —•つのりんごを育てるにも、こん

なに苦労があるんだとし 1うことを知ってほしかったんだよ。その心りぱ皆さんど

うだった？

Ilili蘊いなくいし、経験になったね， りんごの手伝いをした経験は、（災たらU)し、い

思い出になっている，経験を比仔しているのは大きいなc その時は、基本的に一

人でいて閉プ＆してるような感じだったから、「興談館」のような場で同じ会，；れをみ

んなとできるようになったり）lが、し、なと思うこ

僕たちのような、一人でいる時間が大幅に長い迪1.j1が、同じ思いti1をもってし、

ることは中々なし、からね駄

色んな年齢の人と交流がもてた(/)も良かったよねJ枡辿に学校に行ってるだけで

は、 lrfjじ学年と教師にしか出会わなし、し。それに、生徒と教師(/)恙9ま大きいけど、 「興

譲館 1｛こぱ大人と U)箔ばなかった色んな年代の人と関わり合えて、協調性がffま

れた Kれ学校よりも況澤な染l•tl 生活を送る中で、すごく成長できたし、 1埓校を卒

棠した後も、杵通に人と接することができたし、そういう心を育むことができたロ

8fi 



i，（［かに、濃彩な時間を過ごせたよね

勾交に行った時に、心にすごく余裕ができた。それば、「サ1J函館」で授晃以外の

色んなことをさせてもらって、それが経験値になってlヽ るから、,;':j校でみんなが知

らなt、り）に、伐は既に~,ってtヽることがtくあったc

僕ば、教脊現場に人って約 10年が経つんだけど、ふと I腺函館」I))ことを、思い

出すと、•J1 時ぬ活動は絃昧があったのかと疑間に息うことがある。 il洲I. 、当時の

括動ぱ、 J'・ども達がいる所に行って、近んで、1J伯るといった内容で、決してri:i尚

なことはしてなかった。中学生がどういう経緯で「味譲館」に来た(/)かも知らな

(9Iたちは、その方が楽だった。先人fr:¥!があるのも嫌だったしじ他の人達とフラ

ットな関係で過ごせたリ）が、「サii襄ifi.J[)魅力だったなc

伐は今教111liをしていて、が登校(j)生徒がし、る ｀り時と違って、今ぱ教師というtr.

場だから、ヽ 和`1の時と比べて生徒との距離を感じるげど、「興；函館」で活{iJJしてし、

た時の上．）にお兄さんとして生徒と接することはできないC!だから、「り峠節i.i」ti)

経験が今のI’1分に生かされている(])か旋間に感じてしヽた。でも、みんなの話を聞く

と、フラットな閑係で過こせる炭塊があることか、ポ登校び）．i・にとってナこく大切

なことが分かったから、 I興譲館の柄動は．む味があったんだと思う

10年経った今だからこそぷえる話とし、えば、、片時ほ教科学習を活動に取り人れる

7)、とうかで、柚分ともめたよねこ臼II、『(/){}図ま、・I^ども達とし・て楽しし、世料を作れば

し、し、と思ってtヽにだから、学晶を活動に取り人れる怠味が正直理解できなかった

な。学習活動の導入に対して竹成派と反対派て一時期は派閥ができてし‘'によね。

やっはりそうだったんに ！そ(/)窄匁ほ、僕たらも気づいていたよ。 K丈犬かな

って忍ってた（笑）つ

本‘りに今だから話せる話だよれ（笑）

でも、 10年経った今なら、対ヽ‘Lしていた側の氣持ちも狸解できたり十なた

だ楽しし、だけじゃダメだったんたってし‘•う慈見も、今なら受け入れることがで

きろよ。将来を見据えて活動をすることも、とても大り」なんた Kね そのこと

に氣付く())に、卒業してから 6外ぐらし、かかったかなJ

今だから言えるけど、俣ば学習Ilt,t1;• もあったから、その時に勉強をさせられる

(/)ば、すごく嫌だった。
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確かに、 L日の学習計画をたてて、なるぺく学校に近づけるような形で学生

が(t向けようとした時に、すごく反抗する子•もいたよね。『し、やだ～』って言っ

でも、なぜか金llfJ(J)調理＇共習だけば受け人れられた（笑）

•11時、学校に行：ナなかった自分としては 、 勉強に拒否反応があったんだと息、う

でも、受験勉強は楽だったな 大学生がよく教えてくれたし。やろうと思った

ら、すぐに教えてくれろ環境は、すごくありがたかったね。

偲ま、勉強をする時間と、息抜きの時1用をしっかり分けることを教わった。そ

(/)おかげで、息抜さと勉強のオンとオフを切り替えることができるようになっ

たーそれは、専門学校や臼格（／）勉強をする時にも役立ったな.. 

11:活のやり方としヽうか、 リズムとかを学ぶ場所だったよね，，

僕ほ、大学に入った時に「興談館」のようなものがあればいいd)になあっていう

考えが脳裏にあって、だったら発足し Kうと思って教授に相談しましt-...,それは

結局却下されちゃったけど、地城交流サークルみたいたのを作って、お年折りと

料理教室をするような新動をしよした。

そればすこし、ね！その括動のメンバーは、fI分で集めたの？

ぱいe チラ・ンを配って古をかけましたc

よく頑張ったな～ 興談館パワーを発揮したわけだ！

僕も人と話すのを好きになった。小学l女の時、先生恐怖症になって尤牛から逃

げて臣れてし、たけど、「腿談館」に来て、粕神的に成長したと思、う、9 人人の人と

接したり 、横や縦(/)繋がりだとか、自分を客硯的に見ることは、問；如ヽなく「興

＂紺館 」で学んだことだし、それは為になったと僕は忍、う C

私は、子どもを型にはめようとする先生の存在がとても鎌だったんだけど、

誼館に来て、先生の卵の人たちと接する中で、こういう考えをもって自分に接し

てくれるんだと分かったそして、これたJ打ち解げられるんだとしヽうことが分か

って、それがすこく人きかったです。それで、専門学校を無事に卒業して、今は

~I:会人になりました

すばらしい！ ！ 

なんか、上）的先生に似てきたよれ（笑）。
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4. 「興譲館」の活動を振り返った感想

～当時の中学生たち～

く「興譲館Jに行く前と後で変わったこと＞

私は行く前はとても人が1布かったです。なぜかというと、中学時代から激しいいじめにあい人間不

信に陥っていました。その中で同じ境遇の人とは接することができ、そういう私たちと接してきた経

験がある先生のおかげで少しずつ治ってきました。当時の先生に興譲館のことを聞き、当時最初に行

くときは緊張し、怖かった経験があります。しかし、行ってみると土井先生や大学生の方が明るく出

迎えてくれてよかったと思っていました。

その後、私は中学3年生だったので、 1年弱しか行っていませんが最初の頃はどうしても心を閉ざ

し気味ですが、同じ境遇や大学生と仲良くしていくうちに少しずつ、少しずつ人間不信も治り、気持

ち的に元気になりました。沢山の方と接することにより、仲間ができ居場所ができました。これの経

験により現在は高校→専門→就職と出来ました。

＜林部さん家を振り返って＞

10年以上前に行った私たちを覚えていてもらい本当にうれしかったです。元大学生の話を問いて、

当時の私たちの事を考えてくれていたんだなと感じました。こうして話してみるとお互い深いことを

考えていると思います。ただ、こうした話もいい思い出となっているんだと実感しました。

土井先生が「興譲館」を再興したいと言われた話ですが、夢として魅力はとてもあります、実際に

私自身がそうでしたから。ただ現実問題としてはとても難しいと思います。必要なものではあると感

じました。 W. H 

く「興譲館」へ来て変わった事＞

「興譲館」で様々な年齢や考え方を持つ人たちと触れ合う事で通常の学生生活では出来ない貴重な

経験ができたと思います。イジメや病気で不登校だった事は良い事だとは思いませんが、 「興譲館」

で様々な人たちとの活動を通じて、人を思いやる事や自分を客観的に見る等の社会性が身に付いたと

感じます。そして、不登校や病気などのマイノリティを自分で受け入れられた事は、学校に拒絶され

た私を受け入れてくれた「興譲館」のみんなのお陰だと思います。 Y. H 

く「興譲館」に行くきっかけ＞

「興譲館」に行くきっかけは私が中学 1年の時に障害があるというだけでいじめにあった事で学校

に行かなくなったが、担任の先生が毎日学校に来るようにと誘いにきたのですが、その頃の私はクラ

ス恐怖症になっていたので学校に行きませんでした。母と担任の先生が相談して「興譲館」があると

いう事で行くようになりました。 「興談館」では学生と仲良くなれたし、空いている体育館やグラン

ドが使えるので、勉強に行くというよりは遊びに行っている記憶があります。

く今でも役に立っている事＞

新しい事に挑戦する力を身につけたと思います。私が大学生になり 1年から 4年まで地域に関わる

研究サークルを立ち上げ、大学では後輩が今でもその研究を引継いでくれています。

く世代を越えた絆＞

「興該館」で皆と知り合う事ができて今でも感謝しています。当時中学生だった私たちと学生が年

に2回から 3回会うということはまず無いと思う。 o. s 

く「興譲館」を振り返って＞

私が教室へ行かれなくなったのは友人・教師との人間関係が崩れてしまったりして上手く修復でき

なかった事、その一件で教師嫌いになった事が原因だった。当時は校内の別教室に通っており、その

教室に通っていたA先骰と B先生に教えてもらったことがきっかけで「興談館」を知った。不登校に

なってしまった原因が原因だったので人間関係を構築するのが苦手だと認識しており、どんな人がい
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るのかとても心配だった事を覚えているが、すぐに打ち解ける事ができ、その心配は解消した。 「興

譲館」では一日中勉強をする訳ではなく、遊ぶときには遊ぴ、勉強するときには勉強するといったス

タンスだった。学校の勉強を教えてもらう事もあったが、外に出て体験をしたりする課外授業のよう

な時間も多くあった。それが面白くもあり、時に面倒だと感じながらするときもあり…基本的には「興

譲館」に勉強をしに行くというより、メンバーやスタッフに会うのが楽しみで行っていた。

10年という歳月を経た今だから言える事は、私にとって「興談館」は自分を認めてくれる場所であ

り、学校では教えてくれない事を体験できた場所だった。

教師の卵として頑張っている大学生と触れ合った事で教師に対する感情が変化した事、気持ちの余

裕が出来た事が私にとって“エネルギーの充電期間’'だったように思う。教師は皆上から目線で決めつ

けてくる人しかいないと思ってきたが、 自分自身が殻に籠ってしまった為、自分本位でしか物事を考

えられなかったからそう感じていたのだ。導こうと差し伸べてくれた手を取らなかったのは自分だっ

た…と今だから言える。

メンバー・スタッフともに 10年経っても当時の思い出を共有できたし、壁を感じていてもすぐに

打ち解けられた。年月を経ても打ち解けられるような関係を構築できた環境＝「興譲館」であったの

は間達いない。人間関係の構築や当時と変化した考え方というのは、意識はせずとも経験として今に

活かされていると思っている。 U. K 

く参加する前と後の心の変化＞

参加する前の感覚が思い起こせないので、後の変化の話になるが自分と似たような立場の相手がい

ることへの共感と、相手の気持ちを味重するような心構えが生まれた。

＜学生との交流で感じたこと＞

当時の信大生との交流では学校の所謂「先生」と違い、こちらと同じ目線にいようとする姿勢と、

踏み込まずに受け入れようとする姿勢、それに教育に対する熱意のようなものを感じた。それでいて

仲が深まった時もある一定の距離感を保つようにしてくれたことで、 「興譲館」という場に来る事の

拒否感がなくなり、安心感が生まれました。

く活動を終えて、今の生活に活きていること＞

中学校に行かず大学に行き、同年代と語らず上の学生や農業体験での保護者たちと話をしてきたこ

とで、多様な価値観と物事において余裕が得られたということがある。様々な世代の事柄に対する姿

勢を見たり、考え方を聞いたり話たりする中で、自分のアイデンティティの確立がなされ、自分の居

場所が確かに有ったという安心感から、進学し社会に出てからも、他の人からのプレッシャーや悪意

に対しても過度なストレスを受けることはなくなった。これは「興譲館」に参加したからこそ得られ

たものだと思う。 K. s 

～当時の大学生～

西澤俊輔

「興譲館」のみんなに久しぶりに出会って真っ先に感じたことは、 10年という時間の大きさ。当時、

小学生や中学生だったみんなが立派に成人し、それぞれの道をしつかり歩いている姿に感動すら覚え

た。みんなと活動していた大学生だった自分と同じくらいの年になり、しかもあの頃に語っていた夢

を叶えた姿を見ると、少し不思謡な感党にもなるが。

参加してくれたみんなに対して、当時の自分は「学習をどうこう考えるよりも、せっかく来てくれ

ているのだから、ここでしかできないことをやり、みんなで楽しく過ごしたらよいではないか。」とい

う思いでいた。農作業やプレーパークでの体験を通してみんなの笑顔が見られ、それでよかったと思

っていた。しかし、教師として 10年という経験をしてみると、やはりそれだけでは不十分だという

こと、その先を見据えることの大切さも感じる。ただ、目標としていることは人によって様々なので、

一人ひとりの現状をしつかり把握し、そのうえで個々にあった活動、手立てを考えていくことが大切だ
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と思う。当たり前のことなのだが、それがとても難しい。個々に合わせすぎればバラバラでまとまり

の無い活動になるし、かといってすべてが同じでは一人ひとりの成長は望めない。あの当時はそんな

ことすら気づかずにいた。

それでも当時の活動を振り返った参加者のみんなが、「あの活動があってよかった」と感じてくれて

いることがわかり、「とにかくやってよかった」そんな感想を持つことができた。あの当時から今まで、

同じように集まって話をし、酒を酌み交わせるようになっているすべての仲間たちに感謝である。

原山美樹

10年ぶりに林部さんや土井先生と再会することとなった平成 25年新春。彼らは 10年前をどのよ

うに振り返るか楽しみであった。私が一番気になっていたのは、 10年前彼らとしていた活動が、本当

にあれで良かったのかということであった。そう、当時は、こんなのやりたくないと言われていたこ

とも多くあったからだ。 10年たった今、 H君からは、 「確かに当時は勉強が苦手であったから、最初

は嫌だったけど、今になってみると、それが経験値にもなったし、良かった」。 W君からは、 「体験

活動は、内容は何であれ、今も共通の話題で盛り上がれる友だちの存在が貴重」という言葉が問かれ

た。この言葉を聞いたとき、とてもホッとした．．．何か 10年間迷っていたことに答えが出た気がした

からだ。そして、改めて「教育は一日にして成らず」の言葉が思い浮かんだ。彼らは 10年間、様々

な逆風に合いながらも、自立し立派な人間になっている。この自立の始まりに「興譲館」で友だちと

励んだ思い出があることを本当に嬉しく思った。

今教育に対する批判が報道されない日はない。世間の目は厳しい。もちろん体罰のように児童、生

徒の心を傷つける行為は断じて許されない。しかし、それとは全く別で、信頼関係がある上での 1人

の人間の自立を期待しての温かいなかにも厳しい指導は、その時には分からなくても何年か後には、

その子の胸に幣いてくるんだということを改めて感じた。目の前のことに一喜一憂せず、長い目で見

ることの大切さを忘れずにいたい。

小川敦嗣

大学 3年生の時、「興談館」の立ち上げに参加し、子どもたちと貴重な時間を過ごさせて頂きまし

た。当時のことで忘れられないことがあります。「興譲館」の活動についての話し合いで Nさんが、

どんどん学習の時間を入れていくべきだという意見を出しました。ただ子どもと関わって楽しいとし

か思っていなかった自分にとって、その意見は、なかなか受け入れ難いものでした。子どもたちは、

気持ちが沈んでいるんだ、そんな子たちに勉強をさせるなんて酷いとすら思っていました。 Nさんの

意見とそれに同意できない何人かの学生とで大分白熱した話し合いが行われました。そうした中で、

朝の音読や計算練習など 1日のスケジュールが少しずつ決まっていきました。

2013年 1月。「興譲館」の子どもたち（もう 立派に成人していますが）と久しぶりに再会すること

ができました。実は実際に会うまでは不安で仕方ありませんでした。それは、自分が当時、中学生に

何もしてあげられていなかったことを、教員になって初めて実感したからです。今になって考えれば、

やはり学習支援も必要だったと思います。サッカーをしてただただ楽しいだけという関わりは、向き

合っている中学生の進路を真剣に考えていたとは言えないでしょう。しかし、子どもたちからは、当

時関わってくれたことに対する感謝の言葉がたくさん聞かれました。「自分たちは、「興譲館」がなけ

れば、 1人だった。今、こうして同世代の仲間で集まれるのも「興談館」での日々があってこそ」と

いうような言葉を問いたとき、ああ本当にあの活動をして良かったなと思いました。

「興譲館」で学んだこと、「興譲館」のみんなに教わったことは、おそらく自分が教師を続ける以上、

「教師」と しての核になるような体験だったのだと実感しています。この先も、様々な原因で学校に

通えなくなった生徒と出会うと思いますが、一人の人として、向き合っていかれればと思っています。
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「JAながの」0皆織、高りがとう

●99 .＇：．鴬農指勇員Q鷺饉．).,..~蛮祖饂話に登り奎．u..茫．9ヽ●！19●I

1代目 北村典子さん

1.茂菅の活動の思い出、印象に賎つていることを聞かせて下さい。
何もかも手作りでつくりあげたことです。遊休農地を子どもたちと開墾から行い、機械じゃない原

始的な方法で行いました。子どもと地域の方と先生の卵である学生と一緒に、泥だらけになりながら
必死になって作業したことが印象に残っています。

また、田んぼで獲れたお米をアフリカヘ贈ったこともよく党えています。

2.茂菅での活動が参細した子ともにどう生きていくとお考えですか。
消費者の一人である子どもたちがどうやって作物ができているのかを、一年の流れを実際に体験し

ながら学べたことが大きいと思います。
暑さや大変さの中で、食べ物をつくる農家の苦労を知り、収穫の喜びを味わうこと。子どもの時に

感じたことが、大人になってからも生かされるのだと思います。

3.茂菅での活動に関して、今だから言えることは何ですか。
お金がない中でどうやっていくのかを、当時の学生スタッフと悩みました。
例えば、畑でトイレはどうするのか。ぼっとんトイ レをつくるという話まででました。
種、機械など、どうしても必要なお金はすべてボランティアというわけにはいきません。農協のバ

ックアップや当時の関係者の方には多大なご理解と支援を していただきました。
水利権、土地の所有の問題、近所の迷惑の問題など多くの課題がありましたが、林部さんをはじめ

とする地域の方々のご協力があってこそ、このような地域に根ざした活動が成り立ったのだと思いま
す。

最初は作物のつくり方も分からず、松本まで説明を聞きに行ったり 、林部さんに教えていただいた
りしながら、試行錯誤の中で進めていきました。
また、子どもとの交流の中で、先生でも親でもないお兄さんやお姉さんと愛称で呼び合い、とても

楽しく活動できました。打ち合わせの際には、大学の学生食堂を利用させていただき、貴重な体験で
した。

4.最後に、北村さんにとって茂菅とは何ですか。
「信大と地元と農協のコミュニティ ーの輪」です。

子どもに農業を教えたいという目的のために、信大と地元と農協の関わりが生まれました。信大が
あり 、地元があり、農協があり 、人に恵まれていたからこそ実現できたと思います。
今までになかったものをつくりあげるという体験は、必ず社会に出て役立つと思います。

2代目～7代目 大内清さん

1.茂菅の活動の思い出、印象に競つていることを閾かせて下さい。
新年早々、林部さん宅にお邪魔して、土井先生、正副農場長、林部さん、私で新年の年間構想を練

る。この構想に基づいて、毎回の行動計画を農場スタッフが知恵を絞って編成する。そして、実践し
反省して次回に積み上げる、このような学生さんたちの輪の中に参加させていただき、思い出が一杯

です。
各年度ごとに特徴的印象や思い出を記してみます。
2代では、最終作業終了後、参加者全員で旭山と田んぼに向かって大声で「田んぽさん、本当に有

難う」と言って感謝したこと。
3代目では、田植えの後に放流したフナが、秋収穫時水がない状態で足跡の泥水で生き抜いていた

こと。生き抜く生命力を皆で感じたこと。
4代目では障害児が多数して田植えをした後、創意ある茂菅踊りが披露され楽しんだこと。
5代目では地域と連携して用水路当番まで経験したこと。
6代目では、初めてジャンボカボチャの栽培、大きく実ったサツマイモで焼き芋をして、なごやか

に皆で食べたこと。
7代目では五穀豊穣の意味を児童から学生まで実践し、考えたこと

等、目的に沿った活動が多くあり、これらの取り組みに接し、各代の学生スタッフの皆さんは、明る
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く、朗らか、チャレンジ梢神旺盛、人間味盟かで、素賄らしし、先生になれると（伽似したものです、
また、収穫祭のことや大学キャンパスの教奎で「食の安全」についてお話させていただいたことな

ど、数多し、思い出が出米た茂紅＇悶場との関わりでした 写哀（右下参照）は我が家の宝物ですC

2.茂菅での活動が参加した子ともにとう生きていくとお考えですか。
豊かな自然に恵まれた茂管での体験ば、食べ物の大切さ、作る苫労、食べる楽しみ、林部さんより

頂いたりんごや柿の丸かじりをみんなでしたこと、動植物との触れ合い、自然への感謝、集団的規律
など、哨校でば‘;：：べない「生きる）」」「h韓礎））」節を体験することができ、今後に役立つと思います。

3.最後に、大内さんにとって茂菅とは何ですか。
上JI―・先生、志村先生、学生代表の方より要詰を受けおF伝し、することとなり、林部さんと協力しな

がら 6年間お手伝い出米たことは、このヒない卜閲びであります山村に生まれ小、中、 1計、講習所 （現
県牒業人学校）を卒業し、合併前、後の、ながの1農協竹内、及ぴ県での）設業振輿、技術の普及、近休

,:i地活）！］対策、新規就J設者支援など、農業に関わって 40余年、退職し思うことは茂行は心の紺であ

り、人牛の自i丘ともなっています＾
関わったことに感謝しています

＇ 
収掩祭の様fと、学生から大内さんに贈られた掛け軸。大内さんの‘佳物です，

10代目～14代目 小池健さん

1.茂菅の活動の思い出、印象に残っていることを間かせて下さい。
茂竹体操や茂伸股場の歌は茂作らしさが凝縮していると思います。
牒如こ行くと l‘l然にメロディーが頸をよぎり上す：また、活動に向けて1J・前にmんぼや畑をtJI：ッた

り、島や動物除けの網を張ったり 、士井先生や林部さん学生とともにみんなで準備をしたこと そし
てとれたての野菜を）悶場でみんなで食べたことですC

2.茂菅での活動が参加した子ともにどう生きていくとお考えですか？
普段何気なく食べているお米を始めとしたJ農産物がどのように作られているか、実際に牒場で体験

することで、栽培することの楽しさ、収穫した時の函び、食べた時の感動を感じてほしし、、と思いま
す。学生の皆さんにば火際に農場で農業に触れたことが、指蒋者になった際に農業や食について生き
た指森をしてほしいです。

3.茂菅での活動に関して、今だから言えることは何ですか。
子どもたちの田んぼでの泥んこ逝ぴ、Jl]水路での水かけあそびや水浴びは子どもならではの楽しさ

があるのかなと、思います大人だと汚れたり、糾れたりするのは嫌ですよね。(-どもたちにとってほ、
しヽい思い出になるんでしょうれ

4.最後に、小池さんにとって茂菅とは何ですか。
愉快なところ茂昔股場p （茂i1'製場の歌より）
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2.塵代嘗農指導員の皆織への感圃

歴代の護潟長より、お世話になった営農指導員の皆様へのメッセージです。

当時JAにいらした大内清様をはじめ、JAの多くの方々に準偏段階から実際の作業にいたるまで

丁寧にご指導いだだきましだ。まだ、昔の農具をお借りするなど、たくさんご迷惑をおかけしました。

それでも熱心に関わり、温かく支えていただけだことを本当に幸せに思います。こうしだ機会がなけ

れば、蔑業とも関わる機会も、それを楽しさと思える時間も一生涯なかったかもしれません。貴重な

経験を支えていだだき、本当にありがとうございました。 北川伸尚

茂菅ふるさと窟場で、私たちは、｛中閻と協力する楽しさや、子どもだちとの触れ合い、悪業の大変

さなど様閃な事を経験することが出来ました。このような機会を私たちに提供してくださっだこと、

大変感謝しております。社会人になって初めて、学生にこのような潟を提供していだだくことの大変

さが分かりました。ここで学んだことは私たちの人生にとって財産になりましだ。本当にありがとう

ございました。 神林彩井

営蔑指蓉員の大内さんをはじめ、JAながのの皆様には、本当にたくさんお世話になりました。陵

しい大内さんに甘え、私たちはついつい無理なこともたくさんお願いしてしまっていましだ。しかし、

大内さんは学生の私だちの無理難題にもいつも嫌な顔ひとつせす「それならば、こうしてみようか！」

「やってみよう！」と広い心で受け入れてくださりとても嬉しかったです。この姿こそ、「農業のプ

ロ」であると感じさせられました。私も一教員として、大内さんの前向きでさらに挑戦する心を忘れ

ない人を目指していきたいと思います。本当に感諮の気持ちでいっぱいです。ありがとうございまし

だ。 松井泉樹

大内さん、北沢さん、塚田さん。JAながのの方々には大変お世話になりました。

農業は「食」 ⇒「命」を支える大切な仕事です。茂菅の震場で農業を体験し、大学卒業後、中学校

で家庭科を4年間担当させていただきました。食の大切さを生徒達と者えながら、どうかこの中から

日本の農業を支えてくれる人材が出てほしいと子ども達に熱く語っていました。私は、震業ではなく、

教師という職業につきましたが、この職業を通して、器業に目をむけてくれる子を育てていければと

思っています。 平林照世

私たちの知らないところで苗を育てておいてくださったり、子どもたちに農機具を見せてあげたい

からと快く貸してくださつだり、畝づくりや田んぽの網張りにまで足を運んでくださったり・・。みな

さんのご理解と力強いサポートがあったからこそ、私たちはのびのびと活動することができました。

学生時代にみなさんと共に活動を創りあげられたことは私たちの一生の財産です。本当にありがとう

ございました。 宮川はるな
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毎回の活動を精力的に支えてくださった小池さん。無理なお願いでも一緒に者えてくれました。一

緒に汗を流してくれました。笑顔で気持ち良く対応してくれるl」1池さんがいだから、私だちは困るこ

となく、気持ちよく活動できました。私たちの活動は小池さんを始めJAながのの方の協力がなくて

はてきませんてした。本当に感謝しています。ありがとうございました。 飯島理沙

小池さん、本当にお也話になりまし尼。何もわからない私たちに畝の作り方、作物の植え万、手入れの

i士万、収穫の仕方をーから丁寧に教えてくださいました。お忙しいにもかかわらす活動の日以外にも、 1司

度も娯場に足を迎んでくださいました。本当に感謝の気持ちていつはいてす。まだ、同度かJAながのに

お邪謁したり、同気ない会話をさせていただいだりしたこともとても楽しく、大切な思い出です いつで

も楽しく活動を続けてくることができだのは、いつでも温かく迎え入れてくださる小池さんのおかげてす。

本当にありがとうございました。 手塚亮介

一年間、製業の大変さ、難しさ、そして面白さを、沢山教えて下さいました。農業初心者の私たち

にとって、頼りがいのある存在でした。活動の当日や直接ご指尊いただいた時以外でも、日頃から震

場のことを気にかけて、農場の様子を見て適時アドバイスして下さったこともたいへんありがだかっ

たです。 今思うと、浅はかだったなぁと思うところ、失敗だっだなぁと思うところが沢山あります。

すみませんでしだ。本当に、お也話になりましだ。ありがとうございました。 永原正裕

「JAながの」より、製具なとだくさんの支援をいただきました。
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士井先生が語る「信大茂菅ふるさと農場」の歩み

聞き薔き：
教育実践科学専攻3年飯島香純

1．創設秘話

平成 11年度に信州大学教育学部は、「臨床の知」の理念を核とする新しい教育体制に改組され、学
校教育教員養成課程に「総合•生活科教育分野」 が新設された。

こうした動きを受けて土井進教授が開講した講義が「自然体験研究特講」と「自然体験研究演習J
だった。

この授業は、学生が地域の子どもたちと一緒に農作業を体験することを通して、生活科や総合的な
学習の時間の実践力をつけていくことをねらいとしていて、 1年間で約 80名の学生が受講した。こ
こから始まるのが「茂菅ふるさと農場Jである。そして、農作業の特性を考慮し、授業時間は放課後
や士曜、日曜日だった。

しかし、この農場の土地は、もともと大学にあったものではなかった。自然体験の講義を行う際に、
いくつかの条件を満たす土地を貸していただかなければならなかったのだ。
その条件とは、
① 子どもと共に行う活動になるため、子どもの送迎をしてくださる保護者の方々が車を止めるこ

とができるある程度の大きさの駐車場があること
② 作業中でもすぐに用を足すことができるトイレが近くにあること
③ 学生が譜義以外でも頻繁に通って農作物の世話ができるように、学校近郊にあること

の3つである。
この条件をもとに、土井教授と当時の学生は、JA長野中央会を訪れた。平成 11年8月のことだっ

た。もちろん一筋縄ではいかず、 2度3度と相談し熱意を伝え、ようやく翌年、平成 12年 3月に現
在の「茂菅ふるさと展場」を斡旋していただくことができ、さらに、「JAながの」の営農指導員の方
に営農指導担当についてもらえることになった。

こうして、大学キャンパスから自転車で 10分ほどのところにある、長野市茂菅地区の水田4アー
ルと畑8アールをお借りすることができたわけだが、まだもう一つ「茂菅ふるさと農場」の完成にな
くてはならないものがあった。それは、地元の林部信造さんご夫妻のご協力を取り付けることであっ
た。
つまり、農場経営は学生主体で取り組んでいくとはいうものの、農業とは疎遠だった者が多く、何

から手を付けてよいのか手も足も出ない状況だった。そのため、農場の近くで見守ってくださる地域
の方のご協力が必要だったのだ。その旨を営農指導員の方にお伝えしたところ、紹介されたのが林部
ご夫妻だった。早速協力を求めお宅に出向いたが、初めは硬い表情だったようだ。そこで土井教授は、
鰍や鎌で耕したりすることはすべて学生がやるということを伝え、ただ地元の農家代表として見守っ
ていただきたいと伝えた。
熱心な気持ちが伝わり、林部ご夫妻の寛大なお心もあって、その日のうちに協力していただけるこ

とが決まった。これをもって、「信大茂菅ふるさと農場」がようやく誕生したのだ。
「信大茂菅ふるさと農場」という命名は、杉山雅幸初代農場長と土井教授とが生協で昼食を共にし

ながら農場を人間形成の道場と捉えて名付けたものだった。それは、この農場での作業に汗を流した
学生や子どもにとっては、この場所こそが人間形成の核となる原体験の場所となり、ふるさとになる
と考えたからであった。
このねらい通り、現在も「茂菅ふるさと農場」では“土づくり’'による‘‘人づくり’'が行われている。

2．今だから明かせる？存続の危機！！
「茂菅ふるさと農場」は誕生後、何一つ問題なく平和に営まれてきたわけではなかった。今回、土

井進教授が明かした「農場存続の“危機’'」について明らかにする。
危機は2回あった。
1回目の‘‘危機’'は、意外にも農場スタートから 3年目のことだった。この時の原因は、学生たちを

主導する土井教授ご自身が「とても忙し過ぎた」ためだと振り返っておられる。土井教授は、当時、
上越教育大学での講義をもたれ、信州大学教育学部附属松本小学校の校長を兼務され、全国フレンド
シップ関係などにも携わられるなど、多くの役目を兼任されておられた。以下は、「今でもはっきり覚
えている」といって話してくださったことである。

平成 15年 12月25日、附属6校園合同の集まりがあり、 一杯会に参加した後、いつもどおり
自転車で帰宅していた。だが普段は何ともなく軽々渡れる丹波島橋がこの時渡れなかった。疲れ
ているせいだと思い、自転車を押して足早に帰宅して休んだのだが、夜中の 2時 15分に胸が痛
くて目を覚ました。翌日、運転免許更新の最終日になっていたので手続きに行き、そのまま近く
の医者に寄って症状を話すと、すぐに総合病院に行くように言われ紹介状を渡された。
家族に連絡する間もなく病院に箔くと、すぐに車いすで ICU（集中治療室）に運ばれ、今晩中
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に手術することが告げられた。心筋梗塞だった。新年を病院で迎えた。 1か月入院し、 1か月自

宅療養することになった。
その間、大学院生にとてもお世話になったと士井教授は話す。そして、大学の教授という本業でさ

えままならない自分が農場の運営にまで手を出すのはとても不可能だと考えた土井教授は、この時あ
ふれる思いを手紙にしたため林部宅を訪ねたのだ。その手紙を読み終えた林部信造さんに土井教授は

「そういうわけで農場を閉めようと思う」と伝え泊を流した。
するとそのとき、林部信造さんが土井教授に掛けられた言葉は、「農場のことはすべて私と学生に任

せて、先生はただ監督をしていればそれでよろしい」という温かい言葉だった。そして、こんな農業
の哲学も教えてくれた。 「農地は、いったん手放すともう 2度と戻らない」、と。土井教授は、このよ
うな林部ご夫妻の深い愛情に触れて立ち直ることとなる。
そして 1回目の“危機’'は免れたのだった。
2回目の“危機’'は、農場に通うのが「つらい」と感じた時だ。
またも多忙な日々が続き、人事の仕事が童なり、過労がもとで体調を崩してしまった。「茂菅ふるさ

と農場」の作物は、基本的に除草剤を使わずに栽培している。農薬も全く使わない完全無農薬の身体
に優しい作物であるが、そこで大変なのが殿場の作物たちを守るための“草刈り’'の仕事だ。植えた作
物の成長を妨げる生命力の強い雑草たちがたくさん農場にはいる。そのために、定期的に除草しなけ
れば作物が負けてしまうほどなので、人の力で雑草たちを除くわけだが、これが実に骨の折れる仕事
なのだ。しかし、草の生長に負けないためには、人が鎌で草刈りをしてやる以外に道はない。この一
見能率が悪そうに見える鎌による草刈りにも、マイナス面ばかりでなく人を癒す働きがあることを土
井教授は発見した。旭山から吹き降ろす涼風と裾花川のせせらぎを聞きながら、無心になり汗だくに
なって草刈りをした。すると、腰を伸ばしてふと後ろを見ると、そこにはきれいに刈り取られた田や
畑の畔が生き生きとしていた。自然が蘇える姿に接した時、草刈りをした人間自身の心も体もすっき
りとさわやかに癒されているのを土井教授は発見したのだ。こうして草刈りセラビーという大自然に
癒される展法によって、土井教授は体調を回復し 2回目の“危機”も脱することができたのだ。

以上のことからも分かるとおり、 14年間私たちが「茂菅ふるさと農場」を運営できたことはとても
ありがたく、貴重なことだったのだ。何かを新たに始めることは、もちろん、とても手のかかる大変
なことだが、始めたことを長きにわたって継続していくこともまた、根気のいることなのだ。そして、
「茂菅ふるさと農場」は、林部ご夫妻という信州教育を体現された達人の支えがあったからこそ、現

在まで運営できているのだと、改めて感じる。

3．今まで を振 り返 って一土井教授の思いを綴る一

「信大茂菅ふるさと農場」との出会いがあったおかげで、私は精神的に生き返りました。本当に元
気になり、希望が湧いてきました。この農場を斡旋してくださった「JA ながの」営胆指導員の北村
典子様に心から感謝申し上げます。

北村さんのご紹介で、私は、林部信造様と出会うことができたのです。
私は林部さんに「本当に力のある未来の教育者を育てたいので、根本の“土づくり’'から教わりたい」

と、強くつよくお願いしました。
この思いを受け止めて下さり、林部さんが農場の応援団長になって下さったことによって、 14年間

もの長い間、茂菅の活動を続けてくることができたのです。歴代の「JA ながの」の営農指導員の皆
さん、そして林部ご夫妻の温かいご協力に感謝申し上げます。
お陰様で、正副農場長をはじめ茂菅スタッフなど、実際に鎌を持ち、鍬を使って、農場での活動を

通し“土づくり”の本質を体験的に学んだ学生が 500名を超えました。そしてこの学生たちと一緒に殿
業体験をした子どもたちもまた、 500名を超えました。当時茂菅の活動に参加していた子どもが成長
し、現在信州大学教育学部で学んでいる学生が何人もいます。また、「JAながの」の国際協力田の活
動として茂菅で育てたお米をアフリカのマリ共和国に贈った体験を通し、自ら安曇野の小学校で同じ
試みをしている先生もいます。この 500名の方々にとって「茂菅農場は第二の故郷」になったと言っ
ても過言ではないと思うのです。

その証拠に卒業した学生たちが長野に来る機会があった時は林部ホテルに宿泊し、薪炊きのお風呂
に入れていただき、奥様の美味しい手料理に舌鼓を打ち、手作りのおもてなしに家庭の温かさを教わ
るのです。そして、このような温かい家庭を自分たちも築いていきたいと願っている学生や卒業生が
全国にいるのです。「YOU-YOU婚Jもこれまでに何組も成立しています。社会形成力が見事に華開
いていると言えます。
私は、 「生活科指蒋法」という講義を本務とする教授になり、茂菅の大地で学生たちとともに真の“土

づくり”に取り組みました。そして、具体的な活動や体験を通して、様々なことに気づき、自得してい
くという学ぴ方を選択しましたが、この判断に間違いはなかったと、実感しています。「生活科指導法
基礎」を受講した 3,000名を超える学生たちのシラバスには、前期は林部さんのりんご畑での摘花作
業、後期にはリンゴの葉摘み作業が位置づけられていました。 3,000名を超える学生が茂菅股場での
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活動とりんご畑での作業に取り組みましたつ作業の最後にはいつも休部ご夫社が介てられた災味しし、
リンコのおもてなしをし、ただきま’」たa 学生たちltlヽ つも笑頓になってりんご畑を後にしました
このような体験を辿して、学生は地域とのつながりを認識し、地域と生活のtT（要性に納符し、理解

したと思し、ま十：教室の中だけの学ぴではなく 、実際にその地に赴きその地で汗水流すことによって、
地域とのつながりが得られ、そこから新たな学びが生まれる、このような試みを茂竹で 14年間続け
てくることができましたことに、只々、感謝でありまナー

私fl身、茂菅で汗を流ナことで健康も快復し、茂菅大橋へ登る坂道を1,1転rドで｛たりきることができ
るほど(45)]が増進しました。また、閉場式（平成 25年 10月 13n)を終えたJ設場から、fi材脱き場
として使用していた鉄竹材をリヤカーに乗せてj巫んでくる坂逍も、一度も休むことなく栓り切ってく
ることができる主てに足腰が鍛えられました

まもなく平成 25年度一杯で農場を地上さんにお返ししますが、教育学部にとってこの股均が有能
な教ff行を帝出する上で多大な成果を淮げたこと't私の約りです。
地七(/)杓松さん、小林さん、「JAながの」滋／伐指導員の特様、林部さんご犬必、また、共に汗を流

した学生、卒業生の皆さんとの楽ししヽll々 に感謝いたしまナ

私は平成 26年 3月 31日をもって 22年間勤めさせてい／こだいたはJ,卜1大学教育学部を定年退職しま
ナが、 I'兌廿での日々ば生涯忘れることはありません

本当に索睛らしい思い出をたくさんありがとうございました。
皆様の益々の健康とごi舌耀をお祈りしています

4．土井先生ってどんな人 ？l
ここからは普段の I:}目先生について紹介しま十 ！

Ql 1: ·J I••先生の好きな共べ物 ・ 如ヽな食べ物はなんですか？

好きなf.!:ペ物ぱスイカ 嫌し、な食べ物はあり ，ませんこ何でも衣べられます ！

Q2 l•井先生が 1衷敬ナる人は？

二宮I:}徳さんで十。二窮惇徳と Vヽ う人は、幼"‘ころ：こ洪水にあし、、両視や田をなくしました。です
が、このJ:うなやし、環炭にあったにもかかわらず、その撓遇にヽケ．ち向かって lヽ った3 その一．宮惇徳さ
んのことを著したのが『報徳記』（貨In高度箸）です

この内：物を通して将徳さんば体験を辿して知恵を打得し
ていくという学び）」．、ナなわら尖学を屯んじましたc し粋徳
さんのこのようなl1'k業哲学に出会って感激した私ぱ、将徳
さんをお手本として、茂行で入づくかの道に挑戦しよう

と決心したのでナ。

Q3 I J I：先生の 1 • 八番ば？

まず砥てす 30年前、合気道佐々木将人師範に教
わりました 乾杯(/.)時にほとても役立ちまナ ！それから、
北島祖I1さんの「山」と「竹」が大好きです。また、私の
教育学の師店澤＇i ;1;太郎先生から古道具尾からの伽り道で教
わった「快哉人生 です この歌をfl:、ドが終わると口づさ

みながら）If}途につくのでナ，

↑愛用の l‘I藍 IIと ！1linこ0)[1転 Iにで
大学と1災場に通いど十。
芥ている1:I:iカッハは、「信大YOU遊サ

クデー」が第 7期で紺を下ろすことにな
った時、歴代の YOUサタ実行委員長さ
んたちが集kって、これから始まる茂竹
11'り巧を応援し上うとフレゼントしてくれ
たもの 大切に府ていま九

↑つなぎを着て．I＇,t取りをしてしヽ る様子 。14年間続けてきた1¥'(刈り、拡こつlヽ てし、ます！
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Q-l 「まず献」について、ちょっと教えてドさい

そればで十ねぇ、［何かあるのが人生さそれを ·つまた＿ •-つ解決するは男だろiJ;盃をあげ給え
vヽ ざ、わが友 k先ず一献 乾杯 ！J 

Q5 I!国に閣わることで一番即ヽたことば？

初年度、朝 6時に田んぽの水まわりを見に行った；）、田んぽに中：が 1台 ll：まっていました（ii[だ；）
うと思って近づいて見みると学生が哀ていたのです―3 「どうしたのか？」と11炉1くと 、その学生ば、 初
めて叫ll植えを終え、田が愛おしくなり添い寝してし、ました」とのことでした。私は、とても隙きま
した』ナごし、教有的愛情です！

↑左の万洟は、 7年11の学生たちにカッパと一緒にもらったつなぎですn 左胸に名前の
刺紬が人っていて、氣に人ってし、ます ！：i;：物です！

右(/)‘1j哀は、 8代[I(/)学生からもらったつなぎです。 背中に「八代11茂1辞lしとプリント
されていヒす。

Q6 1製場に関わることで一番うれしかったことは：ノ

学生さんがそこにし、てくれることです。 lか月人伽した時に 「羽鶴を折って見舞ってくださいま L
た，また、復帰した私を温かく迎え、「お柚りなさい と優しい古をかげてくれたのも YOU遊」(/)

学生の皆さんでした．
そんな「YOU遊」精神に悩iちた学生(/)皆さんのおかげで、似｝小1人学で(/)fI: ・Jrを何とか定年まて 22

年間働き続けてくることができましたV 本当にありがとうございました。

5 教員養成に及ぼした効果

第 12 代と第 13 代の副股場長を務めた慶應義塾）く学環境情報学部の学4:KIn侑里子•さんは、インク
ーネットで(/)検索で上井進 (2008) r「｛合大茂菅ふるさとI器場J10年目の 人づくり」戦略ー「f,人
茂tfl：悶業義塾」の開設ー」（『地域フランド研究』 Vol.-1)に出会った これが機緑となって「11悶均 (j) 

活動に参両し、卒業研究として「｝災場1(/)活動に参）JIIした学生 60人を対象に、 2012年 12月15I Iに
アンケート，il麟．を‘必施した 以下は、その調査結果である，
学生 60 人(/)•H別ば、女性 37 人 (6 1.7%) 、男•It23人 (38.3%) である，
1. :tず学生が「J農場」に参加する最大の動機ば、 1,'• どもと接したいから」である
回答者 60人全員が 5段階評価の中で「5」を阿答している

方、「地域の人と交流機会を持ちたしヽから」 9;t 「3.5」 に留まってし、る。参）Jll時におしヽ て、
学生の地域交流への動機はそれ程高くないことがわかる

2. 次に「農場Jでの活勅に対する満足度は非常に比礼ヽことが分かる。
学生 60人中 50人 (83.3%)が 「非常に満足」 と答えてし 、る。

活動そのも(/)への悩湛）文が低いとしヽうことば、学生の継続的な参）Jll(/)見込み、-:)なわち活似」(/)
維持にも繋がる これば地域交流を行う場合において重要な指標とばえるい一般的に人学生の活
動ぱ活動設ヽIL初期においては、「］ら立ち上げに加わった学牛がほとんどであるため、禎極性や満
足度も応ヽ，しかし、 5年、 10年と絹続するii1；動はそれぽど多くはなし、と言われている。まして
学生の自兌性に某づく活動であれば此任や負担叫竹す 「J]製場」が開設から 14年llを迎えている
ということば、学生にいかに{.:jい満足度をりえてきているかということがわかる。

3．学生が 「11'と場」での活動に満足している理由として溶げている次(/)5項Hを、 5段階評価(/)‘1，：

均値の順にボすと次の辿りである
T 「i'—どもと接することができたから」 4.6
g,「活動内容が楽しかったから」..J.3
③「教員になるために役 、`Lつ経験が付られたから 3.8 
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④「仲の良い友人ができたから」 3.7
⑤「地域の人と交流機会を持つことができたから」 3.6

4.次に学生が「農場」での活動を通して、近隣地域の協力者、JAながの営農指導員、そして保
護者などの地域住民からどのような学ぴを得ているのであろうか。
「農場の活動を通して学生が地域住民と交流することは重要だと思うようになりましたか」とい

う質問に対して、 46人 (76.6%)が「非常にそう思う」と答えた。続いて、
「地域の協力者と活動する経験は教員になる上で役に立つと思いますか」という質問に対しては、

全体の 47人 (78.3%)が「非常にそう思う」と回答している。
また、「どういった点が教員になる上で役に立つと思いますか。」という記述式回答では、大きく

分けて 3つのタイプの回答が得られた。
1つ目は、「地域の方々とコミュニケーションをとるスキルが身に付く点」、「様々な立場からの関

わり方、視点を学ぶことができる。色々な方面からの考え方ができると思うJなど、知識や能力の
獲得、考え方の変化に関連したもので、 18人がこのタイプであった。

2つ目は、「保護者との接し方を学べた点」、「地域の声、保護者の声を聞くことができる点」など、
保護者との関係に関連したもので、 11人がこのタイプに分類される。

3つ目は、「地域の方はとても子どもたちを大切にしていて、私たちも責任を持って子どもたちに
接しなければならないという気持ちになれるから」、「教育は学校の中だけで行われているのではな
いと知った。地域の中にも子どもの学びを支援している人はたくさんいる。そういった人たちのカ
も借りて教育をしていきたいと考えるようになった」
など、学校教育と社会教育に関連したもので 20人がこのタイプに分類された。
以上の3つのタイプを踏まえて、多くの学生は「農場」で地域住民と交流できること自体が、教

員になる上で役立つ経験になると捉えていることが分かった。

最後に長田侑里子さんは、研究の成果を次のようにまとめている。
(1) アンケートに回答した学生60名全員が、「子どもと接したいから」という動機で「農場」に参

加していることが明らかになり、活動から得られた満足感も「子どもと接することができた」こ
とが最大の要素となっている。

(2) 学生は「農場」の活動を通して地域住民と交流することは、「知識や能力を獲得し、地域の声、
保護者の声を聞くことができる菫要な場であり、地域住民と交流する経験自体が、教員になる上
で役立つ」と考えている。

(3) 保護者が子どもを「農場」に参加させる願いとして、「学校以外の場で大学生のお兄さん、お
姉さんとのふれあいを体験してもらいたい、家庭ではできない農作業体験をさせたい」という気
持ちがあることがわかった。

(4) 近隣住民林部信造氏は、「農場」に参加する学生や自家農園に手伝いに来てくれる学生たちと
の関わりが「自身の日常生活の一部になっており、自分の老後にまさかこんな楽しみがやってこ
ようとは思ってもみなかった。成長していく学生の姿を見るのが本当にうれしい」と、語ってい
る。

(5) 「農場」での様々な自然体験、社会体験が学生の教職志望度を強化する上で大きな効果をもた
らしていることが認められる。

〈お話を聞き、心に残った土井先生のお言葉〉
「信大茂菅ふるさと農場」が、教員養成に大きく貢献できたことは天地自然の恵みのお陰であ

り、私の生きがいでもあった。「農場」のお陰で生活科の授業づくりが楽しみであった。草刈りの
畑セラピーで崩した体調を快復することもできた。 14年間「農場」と苦楽を共にしてくださった
皆様に心からの感謝を捧げます。
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林部信造翁の「茂菅農場」観

◆初代（平成 12年度） 「信大茂菅ふるさと農場」雑感

平成 12年に学生の自然体験実習農場として「信大茂菅ふるさと農場」が開設され、学生の皆さん
および地域の子どもたちと共に自然とのかかわり、人と人とのふれ合い、物を育てるやさしさ等、体
験を通じてお互いに豊かな人間性の確立を目ざしたいとのお話がありました。地元であり農場に近い
農業従事者ということで信大土井進教授を始めJAながの関係者の皆さんから農場に対する協力の依
頼がありました。趣旨には賛成しましたが、私ごとき者が大学生の皆さんの実習に携わることには少
なからず抵抗を感じましたが、私の経験が少しでもお役に立つならと協力させていただくことにしま

した。
さて、実験農場は休耕田として数年間放棄されていたため、雑草、雑木が密集し、一部は士砂の堆

積場として使用されていたため、非常に固く、小石も多く復元には相当な労力と時間がかかると思い
ました。又、できるだけ機械を使わず、地道な土づくりの大切さを知るという主旨のもとに鍬や鎌、
ナタ、ノコギリ等で毎日少しずつ黙々と汗を流しながら耕す姿には深く感銘いたしました。

このように皆さんの努力の結集によって立派な水田や畑に復元し、それぞれの作物ができました。
土井教授の言われた開拓魂、チャレンジ精神等、机上の理論とは違う晦い経駿ができたと思います。
現場における協調性、忍耐力、判断力、対応力、メニューにない数々の実体験はやがて教育の現場、
社会において役立つ時が来るでしょう。

地域の子どもたちも、このような貴璽な場において芋掘り、田植え、稲刈りと泥んこになって今ま
で経験したことのないものに挑戦し、歓声を上げ友だちや、信大のお兄さん、お姉さんたちと楽しく
教わりながら作業をし、又、学生の皆さんの子どもたちの目線で会話し心と心で語り合えた姿が子ど
もたちの共感を呼ぴ、この体験が今後立派な教育者として慕われるのではないでしょうか。
収穫した米はアフリカに救援米として出荷され、初期の目的が達成されたのではないでしょうか
私もりんごをつくりながら共に 1年間お世話になりましたが、皆さんが体験した野菜づくり・稲1乍

りも私のりんご作りと同じです。
農作物は機械生産と違い同一のものは採れません。同じに植えても必ず強い大きいものと、弱い小

さいものが出来ます。植えた場所、着果した場所の違いにより生じます。小さな弱い果実でも愛情を
持って手抜きせず育てれば良質の作物ができます。放任したら不良品となり商品価値が極端に低下し
てしまいます。
子ども社会も同じと思います。それぞれ異なった環境で育ち、感情があり個性があります。画ー的

な教えでなく、それぞれの人格を尊重し、手抜きせず愛情を持って静から動への教育が全体のレベル
アップになり、 21世紀をになう子どもたちに必要ではないでしょうか。

土井教授をはじめ大勢の学生の皆さんと年齢差を感じながらも若いエネルギーを吸収し楽しみなが
ら共に典作業することができましたことに心から感謝申しあげます。

◆第2代（平成 13年度） 「信大YOU遊広場（プラザ）」

2年目を迎えた「信大茂菅ふるさと典場」は、内容も更に充実、楽しみながら物を作ること、また
育てることを学び、人々とのふれ合う時間も与えてくれました。また国際協力田としての目的も果た
し、収穫の喜びを共に味わう事ができました。私も縁あって学生の皆さんと共に農作業をさせていた
だいたこの一年を振り返り、感想を思うがままに記したいと思います。

「信大YOU遊広場」に参加した子どもたちがジャガイモ、サツマイモ掘など、初めて畑の土に触
れ、硬い土、柔らかい土などの感触を味わい、水田においては稲の苗を持ち、一本一本田植えをし、
これが大きく成長し毎日食べる米になることを教えてもらい貴直な体験となったことでしょう。この
体験は土のみが与えてくれた自然の恵みであり、「信大茂菅ふるさと農場」の大きな贈り物だと思いま
す。人は助け合い、支え合いながら共に人となって成長を続けます。その心を大切にしながら農業を
愛し続けましょう。
「しめなわ」作りに参加して しめなわ作りの経験がありませんでしたので、受講生として初挑戦し

ました。わらは「信大茂菅ふるさと農場」で作ったものを使い、学生の皆さんと共に講師の先生の教
えに従い作っていきますが、なかなか思うようにできません。 1週間後に控えたフェスティバル、何
としても覚え、自分のものにしたいという学生の皆さんの努力と気迫を感じつつ謡習会が終わりまし
た。数時間という短い受講体験からどのような手順で子どもたちに教え、作品を作り上げていくのか
大変関心を持っていました。私自身作ることで精一杯、人に教えるという余裕などありませんでした
から。

当日 、会場には早くからわら、はさみ、霧吹き等、全て準備されており即実習に入りま した。作品
を作る手順も細かく薔かれ、更にイラストを使い子どもたちが楽しみ、飽きないように配慮された会
場の雰囲気、学生の皆さんによる寸劇を交えた実技指導で進められましたc 殊に「しめ」の経り合わ
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せの状態を子どもたちが一目でわかるよう、三色のテープを使って教えるというアイディア等、発想
のすばらしさには感服致しました。

これらの教えにより全員が立派な「しめ」を作ることができ、家に持ち帰り、我が子の作品を飾り、
家族揃ってお正月を温かく迎えたことでしょう。フェスティバルが成功裡に終わりましたことを心か
らお喜ぴ申し上げます。
夜は学生の皆さん、関係者の方々による反省会と食事会が催され、私も家内と共に参加させていた

だき、大変嬉しく、光栄に存じております。
会食が始まり、和やかな雰囲気の中、学生の皆さんから報告、反省、感想等が次々と発表されまし

た。それは原体験を味わった人のみが語り得る言葉であり、また責任を果たした喜び、信頼と協調に
よる「信大YOU遊広場」の目的を果たしたという充実感が人々に感動を与えてくれました。私も久
しく味わうことがなかった感動を覚え、感無最でございました。

「信大YOU遊広場」が土井進教授の献身的なご指導により、年々拡充強化され、この活動が教え
た多くの実体験は、 21世紀の教育の原点だと確信いたします。
私も農業が好きです。若い人たちのエネルギーを吸収させていただき、楽しみながら共に汗を流し

た一年間、これが皆さんの活動の一助となれば、この上ない幸せです。

♦ 第 3代（平成 14 年度） 「信大茂菅ふるさと農場」が与えるもの

新しい農場長が決まり、今年はどのような企画により「信大茂菅ふるさと農場」が管理、運営され
るのか大変関心を寄せていました。未経験の皆さんが「人づくり」、「土づくり」を通じて自ら学び、
律し、子どもたちとのふれあい方、父母との接し方、地域とのかかわりなど、その目的を具体的にど
う取り組むのか期待されるのかで、過去にとらわれず3年目にふさわしい立派な計画が立案されまし
た。

1.代掻きの後の子どもたちとのドロンコ遊ぴ
① ヌルッとした土の感触、体験
② お兄さん、お姉さんたちとの土を通じた裸のふれあい、接し方

2. 田植え時のフナの放流
① 無農薬栽培による除草効果と生育の観察
② 稲刈り時に子どもたちに配り、自然の中で自由に生きた事実を確認

3. 千歯こきという古代農具による収穫体験
① 古代人の農具と近代化された農業機械の実体験

4.玄米、発芽米等、食変化の体験
① 籾、玄米、白米の違いの実体験
② 玄米食の試食体験と食に対する感謝

いずれも初めての取り組みとなり、いくつかの課題を乗り越え、新しいものに敢えて挑戦する勇気
と積極性に感銘を受けました。無から有を生むロマンを求め、実体験に全力投球出来る学生時代の良
き思い出になるよう、その成功を願いました。
脱穀、収穫が終わり 一年を振り返った時、今年もまた幾つかの感動を与えてくれました。
＊稲の栽培行程の中に、中干しと言って（稲全体の健全化を図る目的）田の水を全面的に放出し、

7~10日間水無し状態にします。従って放流したフナを稲刈りの当日、子どもたちに配るために
は学生の皆さんが数日にわたり、田んぼから掬いあげ一時的に我が家の池で飼育しました。稲刈
りが始まり田んぼにいないはずのフナが数匹生きていたのです、足跡のわずかな窪地の泥水の中
に重なり合う姿で。その痛ましい姿から生に対する執念、自然の対応力に感動し、学生の皆さん
が温かい手を差しのべてやりました。

＊今年の集大成として各プラザの活動を通した 「YOU遊フェスティバル」が 12月7日に行われ、
私も「こりやうまい感謝をコメていただくベェーi」の講座に参加しました。籾から玄米、白米と
その試食用の精米にたずさわった関係から関心を持っていました。会場には子どもたちをはじめ
50人余りが参加し、食に対する関心の深さが感じられました。
先ず、キャプテンの発声で講座のタイトルを全員で大合唱し、実演に入る。新聞紙大の紙を着色

し3枚重ねにして籾の模型を作り、先ず一枚剥いで玄米、また一枚剥いで白米になる過程を非常に
わかり易く説明し、一人に 3粒の籾を配り、 1粒はそのまま、 2粒は籾を取りこれが玄米だという。
更にその 1粒を爪で表面を削り白くして、「皆さんが日常食べているお米です」と説明した。この 3
粒をセロハンテープで押え自宅に持ち帰り、本日の勉強の成果として家族と語り合うことが、絆を
一層深めるのではないでしょうか。教科嘗にない教材を与えるこのすばらしい発想は 「ふるさと股
場」で活躍したプラザの人たちだけにでき得るすごい業であると思います。
世界には食に飢え、苦しむ多くの子どもたちがいることを忘れてはならないC 国際協力田の収穫米

も救援米としてマリ共和国に発送されその役割を果たしました。
土井教授の「臨床の知」の基本理念に基づく「人づくり」のための「土づくり」、を自ら実践するこ

とができた姿を見るとき人々に与えた影態は大きい。土井教授が教育誌に寄せた授業科目を中心とし
た人間教育の 10カ条、社会の実体験を通じ実践的指導力の向上を図る 10カ条は、いずれも強い意志
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と一貫した狸念が［［かれており、深い感銘を受けました。毎年プラザに参加している学生の皆さんと

のおつき合いの中から、 1~．）卜教授の理念が立派に伝授され、 21 lit紀に退しく活躍する教師像を想像し

ました。
私は股業が）く好きです 健康である限り「信火茂骨ふるさと I1悶場」で、夢多いフラザの皆さんと）J

を合わせて共に頑張りたし、と思tヽますっ

♦ 第4 代（平成 15 年度） 「YOU遊フェスティバル」と学牛シンホジウムに参加して

腿史の流れは早いもので 10年も前から、フレンドシッフ巾業が全国の大学に先がけて、1,]大教村

学部で行われていたと知り、先此者のすばらしい英知と決断に対し、深い敬謡と感動を鈷えました

私も縁あって平成 12年から、＂ 1$業のルーツである「信）-:YOU遊サタデー」、 「は）(YOU逝広場」
に地元の牒家ということで、お手伝いさせて頂き、このようなことから今回の記念・ド業に参加できま
したことを、JIぞ，常に光栄に存じ、心から感謝IIlしヒげます
10年日の節日に当たり、.Ji業の 一端として1li]設した「信人寸兌評ふるさと1裳場」(})4年間を振り返り、

思うまま記したいと思います。
毎年このような立場でシンホジウムに参加させていただき、また学生の特さんと家族ぐるみで親'-'

くさせていただいているのも、 4年前に上井先生との出会いがあったからです「に大茂菅ふるさと嬰
場」開設に伴う先生の情熱、学生に対する教育理念、先生の人柄などに感銘し、及ばずながら聞設の
お手伝し、を決心した次第です 今こそ、寸派な水田に復元していますが、冴初ぱ休耕田として故年間

放梨され、 A地は道路工市視場の上の堆栢場(})あと地のため、グラウンドのように固く、小石も多く、

主たB地は雑木、雑草が繁茂し、いずれも人））による三つ又、スコップ、のこぎり、ナタなどで抜恨
し、開懇しました。先生のl}N拓魂、チャレンジ精仲、「人づくり」のための「 l：づくり」に汗を流し、

机上の理論だけでなく、身を挺して感じ得ることの大切さを＇芥び、そこから立派な水田に生まれ変わ
り、「信大茂↑『ふるさと農場」として、歩み始めましたc

この水IJIにば人の心があり、数々の課題をかかえながらも、 一年にして学生の特さん、大勢の地域

の子どもたち、そして保護者(/)皆さんと収掩のゞ•：：びを味わい、よた国踪協力田として、その LI 的を果
たし、充必した一年であったと思います。

2年II以降は内容の允実に,T(点を置いた企両が、7案され、各年の農場長のユニークで既かなアイデ

ィアが—r-どもたちに与えた屈猜槻も大きかったのではないでし L うか。
主な行’liをダIliじします
l. 代掻き後のfどもたちとのどろんこ近ぴ ・・・・・• 土の感触、裸同士のふれあし、
2.田植え後、田んぼに 「ふなの稚魚」の放流、飼育

・・・ ・・・ 自然の中で白由に生きる小さな生命）］c/)｛乱探
3. T歯こき、トーミ (},lf箕）の古代／災具(/)‘必体験 ・・・・・・ 古代人の農具と近代化された機械の追し、

-I. 立：米、発芽米、 白米など食の変化・ ・・・・・玄米食の体験、視此、味鈷の辿しヽを研究
5.国際協）J田の役割 ・・・食に飢え、苫しむfどもたちに愛の救援米、国坑を越えた助け合い述勅

6. 子どもたちのかかし（案lllf)作り ・・・・・・ 自山な発想によるユニークなかかし作り
7.茂lがふるさと音頭 ・・・・・ • 作業開始前に農場長自作に上る「ふるさと音頭」に合わせて準備体操
このように米作り未体験の学生の皆さんが、その場面ごとで、いろいろなことを研究、調ftされた

ことを即尖行する前向きな姿勢と、1青熱に感服しました，
また、 15名の店調体験報作は、それぞれ原狸、原則を守り、人格と見識、個性盟かな大変すばらし

い報告会であり、 21世紀のたくましい教師像として期待させることと確信しました

私も社会生活の中でいろし、ろな体験をし
て参りましたが、年に一度の全員参加によ

る報告会には、それぞれの立場での反省、
感想など発表されますが、この場面は毎年、
生涯忘れることのできない感動を与えてく

れますC イ召安をかかえながらも一年間無事、
H的を果した必び、お互いにそれぞれの立
場をたたえ合える盟かな連幣感、（言頼と協
調により英きあげた一年間、全員が一つに
なる この美しい光屎は、深い感勅と感涙を
与えてくれます，

10 周年記念•Jf業フェスティバルが成功裡
に終わりましたことを、心からお祝い申し
上げ、「信大茂竹ふるさとf器場」が末永く維
続されんことを顔っております。

【茂竹ふるさと音頭で輪になって】
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●第5代（平成 16年度） 「信大茂菅ふるさと農場」と私

股作業が終り、ひと休みの頃になると編集者から一年間の感想をと原稿の依頼があり、書くという
事は年齢とともに大変厳しくなりますが、これも農作業の一部と思っています。

過去5年間、農場のお手伝いをさせていただきましたが、年々代わる学生の皆さんの取り組む姿勢
には土井進教授の「臨床の知」に基づく基本理念が継承され、「人づくり」のための「土づくり」、自
然を愛し、汗を流すチャレンジ精神、実践力、協調性、忍耐力等、今日求められている未来の教師像
であり、輝いているスタッフのみなさんが頼もしく感じます。開設以来「信大茂菅ふるさと農場」で
数々の実体験をした大勢の学生の皆さんが、教員となり県内外で活躍されています。

ある人は、「ふるさと農場の経験が教場における糧となり、自信と勇気を与えてくれます」と。又、
「教育学部で農業の運常にたずさわったことが今となっては何物にもかえがたい、そして 2度と学ぶ
ことのできない貴重な実体験をしたことに誇りを持っている」と云われます。「青田や黄金色の稲穂、
りんごの花等を見る時、今迄は何の感動もありませんでしたが、当時のことが思い出され、四季の変
化を感じ、心が癒され、とても懐かしく思います」といいます。又、休耕田の利用、校庭の一部を活
用して稲作りに挑戦した先生等それぞれの現場で持ち味を生かし、教育者として大きく前進している
姿を知る時「信大茂菅ふるさと農場」「国際協力田」の存在の大きさと尊さをひしひしと感じます。
殿場も開設以来5年が経過し、ひとつの節目とも思われますが、さらに大きく躍進することを願い、

一人でも多くの学生の皆さんが参加し、先輩達が築いた 「信大茂菅ふるさと牒場」を継承し、身近に
ある生きた教材として充分に活用してほしいと思っています。
私も 5年間「信大茂菅ふるさと農場」で土井教授やスタッフの皆さんのお手伝いをさせていただき

ました。そして大勢の卒業生の皆さんが県内外で生き生きと活躍していることを知る時、多少なりと
もお役に立つことができたかと喜びを感じます。
これからも若さと、健康を与えてくれる農と自然を愛し、皆さんと共に頑張りたいと思います。

◆ 第6代（平成 17年度） 農業に定年はない、終生現役である

平成 17年度の「YOU遊フェスティバル」が 12月10日、信大キャンパスで 1年間の集大成として
盛大に開催されました。また、学生のシンポジウムには助言者として県内外から大勢の OBの皆さん
を迎え、成功裡に終わりましたことを心からお喜ぴ申し上げます。（私は残念ながら都合により欠席し、
家内が参加させていただき感動の一日であったと申しておりました。）
助言者の皆さんは、「信大茂菅ふるさと農場」で活躍し、実体験を璽ね、また我が家のりんご栽培等

のお手伝いをしていただいた懐かしい 19名の方々が、ふるさと長野に集まり、シンポジウムを通し
て後班を指導するとともに、苦楽を共にした同志の皆さんが連帯しあっている姿が、「信大茂菅ふるさ
と農場」を支えてきた大きな力だと思います。
“継続は力なり’'と申しますが、「信大茂菅ふるさと農場」は開墾時、 10年間継続いう夢と目標をた

てて進めてまいりました。 5年が終わり、今年は折り返し点の6年目となります。この「信大茂菅ふ
るさと農場」は歴代学生の皆さんの自主的な活動の場として、自ら運営、管理、実体験を通してお互
いの人格の形成を計り、社会学を学ぶ貴重な実践農場である。それが故にかかわる人には精神的にも
肉体的にも強靭さが求められますが、これらを乗り越えてきた先悲たち、またこれから必ず乗り越え
られる後跛が後に続き、「土づくり、人づくり」の原点が守られると信じています。
農にたずさわる人には定年とか、何年という定まった年月はない。終生現役である。年は老いても

土に親しみ、作物を愛し、土と共に生き続けるのが農業従事者である。
我が家の古いりんごの木も風雪に耐え忍んだ50数年の老木と継続を夢みて補植した、 2~15年生

のりんごの木が混植されている。老木は年と共に主枝の一部に空洞化が進み、それでも木は奨分を吸
収し（形成陪）花も実もつける。花や実は決して幼木、成木に劣らず、むしろ年輪を重ねた味と香り
を漂わせてくれます。
私も体力に順応した対応を続け、終生現役でありたいと願っています。

◆ 第 7代（平成 18年度） 「信大茂菅ふるさと農場」での出会い

「信大茂菅ふるさと農場」を開設して 7年、この間にたずさわった大勢の学生の皆さんが社会人と
して、県内外で活躍されています。今年もこの実践農場で体験を重ねた学生の皆さんが、大きな夢と
希望を持ち先輩方の後に続きます。私も定年後、土井教授とこの 「信大茂菅ふるさと農場」で出会い、
以来 7年、この農場から毎年いろいろなことを体験させていただき、今なおこの出会いのすばらしさ
を実感しています。
人は出会いにより変わると言われています。良い出会いを大切にすることにより人は実に大きく育

っと云われます。従来この「信大茂菅ふるさと農場」で出会った人たちは皆、心の豊かさと明るさを
備えています。物事を明る＜積極的にとらえ固定観念にとらわれず、幅広い知識と探究心が旺盛であ
り、労を惜しまず、自ら実体験を求め、汗を流す人たちであり夢があります。農場はあくまでも学生
の皆さんの自主的な力で企画、立案、実践し、責任を持って運営し実体駿を重ね、出会いのすばらし
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さと感動を味わわせてくれまず，教科を超え、先散、後輩との出会い、苫楽を共に味わう 1災場での仲
問、個性1，！どかft,(•どもたちとの出会い、 l'—どもの成長を1頒う父(:J:0)皆さんとの交流、自然界に生足、ー）一
7.)生物、植物とのふれ合い、J1]作物を育てる楽し7-1-、収穫のよろこびと感動、そして国除協）j田とし
て飢餓に苫しむマリ共和国への援助米、氏の大切さを知る；｛・び等、幅広い活動の場を提供してくれ上

す。
このように「｛，・1・人茂竹ふるさと股場」は、人と自然との出会tヽを教え、教育学部ならではの牒場と

して今 11まで発股して参りました ここでの出会いは必ずや自分の福となります 私も製場での出会
いを人サJに、今なお交流を続けている人・勢の皆さんに感謝すると共に、米年度もオ『し、皆さんにエネル
ギーをいただきながら「（，i大茂怜ふるさと牒場」のお手伝いをさせていただき、よた我が家のりんご
作り、米作りに頑張ってし、きたし、と思t、主ナ，-

◆ 第8代（平成 19年度） 「イ註大茂‘[『ふるさと農場」の実体験に学ぶ

「信人茂着ふるさとJ災場」も1}廿設以米8年目を迎えました 本年も殷場鼓をはじめ、スタッフ(/)埒
さん、 I；悶場に関わった）j々の協｝］により、無市に初期のII1'1りが達成されました。また、集人・成として
「YOU近フェスティバル」が 12月811、9H、志を共にする↓県内外の大勢の大学生の皆さんと共、こ

盛大に1}}l催され、多くの感動を与えてくれました 私も家内と共に参加させていただき光栄に存し、
感謝すると共に心から御礼申し 1→．げます

この国大茂竹ふるさと牒場Jば学生の皆さんが白ら企圃、立案し、日ら実践し、運営、 1代理する
尖体験道場でず

Il頃、接触することの少ない191然との間わり 、 I：との出会い、作物をつくる、育てる喜び、個性咄：
かなf-どもたちとの接し）j、教え）j、お父さん、お母さん）jに対する会話等．、将米、教育者としてJ)
夢をかなえてくれる教材が数多く存在していま十 毎年、このl農場に関わる学生の皆さんは股場に対
する体験を求め、，慈欲に満ちた人たちだから夢があり、新しいものに挑戦する勇氣と気概を持ち、 191

ら求めた炒の達成のためには努））を惜しみません 人は拶が叶えられた時、初めて良い思い出として
心に残り、大きく成長していくものです

また、国際協力田としては、飢餓に苦しむアフリカのマリ共和国に JAの協力を行て、 「｛，i)（茂竹ふ
ろさと農場」で収穫されたお米を救援米として贈り、その 17的を果たしました。
課外活動を辿じて「i,i大茂菅ふるさと

／！製場」に参加された人たちは 1年が終わ
って、初めて 191分が果たした役削と達成
感を味わし、、そして、かけがえのない多
くの仲間に出会った喜び、一人では出米
ない多くのことを学び、何事にも一生懸
命努｝］をすれば必ず誰かが「共l!!：｝」し、
協力してくれることを知り実りの多い年
であったと思います。

来年も、後iIIl9:0)皆さんに一人でも多く
(/)参加者を呼びかけ、 「臨床の知」の甚本
刑念に）1炉づく l：井教授の「七づくり」に
よる「人づくり」をいつまでも糾泳される
ことを顧っていまず
私も学生の皆さんの杵いエネルギーを

しヽただきながら、「信大茂竹ふるさとJ？拉場」
やりんご作り、米作りに働く楽しさを味わ

い、健康に努めて参りたいと思います 【蔑作業の合間の一服】
スタッフの持さん大変ご苦労さまでした。

♦ 第 9 代（平成 20 年度） 「信大茂竹ふるさと農場」の実体験と人間形成

第 7|lll「YOU近フェスティバル」が防大教育学i,f|1において、 11Jl 30 11、一年間の集）＜成として、
15の謡謹が一liilに会し、盛）くに開催されました＾小学生を始め保護者の皆さん、志を共にする県内外
の大学生の皆さん、地域の人たち等 860余名の参加を待て成功裡に終わり主したL 参加した人たちは
それぞれ希詔する講座で楽しい •II を過ごし、 (•どもたちは自由にのびのぴと活動し、歓内を上け、
特明るい笑顔を振りまいていました

このように多くの講座が合同で開催され、準備、迎営に挽わった各実行委員の皆さんは肉体的にも、
精神的にも大変だったと思います 本 ‘liにご苦労さまでした。

今回のフェスティバルの成功の原点は、各フラザで一年間、それぞれの分野で活趾した特さん0)努
)Jと姿われた実体験がもたらした成果だと思し、ます」人が組織をつくり、糾織が人を動かし、和と祖，1

の行動により個ではなし褐ない大きな）］が発抑されることを体験され、今後もリーダーとしての活肱
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が期待されます。
私たちも例年通りフェスティバルに参加させていただき、今回も深い感動と喜びを味わい、楽しい

1日となりました。 「信大茂菅ふるさと展場」も 9年を迎え、新しい農場長をはじめ、スタッフの皆さ
んが誕生し、私たちも共に 1年問お手伝いをさせていただきました。
毎年感じることは、参加する子どもたち、保護者、学生の皆さんは皆明る＜、何事にも前向きに考

え、目的を持って立ち向かう人たちの集まりであると力強く感じられます。農場では農場長の挨拶で
始まり、作業内容も図画による視覚教材で幼児にもわかり易く、学生考案による「もすげ音頭」の準
備体操から全員手をつなぎ、輪になって廻り、連帯感を深め「働く」「作る」 「育てる」を確認して作
業を始める。
稲作については、耕起、あぜぬり、代かき、田植え、収穫と続きますが、田植えはすべて手植えで

参加者全員が田に入り、 ドロ水の感触を肌で感じ、足を取られ転がる子ども、衣服や顔がドロンコに
なりながらも笑顔で田植えを続ける子どもたちの目の輝き、また、素裸で田植えをする子どもの側で
お母さんが笑えみながらいっしょに田植えを続ける姿は、親子の絆と愛情の深さを感じ、ほほえまし
く、日々、見ることのできない 「信大茂菅ふるさと農場」ならではの光景で、自然とのふれあいのす
ばらしさを教えてくれました。立派に田植えができたのも土井進教授をはじめ農場長を中心としたス
タッフの皆さんの気くばり、綿密なサポートがあったからだと思います。

「信大茂菅ふるさと農場」は、ただ農作物を作るということではなく、伝統的に土井教授の「人づ
くり」のための「土づくり」を碁本理念として誕生し、学生の皆さんが自主的に運営、管理、活動す
る実体験脹場として今日までその精神が引継がれ、物の作り方、育て方等あらゆる面での学ぴ得る展
場だと思います。殿場は自然界との共生であり、計画通りに進まないのが農業であります。机上の計
画では知る事のできない数々の課題（気象の変化）が生じ、それがため対応力、応用動作、判断力、
決断による実践力等が求められます。これらは、自然界から学ぶ貴重な体験です。

自ら育て、収穫し、殷場で皆で食する喜び、食の新鮮な味をかみしめ語り合う笑顔は美しい。収穫
した米の一部は例年通り救援米としてマリ共和国に発送し、世界の人々との連帯感を深め、「信大茂菅
ふるさと農場」は無事その目的を果たしました。

「信大茂菅ふる さと殿場」も 10周年目を迎える節目に当り、更に躍進を計るため、 「信大茂菅殷業
義塾」として新たに開設し、学生、児童、保護者、高齢者の4世代の皆さんが一同に会し、交流を深
め、典に親しみ、自然の中で語り合う絆を深め、退しく「生きる力」をこの農場から学び、一歩一歩
前進することを願っています。
私たち家族も及ばずながら皆さんとの交流を楽しみ、知識とパワーをいただきながら健康に努め、

一年でも長くお手伝いでき、また、我が家のりんごづくり、米づくりに夢を託し頑張りたいと思いま
す。

◆第 10代（平成 21年度） 「信大茂菅ふるさと農場」 10周年に思う

1.はじめに
10周年を迎えた「信大茂菅ふるさと農場」の記念事業として、講演会、祝賀会が土井進教授をはじ

め、実行委員の皆さんの企画により、平成21年 10月 10日、信大教育学部において盛大に開催され
ました。会場には信大教育学部長先生をはじめ、JAながの、地主さん等、大勢の皆さんが参加され
ました。特に歴代農場にたずさわり、開墾から稲作り、野菜作りに汗を流し、現在教員として、社会
人として、県内外で活躍されている大勢の先輩の皆さんの、ご出席をいただき、それぞれ久しぶりの
再会に談笑が続く。私たちも、当時をしのびながら、今は社会人として、それぞれの風格を持ち、立
派になられた姿に接し、大変うれしく頼もしく感じられました。これも士井教授のご指導のもと、「信
大茂菅ふるさと農場」で培った大きな力であると思います。また結婚し、お子様と同席された同志の
皆さんの参加は、この農場ならではのほほえましい姿であり、 10周年にふさわしい記念事業となり心
からお喜び申しあげます。
私も稀くも 80歳の傘寿と重なり、家内ともどもお招きいただき、身に余るお言葉と記念品を賜り

心から感謝申し上げ、厚く御礼申し上げます。
10年間元気に「信大茂菅ふるさと農場」に携わることができたのも、 土井教授をはじめ、学生の皆

さん、JAながののご指導や参加された大勢の子どもたちとの楽しい出会いと交流があり、共に作る
育てる楽しさを味わい、たくさんのパワーをいただいたおかげと思います。

これからも「信大茂菅ふるさと股場」の「土づくりは人づくり」の理念を守り、記念事業として開
設した「信大茂菅農業義塾」も共に一歩一歩確実に前進することを願っています。
2.農場との出会い
職場も定年退職し、第2の職場も 65歳で退任、町の公職も 70歳で総て終わり、後は残された余生

を気楽に好きな事に生き甲斐を求め、楽しみをあれこれと計画をしていた折りの平成 12年、信大の
土井教授、JAながのの北村さん（営農技術員）、学生の杉山さんがお見えになり、茂菅に教育学部の
学生の皆さんによる実体験農場を開設したいとのこと、地元農家としての協力依頼がありましたが、
高齢、大学生との交流、我が家のJ農作業、更なる過重労働、農業に対する知識には自信が無いことを
考えて、ご辞退いたしました。お話が進む中で、
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（イ）学生の皆さんにば芦問は知識だけでなく身体で党え、知ることが大切であり、体験農場とし
て1}加l設したい

（口）学生の皆さんのI,11--．．的な共Itijの活動の場として、企画、＜i.案、実践はすべて行う。
（ハ） （木耕田、t)t（伯促艇地を復尤ナろことにより、開拓魂を11し、、労働の祁さを学び、人間形成を

計る。
（二） 1、|然とふれ合い、 Jー．にふれ合い、作物を有てることを体験し、良い教師、社会人として成長

することを顧っている。
以ヒのようなお話から、及ばずながら協力の約束をして今日に径りました。
今、私が几気で1,ヽられるのは、すばらしし、出会し、と、‘学生の皆さんからし、ただしヽたハワーのおI筵と

感謝していまず
3 「信大茂菅ふるさと農場」の特徴
このJ]悶場は、学生の特さんの課外新動として自主的に辿常管理され、実践を辿じて自ら学ぴ脊てる

体験製場です また、 (-どもたちへの農業体験を受け人れ、食と1心との理解を深める尖践農場でもあり
ます l：危場長は立候補制で民主的に述党、管理され、 I；足J場に携わる教育学部のスタッフの皆さんが1悶
という木‘J..11の世界に飛び込み、苦を伴う肉体労働に挑戦し、‘ifを流し、上に親しむ これらによって
培われる強い忍耐力と枯熱が、農場の伝統として 10年間引き継がれてきた由縁ではなし、でしょうか

教職をn指す学生の特さんには、良い教場であり、脊てるということは人も杭物も同じです。手抜
きせず没をもって育てれば総て既作となり、人もまた、感性盟かな人となる。臀：生(/)ヤ知さんの一人で
も多くの参加を望みます
4. りんご作りと交流

りんご園に［ま、現在、 50年以上の老木と更新による 3年～ 7年の幼木が混植されています。そ1]・1Iド
で労働の配分」ご、中IIt種の秋映、陽光、シナノゴールド（ 9月下旬～10月下旬収穫）と晩生種のサン
ふじ (10月ド旬～11J lド旬収穫）の 4稲栢を 15アール栽培し、それぞれの嗅‘此を持ち、順次収穫さ
れます、これに伴う／製作業も順次始まり、 1月のりり定から消粛、化つみ、受粉、摘果、媒つみ、 Eま
わし、 l：＿柱吃て、収穫へと進みまナ 色づいたりんごを 1個 1個取る占・びは、格別です

また、「(,i)q茂菅ふるさと股場」の出会Lヽ から交流が始まり、学生の皆さんの好絃により、 「あ,,..ぶ

るず」が誕生し、学生の特さんが部合できる日程、時間帯でお下伝いをしていただしヽています 、しか

ら感謝とお礼を申し 1一．げよす。
これからも「信大茂竹ふるさとJ災場」を通して、杵いヤ知さんのエネルギーをいただきながら他康に

留意し、終生現役であることを顧っています。

【はぜで 2週間自然乾燥させた稲の脱穀作哭】

◆ 第 11代（ギ成 22年度） 人は組織をつくり、組織は人をつくる

今年も 11月 2111、「YOU遊フェスティバル」が1,]人・教育学部のキャンパスにおいて、 一年間の集
大成として人勢の皆さんが参加され盛大に開催されました。心からお西び申しあげます。また、私た
ちも家内共々毎年お招きいただき、Jじ気に参加させていただきました 誠に光栄に存じ、ありがた＜
原く御礼巾しあげます

フェスティバルには1肘係する県内外の学生のみなさん 200数卜名の方が参加され、然意あふれる中
での開催となり、実行委員長の感動的な挨拶から始まりました。 ここに参加された特さんは、それぞ
れのフラザで自ら計両、＇必践されました 。この一・年間、同志の皆さんと苦楽を共に糾織を創り、育て
ながらやり辿した達成感と連帯感は、学生時代の良き息い出となるでしょう。

—人で何かをやろうと思ってもなかなかできない 志を同じにする仲間を集め大きな活動をするの
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には組織が必要となる。その組織は目的と説明を明確にし、全員参加による組織として育て創らなけ
ればならないのです。

人は一人では生きられない。大勢の力が支えあって強く生きられる。 「人」という字の一画は直立で
はなく斜線である。二画もまた斜線で支えている。支えあった字が「人Jである。最低2人の助け合
いが必要である。家庭も最低2人が助け合って家庭となる。 3人、 4人と大剪重なる（協力）と「人」
の字は太く強い字となる。各プラザの活動も総て人の支えから始まっています。ここでの良き出逢い
をいつまでも大切にしたいものです。
夢中になれるもの、懸命になれるものをどれだけ持っているか、ということが人生の豊かさを左右

するといわれます。自ら主体的に判断して体験を積み菫ねる努力こそ、次なる成功へと続きます。何
か夢中になれるものを求めたい。

昨年は「信大茂菅ふるさと農場」開設 10周年を迎え、式典が盛大に開催されました。また、今年
は学生による「信大茂菅ふるさと農場」の実践活動が高く評価され、平成 22年 11月9日、JAなが
の県ビル・アクティーホールに於いて、第 63回JA長野県大会の席上、「虹の懸け橋賞」の大賞が授
与されました。県下における優良組合員組織として 1年 1組織が受賞の対象となり、本年は当農場が
受賞しました。誠におめでとうございます。

この大賞に多少なりとも協力できたことに感謝すると共に光栄に存じます。これからも健康に努め、
リンゴ。米づくり「信大茂菅ふるさと農場」のお手伝い等、農を楽しみながらバランスのとれた生活
を目指し終生現役を願っています。

◆ 第 12代（平成 23年度） 絆を深め「農」 と「ふるさと」を大切に

先輩たちが築いた「信大茂菅ふるさと股場」も早 12年となりました。毎年、 1年の集大成として
実践記録が発刊されます。その原稿依頼が例年どおりありました。私には 12回目の投稿となり、表
題や作文にはプレッシャーを感じるこの頃です。毎年「信大茂菅ふるさと農場」の新しいスタッフの
皆さんとの交流を深め、展を愛し、知人、友人として語り合うことが、私のマンネリ化防止の一助と
なり、活力と勇気を与えられています。皆さんに支えられて過ごした 1年間を、思うがま＞に書かせ
ていただきます。
昨年、平成23年3月 11日に起きた東日本大震災、福島第一原子力発電所の破壊事故、県内では飯

山、栄村を襲った大地震等により、家族を失い、土地、財産、職場、故郷、更に生命までも一瞬のう
ちに奪われ、甚大な被害を受けた被災地の皆さんを思うとき、またこれらをわが身に置きかえ想像す
ると、身のけのよだっ思いと、心の痛みを感じます。殊に原発事故の被害は甚大で、計り知れない怖
さがあります。世界で唯一の原発被害国が自国の原発で加害者となり、再度被害を受けた国は日本だ
けであり、広島、長崎の被爆が忘れ去られたのか、反省があったのか誠に残念であります。高度経済
成長を最優先に考え、電化による文明国を目ざし、日本列島至る所に原発が設置されており、地震国
日本ではいつ、どこで何が起こるか心配です。このように将来にわたって汚染などの元凶をかかえな
がらの不安な生活には、どこに安住の地があるというのでしょうか。緑があり、四季があり、故郷が
あり、人々が互いに助け合い、絆を深め、働く喜びと夢のある生活を求める中、核に頼らない汚染さ
れない代替エネルギーの早期開発が望まれます。

「信大茂菅ふるさと農場」には幸い今回の地震、原発事故による被害もなく、計画通りに、米作り
（その一部はアフリカのマリ共和国に救援米として今年は 1月 13日に発送しました）、野菜作り、各

野菜収穫祭、餅つき大会、節分の豆まき等、通年 11回の活動がスタッフの皆さんの努力により無事
終了しました。責任を果たした安堵感と達成感は、実体験者のみが味わえる最麻の感動であります。

緑に囲まれた自然の中で「信大茂菅ふるさと農場」が今日まで継続されていることは、土井進教授
をはじめ、学生スタッフの皆さん、子どもや保護者、そして JAながのの皆さんが一丸となった努力
の賜と思います。また農を楽しむという共通の認識があり 、絆を深め、この体験はやがてそれぞれの
人たちの良き糧となることでしょう。これからも私は、ふるさとを愛し、土からいただ＜豊かな生活
と健康の保持に努めて参りたいと思います。

◆ 第 13代（平成24年度） 「信大茂菅 FarmingVillage」に思う

今年もまた、「信大茂菅ふるさと展場」にかかわった体験による感想、思い出等について、執筆の依
頼をいただきました。思えば 13回目の投稿となりますが、年々書く事の課題や、内容の難しさに思
い悩みますが、健康で楽しみながら農場に携わってきた 1年間に感謝し、思うがままに筆を執らせて
いただきます。

平成24年 12月9日に開催されました「YOU遊フェスティバル」に今年もまた、家内共々お招き
いただき、 2人で参加させていただきましたことを厚くお礼申しあげます。参加させていただ＜度に
深い感動を味わえます。それは、県内外からの200数十名の大学生の皆さんが一同に会して、 2日間
にわたり子どもたちと過ごした活動の成果と反省を議論し、更なる発展を期し、同志の絆を深め合う
姿から、私たち 2人にもそのパワーが伝わって参ります。このフェスティバルが、一年でも長く続く
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ことを念じてやみません。
さて、「信大茂菅ふるさと農場」のこの 1年を振り返りますと、本年は活動内容が大きく変化しまし

た、そして、更なる発展が期待されます。この「殷場」には、スタッフが毎年変わる中で、従来先輩
たちがやらなかったことなどをふまえ、この「農場」にふさわしい何か新しい活動を毎年1つ追加し、

その年の特色ある活動として実践してきた歴史があります。
一例をあげますと、
1. 畑作では、落花生、コンニャク芋、ゴーヤ、五穀、ヘチマ、瓢箪、メロン等を栽培し、
2.水田では、泥んこ遊び、フナ、 ドジョウ、ザリガニ、カブトエビ等を放流して、その生態など

を学ぶ、等々です。
このように、 「信大茂菅ふるさと牒場」ならではの活動を伝統的に継承してきました。このような事

から、今年は何を年間計画に取り入れるかと楽しみにしていましたところ、全く新しい角度から農場
の運営企画の立案が示されました。それは、農作業の中に英語を取り入れた活動を実施するとの事で
した。私はこの牒場に数十年来たずさわってきましたが、予想もつかない提案にしばらく考え込みま
した。しかし、これは時代の変遷にふさわしい活動計画であり、やがてこの年代の人たちが国際社会
で活躍できる第一歩の活動であると思って、感服しました。そして活動の内容を検討し、理解を深め、
土井進教授、ダルトン先生のご指海をいただき、「股作業の中に英語を取り入れる」ことを、本年のテ

ーマとして実践することになりました。
1.新たに、農場へ「信大茂菅 FarmingVillage」の看板を立てる。
2. 昨年から小学5年生、 6年生への英語活動の禅入に対応する。
3.農業も英語も、実践を通して楽しく学び、楽しむ。
4. 園児や低学年生には絵を画くなどして、分かり易く表現し、また、ゲーム等を取り入れること
により学生の皆さんとも楽しさを共有する。

これらのことから、「信大茂菅ふるさと農場」は新しい学び舎「信大茂菅FarmingVillage」として
スタートしました。
開会式では、農場長をはじめ役員の英語による自己紹介があり、続いて土井教授、小池技術員、私

と、順次、紹介となりました。私がこの年齢で、大勢参加されている皆さんの前で、「グッドモーニン
グ、マイネーム、イズ、ハヤシベ」と述べる発声は大変きぴしく、終わってホッと致しました。

1年間の活動も無事に終わり、特に英語を含めた活動も回を重ねるごとに関心が高まり 、子どもた
ちの学ぶ姿からは、対応力の柔軟性が感じられました。

これからも時代とともに歩み続ける「信大茂菅FarmingVillage」の発展を、心から願っています。

◆ 第 14代（平成 25年度） 閉場に伴う 14年間の思い

「信大茂菅ふるさと股場」も土井進教授の定年退職と共に、平成 25年度を以て閉場になることを
土井教授からお問きした時には、やはりそういう時が来たかと何か淋しさを感じました。想えば 10
年間の継続を夢見て始めたこの農場は 14年も続き、思い出多い楽しい農場であったと思います。
14年間の長きにわたり継続出来たのも、土井教授の教育に対する情熱、学生に対する教育理念、農

場を通しての実体験、開拓魂の教え、心豊かな人格形成等、共に学ぶことができましたことは大変光
栄に存じ感謝申し上げます。

また、学生の皆さんとの交流を深め、その年の農作業の打ち合わせ、課題、対応等、新しい事業を
1つ取り入れて実践してきました。これらのことを年代別の写真により、思い出していますが、農場
に携わった人たちは、皆さん明るく、楽しく、健康的で何事にも前向きの姿勢で事に当たり、心豊か
な人たちであり、語り合うのがすごく楽しみでした。お陰様でパワーをいただき、今日まで若さと健
康を保つことが出来ましたことに感謝致します。今後も農業と自然を愛し、終生現役で過ごしたいと
願っています。

卒業された大勢の皆さんは社会人となり、教職に就いて立派にご活躍されています。これも農場で
培われた強い精神力と豊かな心で更なる飛躍が期待されます。

子どもたちも学生の皆さんをお兄さん、お姉さんと慕い、楽しく接する姿を見る時、何とも微笑ま
しい光景でありました。又、農作業を通じて自然の豊かさの中で土に親しみ、お父さん、お母さんと
共に典作業をする姿を見る時、親子の絆の深さを感じました。

トイレ休憩の時、軽トラに乗り、我が家のトイレに行く時の子ども達の明るい顔、賑やかな声が響
き、これも楽しみの一つではなかったかと思います。また、自由作品のお絵描きの時の真剣な姿を見
る時、何とも愛らしい素直な子どもたちであり、成長が楽しみです。
アップルズの活動については、大変おItしい中、水田、りんご作りとお手伝いをしていただき、今

日まで継続できましたことについて厚く御礼申し上げます。また、年間恒例のりんごのお花見会、秋
祭り、秋のレクリエーション、新年会、送別会等、楽しい思い出が数多く我が脳裏に刻まれています。

最後の農場長を努めた永原君、副農場長の那須君、飯島さんには、通常の農作業の他に「信大茂菅
ふるさと農場」の記念誌の編集作業、古代米による「モスゲ」という字の浮上げに成功し、更に最終
行事として脱穀後、斉藤神主による膜場への感謝の神事が行われました。この神事には、永松裕樹信
大副学部長、JAながの役員、地主、用水組合、地域の農家、学生の OB・OG、子ども、父母等、 150
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名の参｝）II：こより、厳粛の中にも盛大に行われヒした。蚊後に呑板を取りは干し稔ての神事が滞りなく
終えろことができましたこ昼食には古代米を加えた赤飯、焼きさつま芋が全員に配られおlヽ しくし、た
だきました。

役[i(/)t＼さん、そして関わったスタッフU)れ知さん、本当にご苦労様でした
14年1illお111:語になった膜場との無似r)別れ：こば感無htr/)ものがあり、唯々”ありがとう」と中しあ

げろ次筍です

ゲストティーチャー林部信造翁による特別講演
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「信大茂菅ふるさと農場」 10周年 記念講演会

平成 21年10月10n 
似J•I•1 人’‘学教育学部 E50-! 講＆玉

叩）＜茂ifふるさと腹場」の活動が 10年IIを迎えた秋、信）191人学教宥学部にてffi.l)く茂竹ふるさ

と1悶場 10),'が1袖じ念式典Iが行われました

そ(/)),’if|、林部柘造翁はこれまで0)10年間を振り返り、「iり大茂tじふるさと［と場と私」としヽう演趙
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「信大茂菅ふるさと農場」で過ごした 14年間の総括

ー林部ご夫妻が最後に伝えたいこと一

14年間継続した「信大茂菅ふるさと典場」が、土井進教授の定年退職に伴い、平成 25年度をもっ

て閉場となりますが、誠に残念であり淋しい思いであります。これも時代の流れであり歴史の終息か

と痛感しております。

振り返れば、平成 12年に信大教育学部の土井進教授始め、大学生の杉山さん、JAながの営展技術

員の北村さんが農場に対する協力依頼に初めて我が家にお越しいただきました。土井教授の学生に対

する農業を通じての教育理念、社会力の育成による人格形成、そして「人づくりのための土づくり」

等々、農の原点と思われるお話をされ、深い感動を覚えると共に先生の人柄に接し、大学生の皆さん

に多少なりともお役に立つことができたらと協力をさせていただくことに致しましたことを思い出し

ました。

以来 14年間、毎年替わる学生の皆さんの自主的な活動から農業に対する疑問、課題、難題等、数

多くの相談を受ける反面、私自身も勉強し、知識を深めながら携わった数々の思い出を、毎年発刊さ

れる実践記録に留めることができました。これは一重に「信大茂菅ふるさと農場」での出会いを大切

にし、若いパワーをいただき、建康で継続できたことへの証であり、私にとっては何よりも温かい贈

り物であるとお心から感謝し、光栄に存じております。

「信大茂菅ふるさと農場」での実体験から作る、育てる、楽しさを学ぴ、苦楽を共にした同志の皆

さんとの交流、器場から培われた強靭な精神力と行動力をもった立派な人たちであります。これから

も健康に留意しながらご活躍ください。

土井進教授と 14年間、家内共々「信大茂菅ふるさと典場」で活動できましたことは、私たちにと

って最高の幸せであり光栄に存じております。今後ともよろしくお願い致します。

最後に「アップルズ」の活動に対する、りんご作り、米作りのお手伝い、ありがとうございました。

コーヒーや食事をはさんで家内共々語り合ったことは、今は懐かしく思い、夢のような楽しい生活で

ありました。これからも皆様方と末長く交流が出来れば幸いと存じます。いつでも皆さんのお越しを

心からお待ちしております。

林部信造・幸子
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編集後記

（土井）編集委員長！ 2年間にわたる取材、執筑、編梨作業、本当にご苦労さま。立派な農場記念誌ができ

あがり、おめでとう！ （那須）ありがとうございます。編渠作業の過程で多くの卒業生、JAながの

の皆様、地主さん、地元用水組合の皆様と語り合うことができ、とても勉強になりました。

（土井｝このような本を刊行する喪用は「YOU追」には 1銭もないのですが、臼金繰りはどうされました

か？ （月II須）林部さんと 一緒にながの農業協同組合代表理事組合長さんをお訪ねしお願いしたところ、

多額の狩金を拠出して下さいました。また、林部さんご自身も多額の資金を拠出して下さいました。

（土井）誠にありがとうございます。茂菅殷垢の始終は地域社会の皆様の絶大なるご理解とご協力の賜物で

あったことを、今改めて実感します。大変困難な編媒委員長の直責を果たされた今の想いを語っていただ

けませんか。 （那須）今の想いを一言で表すと、ホッとしています。この記念誌の原稲執策には、 120

名の方にご協力をいただきました。そして、頂いた原稿はどれも茂菅牒局や、お世話になった方々への感

謝の想いがつまっていました。この皆さんの 14年分の感謝の想いを 1つの記念誌にまとめることが、私

に果たしてできるのか、とても不安でした。しかし、私自身が副殷局長として 1年問茂菅牒届の活動に携

わる中で、本当に多くの方々の支えによって、茂菅農場の活動が成り立っていることを実感しました。そ

して、皆さんを代表して茂菅股場記念誌の編媒をさせていただくことに誇りをもち、必ず記念誌を完成さ

せる決心を抱くことができました。この記念誌は、茂菅殿場を通して生まれた皆さんの「感謝」を形にし

たものです。ですので、皆さんの感謝のふるさとである茂菅農均を思い出したくなった時、この記念誌が

少しでもお役に立てれば幸いです。最後に、取材やら1原稿執笙にご協力をいただいた全ての皆様に、心か

ら御礼を申し上げます。誠にありがとうございました。 平成25(2013)年 12月 15日

＜茂菅農場記念誌編集委員会＞ （◎委員長 〇副委員長）

◎那須絢太郎 0面坂泉〇手塚亮介 0井上甲斐

0遠山芽衣井出愛香菊池智香澗口歩美

茂菅展場記念誌

町田香帆北村隼ー 永原正裕飯島香純

JA＝小池健農業＝林部信造苔家＝林部幸子

教員＝土井進

信大茂菅ふるさと農場一“人づくり”への挑戦一
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